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「それじゃあ、桜さくら庭ば先生。私はお先に失礼しますね」

「ええ、今日は色々とありがとうございました」

　桜庭怜れい司じは眼鏡めがねの奥にある目を細めて、新しい職場となる学園内を一通り案内してくれた大おお原はらに笑え顔がおを返した。

　彼女はこの医務室で診しん察さつのサポートと事務を担当している准じゆん看かん護ご師しで、勤続年数が二十年近いベテランだ。ふくよかで笑みを絶たやさない見た目を裏切ることなく、気さくで明るく、人当たりも柔やわらかい。学園内を案内してくれている間も、すれ違ちがう学生たちや職員が彼女に親しげに声をかけてきていた。きっと学生たちの間でも人気があるのだろう。

　人見知りの気があると自覚している怜司も、彼女相手ならすぐに新しい職場にも馴な染じめそうだとほっとしていた。

「あの、ここの鍵かぎは帰りに一階の事務室に預けていけばいいんですよね？」

　この事じ務む棟とうの三階の一角は医務室になっており、そこに隣りん接せつした部屋には体調の優すぐれない学生たちを休ませるためのベッドが数台置かれている。

　帰るときはそれらの部屋を施せ錠じようしていくことになっていると、さっき大原に教えてもらったのだ。

「ええ、そうです。事務の誰かに聞けば、鍵の保管場所を教えてくれるはずですよ。私はだいたい事務室で仕事をしているかと思いますが、来週からよろしくお願いしますね」

「こちらこそ。若じやく輩はい者ですがご迷めい惑わくをおかけしないよう、がんばります」

「あらあら、迷惑だなんて。こんな若くて素す敵てきな先生が来てくれて、仕事が楽しくなるわ」

「恐きよう縮しゆくです」

　大原の心からの褒ほめ言葉に、怜司は思わず苦く笑しようする。怜司の若さが際きわ立だって印象に残るのは、前任者がかなりの高こう齢れいだったせいだろう。前任の医師は、持病の経過が芳かんばしくないため静養する必要があり、隠退することになったと聞いている。

　怜司が来週から正式に勤務することになったこの新しい職場は、私立の幼よう稚ち部から大学院までが一つの敷しき地ちに揃そろっている一いつ貫かん校の中にある医務室だ。各部に保健室を配置しているが、マンモス校のため簡単な医い療りよう行こう為いが行える部署としてこの医務室があるのだという。

　主な仕事は学生たちの健けん康こう診しん断だんや体調不良を訴うつたえてくる学生や職員たちの診察。正直なところあまり給料のいい仕事ではないが、これまでと違って定時で帰れるという時間的な面を鑑かんがみると、いまの怜司には好条件な職場だった。

　朝十時から夕方六時までの勤務で、基本的に土日や祝日は休み。部活動などで大きな試合があるときなどは、休日でも万が一のときのために医務室に待機していなければならないらしいが、そういった場合は特別手当を出してもらえるらしい。

　いつ呼び出されるかわからないプライバシーのない環かん境きようで仕事をしていたこれまでに比べたら、どんなに楽かわからない。今日は初日だからということでスーツを着てきているけれど、本来はもっとラフな格好でも問題ないそうだ。

　契けい約やくはとりあえず一年だが、怜司はその間にこの環境で前職のハードワークで疲つかれ果てた体を休め、抱かかえている『懸けん案あん事じ項こう』をどうにかするつもりだった。

「こんなにカッコいい先生が来たって知ったら、学生たちも大おお騒さわぎすると思うわ～。しばらくは騒さわがしいかもしれないけど、そのうちに落ち着くだろうから我が慢まんして下さいね」

「どうかな、私なんて高校生から見たらおじさんでしょう？」

　眼鏡越ごしに目を細め、愛あい想そ笑いを浮うかべる。

　外見だけだと歳相応には見えないと云いわれがちだが、実際は三十代まであと数年しかない。歳を取ると時間の流れが速く感じられるというが、この数年でそれをしみじみと実感していた。

「何云ってますか！　女の子はいつでもいい男には点数が甘くなるものですよ。とくに学生にとっては年上の男性は憧あこがれですしね」

「はあ、そういうものですか……」

　力説する大原に、怜司は曖あい昧まいに笑って相あい槌づちを打つ。

（そうかなぁ……）

　高校生の頃ころの怜司にとっては二十代でさえ、手に届くことはない遥はるか彼方かなたにいる大人おとなの年ねん齢れいだった。だから、もちろんカッコいいなどと思って憧れることはあっても、恋れん愛あい対象として考えることなどなかったし、自分がそういった対象として相手に見てもらえることがあるとも思いもしなかった。

（むしろ、三十なんておじさんだと思ってたもんな）

　怜司は自分の考えに内心で苦笑しながらも、とりあえず会話を切り上げる方向へと話を持っていくことにする。自分が切りあげなければ、大原はいつまでも話し続けていそうだ。勤務時間を過ぎてまで、自分につき合わせているのも悪い。

「ジェネレーションギャップもありそうですが、これから色々とご指導下さい」

「何か困ったことがあったら、気き兼がねせず相談して下さいね」

「はい。───ああ、すみません。何だかお引き留とめしてしまいましたね」

「あらいけない、また話し込んじゃったわ。もう行かなくっちゃ。私のほうこそごめんなさいね。じゃあ、また来週」

「はい、お疲れさまでした」

　医務室から出ていく大原を見送り、ようやく一人になった怜司は久々に酷こく使しした顔の筋肉を緩ゆるませる。

　いくら大原が好感の持てる相手だからといっても、以前勤めていた病院では愛あい想そうのない医師と云われていた怜司が、常ににこやかな表情を浮かべているのは大変なことだった。

　基本的に他人に気を遣つかうことは苦手な質たちなのだが、この職場を紹しよう介かいしてくれた先せん輩ぱいのためにも、彼の評判を落とさないよう仕事をしなければと思うと、これも仕方のないことだ。

「……早いとこ片づけるか」

　眼鏡を指で押し上げながら与あたえられたデスクに向き直り、怜司は持ち込んだ私物を紙かみ袋ぶくろから取り出して整理を始めた。まだ新しい建物と同じく綺き麗れいなデスクに荷物を配置しながら、怜司は改めて気を引き締しめた。

　当面は無職でいる覚かく悟ごもしていた自分が、こんなにも恵めぐまれた職場に来ることができたのは全すべて以前勤めていた病院の先輩のお陰かげだった。悪い評判が立てば、紹介してくれた先輩にまで迷惑がかかる。だからこそ気を引き締めて精せい一いつ杯ぱい務めを果たさなければいけないのだ。

（───先輩には感謝してもし足りないよな）

　勤めていた総合病院を辞やめ、怜司が私立の一貫校の医務室に来ることになったのには事情があった。

　情けない話だが、つき合っていた相手と別れようとした途と端たん、話が拗こじれてしまい、職場でも自宅でもほぼ毎日、人目を気にしながら繰くり広げられる修しゆ羅ら場ばに疲れ果てたからだった。

　何とか諦あきらめてもらおうとしても上手うまくいかず、結局そのストレスのせいで体調を崩くずしかけた怜司は、職場だけでなく、一度はもう医師を続けることさえ止めてしまおうとも思っていた。

　そんなとき、唯ゆい一いつ事情を知る同じ職場の先輩・松まつ前まえが「少しゆっくりしたらどうだ」と、いまの職場を紹介してくれたのだ。

　就職活動をする気力もなく、しばらくは無職でいるつもりだったのだが、大学からの先輩であり勤め先の御おん曹ぞう司しでもある松前が、せっかく広い人脈を使い新しい職場を探し出してきてくれたのに裏切ることはできない。怜司はそういった事情もあって、幸いにも医師としての職を失うことなく病院を辞めることができた。

　松前は大病院の跡あと取とりだということを鼻にかけることもなく、実力でのし上がってきた医師で若手の憧れ的な存在だ。整った顔立ちは近寄りがたく、愛想がいいほうでもないが、実際は面めん倒どう見みがいい松前には怜司も学生の頃から世話になり通しで頭が上がらない。

　おまけに仕事のことだけでなく、今回のような恋愛関係でトラブルを起こしやすいせいで、怜司は学生の頃から幾いく度どとなく松前に助けてもらっていた。

　そのたびに礼をしようとするのだが、松前は「気にするな」といって取り合おうとはしてくれない。今回の件も改めて礼をしたいと思ってはいるが、きっと「大したことはしてない」と遠慮されてしまうに違いない。

（どうしたら、先輩に恩を返すことができるんだろう───）

　そんなふうにつらつらと考えごとをしながら机の整理をしていると、部屋の外から物音が聞こえてきた。

　大原が戻もどってきたのだろうかと思い、怜司は手を休めることなく声だけかけた。

「大原さん、忘れ物ですか？」

「……捜したぞ、怜司」

　引き戸が閉められる音と同時に聞こえてきた低い声に、全身からすぅっと血の気が引いていく。貧血を起こしそうになるのを気力でぐっと耐たえ、怜司はゆっくりと顔を上げた。

「生い駒こまさん……」

　今週は新しい医師を他の病院から引き抜ぬく交こう渉しようのため、病院から出張を命じられていたはずだが、このぶんでは早めに仕事を終えてきたのだろう。

　以前の職場での引き継つぎは彼がいないうちにすませ、携けい帯たい電でん話わも解約して新しいものに切り替かえたりと、できうる限り接せつ触しよくを避さけていたのだが───やはり、それだけですむ話ではなかったようだ。きっと生駒は出張から戻った途端、怜司がいないことに驚おどろいて、色々と調べてここに辿たどり着いたに決まっている。

「出張中、電話が通じなくて心配していたら、病院まで辞めていて驚いたよ。どうして私に報告してくれなかったんだ？」

「敢あえて云わなかったんです。この学園内は関係者以外立ち入り禁止ですよ。部外者は出ていって下さい」

　怜司の冷れい淡たんな言葉に、生駒は眉まゆを顰ひそめて子供を諭さとすような声こわ音ねで返してくる。

「……怜司。いつまでふてくされているつもりなんだ」

「ふてくされてなんかいません」

（───ただ、愛想を尽つかしただけだ）

　彼は松前総合病院の事務長をしている人物で、つい最近まで怜司がつき合っていた相手だった。妻子がいることを知って、しばらく前から別れ話を切り出していたのだが、生駒は納得してくれず、それどころか束そく縛ばくは酷ひどくなる一方で……。

　このままでは我を忘れた生駒のせいで、男同士の修羅場、それも不ふ倫りん関係が世間に大っぴらになることも避けられない。そんなことになったら病院にも迷めい惑わくがかかるし、自分自身も職を失ってしまう。

　あまりに酷いその状じよう況きように疲れ果て、怜司が逃にげ出すようにして病院まで辞めることになったのは、生駒をこれ以上説得する根気が尽きてしまったせいと云ってもいいだろう。

　もちろん松前に協力してもらい、転職の情報が生駒にだけは流れないようにしてもらったし、タイミング良く生駒の出張を仕組んでもらったりもした。

　しかし、職場も変え、携けい帯たいも変え、これで準備万ばん端たん───だったはずなのだが、やはり人の口に戸を立てられるものではなかったらしい。

　この職場が生駒に知られてしまったのは、きっと噂うわさ好きの看護師あたりからだろう。直じきにバレるだろうことは覚悟していたけれど、こんなに早く生駒に転職先が知れてしまうなんて思いもしなかった。

（いったい誰が……いや、人を恨うらんでも仕方ないな。こうなったのも、自業自得だ）

　とりあえず、大原が帰ったあとでよかった。せっかくの新しい職場で、早々に揉もめごとは起こしたくはない。

「私の気を引きたいのはわかるが、ここまでするなんて少し大人げないんじゃないのか？」

「……は？」

「君の居場所を突つき止めるのに、どれだけ骨を折ったと思う？　遠回しな八つ当たりをするくらいなら、素す直なおに甘えてくれ」

「…………」

（どうして、この人はこうも都合よく考えられるんだか……）

　あまりに見当外れな言動に、怜司はどっと疲つかれ果ててしまう。

「君に淋さびしい思いをさせていることは悪いと思っている。私だって、君に会えない時間は身を切られるような気持ちでいるんだ」

「はぁ、そうですか……」

　怜司が呆あきれ果てていることに気づくことなく、生駒は切せつ々せつと続けてくる。

「私の家庭のことに対して色々と不満なのもわかっているが、私の立場も理解してくれ。いまの仕事をしている以上、どうすることもできないんだ」

「そうでしょうね……」

　いちいち受け答えをするのが面めん倒どうで、怜司は投げやりに答える。対照的に、生駒の口調はさらに芝居がかっていった。

「だけど、君を愛している気持ちに噓うそはない。私には君が必要なんだ！」

「…………」

　何度この台詞せりふを云いわれてきただろう。

　厄やつ介かいごとを避けるために職場恋れん愛あいだけはしないと決めていたにも拘かかわらず、生駒とつき合い始めることになったのは、彼からの執しつ拗ようなアプローチのせいだった。

　初めのうちはやんわりとかわしていたそれから逃のがれられなくなったのは、立場上の重圧や、世間に性せい癖へきを隠かくしているというストレスに疲れていた生駒に「君と一いつ緒しよにいると安らげる」と云われ、慰なぐさめてあげたくなってしまったのがきっかけだった。

　相手が誰であろうと、弱気な面を見せられたり、君だけだと頼たよられてしまうと、どうしても断りきれなくなってしまうのは怜司の悪あく癖へきでしかない。

（この癖くせが悪いんだよな。だからいつも同じような男に引っかかって失敗する……）

　生駒とも悪癖が災いしたせいで、弱音を吐はかれ、甘えるように求められて絆ほだされ、求められるがままについ身を委ゆだねてしまってからは、ずるずると関係を持つようになった。いつもこうして相手に求められ押し切られると、愛情なのか同情なのか自分でも判断がつかないまま、無意味に近い関係ばかりを続けてしまう。

　やっと思い切ることができたのは、悩なやんでいた怜司に気づいた松前からの忠告、そして生駒に妻子がいたことが判明したことがきっかけだった。

　家庭があることを黙だまっていた生駒の気持ちはわからなくはないが、他の誰かを傷つけるような関係を持ち続けることは怜司には耐えられない。人の弱さを振ふり切ることができない怜司だが、生駒は自分が相手でなくてもいいのだと気づいてからの気持ちの冷め方は早かった。

　とはいえ、すぐに「別れる」と告げたものの、生駒は怜司の言葉を本気にせずに却かえって束縛を強めた。だから身を隠すため、怜司は躊躇ためらいもなく病院には退職届を出したのだが───。

「戻ってこい。お前ほどの医者がこんな学校の医務室なんかで燻くすぶっているなんてもったいない。元の条件で復職できるよう、私が手を打ってやる」

「───生駒さん。あなたとはもう別れると云ったでしょう？　今度のことは、あなたから距きよ離りを置きたくて決めたことです」

　何を云われても、もう心が動くことは一切ないのだ。

　怜司はため息をつきながら何度も告げた言葉を口にしたけれど、生駒は相変わらず理解できないといった様子で眉を顰める。

「まだそんなことを云っているのか、怜司」

「別にあなたとの関係に不満を持っていたわけじゃありません。もうあなたについていけないと思っただけです。これ以上お話しすることはありませんので、お引き取り下さい」

「何だ、その態度は！」

「…っ」

　そっけなくあしらうと、生駒は急に声を荒あららげた。しかし怜司がその大きな声に息を吞のみ口を噤つぐむと、ふっと表情を和やわらげる。

「ああ、驚かせたね。でも、怜司がいけないんだよ」

「…………」

　生駒は元々気分屋なところがあることで病院内でも有名な男だったが、怜司とのつき合いが長くなってくるにつれ、それは酷くなった。

　自分以外の人間と話をすることさえも嫌きらったし、直接的な暴力こそ振るわないものの、二人きりのときに大きな声で恫どう喝かつされるのはしょっちゅうで、怜司がどんなに嫌いやがろうとも無理矢理抱だくこともあった。

　だけどそうやって酷く怜司に当たったあとは、必ず人が変わったように優やさしくしてくる。怜司は、生駒の見せるそんな二面性にもうんざりしていたのだ。

　結局、生駒にとって大事なのは、自分自身だけなのだ。周囲の人間は自分の人生の飾かざりとしか思っていないに違ちがいない。

「男なしじゃいられない体のくせに、私と別れられるわけがないだろう？　口では嫌だと云ってても、最後は自分から欲しがってくるじゃないか。昔はもっと素す直なおだったのに、いつの間にこんなに意地っ張りになったんだ？」

　生駒は顔を近づけ、いやらしく囁ささやいてくる。

　怜司はそのあけすけな言葉にぴくりと眉を上げた。だが、反応を示せば生駒が喜ぶだけだし、何を云ったってまともに聞いてくれるわけがない。

「普ふ段だんは取り澄すましているお前があんなインランだなんて、他の人間には信じられないだろうな。私に抱かれているところを見せたら、松前先生も軽けい蔑べつするんじゃないのか？」

　───生駒の底の浅さを感じるのは、こういうときだ。

（自分の云ってることがわかってるのか？　この人は……）

　怜司がゲイであり生駒とつき合っているということを松前にバラすということは、生駒自身も男とつき合っている、それも不倫までしているということが彼にバレるということだ。つまり、怜司にとってアキレス腱けんであるということは、生駒にとってもそうであるというのに、彼には自覚がないらしい。

　それに実際は、怜司がゲイだということは松前にはとうの昔にバレているし、男の趣しゆ味みが悪いことまで知られている。もちろん、生駒とつき合っていたことも、だ。

（そうだった。つき合ってたことが先せん輩ぱいにバレてるって、この人は知らないんだっけ……。バレたときに焦あせるのは生駒さんのほうなのに）

　呆れ果てながらしつこく続けられる言葉を無視していたら、生駒が再び激げつ昂こうした。

「おい、聞いてるのか!?」

　怒ど鳴なりつける声に鼓こ膜まくがびりびりと痺しびれ、怜司は顔を顰しかめる。怒ど声せいは昔から苦手だ。痛みには慣れることができたけれど、怒鳴られた瞬しゆん間かんは恐きよう怖ふに似た感覚で身が竦すくむ。

「……そんなに大きな声を出さなくても聞こえてますよ」

「何だ、その云い方は!?」

「云いたいことはそれだけですか？　満足したなら帰って下さい」

　これ以上、下らない話を聞いているのが面倒で、思わず本音を口にしてしまう。一瞬だけ後こう悔かいしたけれど、いっそ本気で怒おこらせてしまったほうが決着は早いかもしれないと思い直して、怜司は続けて口を開いた。

「あなたの自己満足につき合ってる暇ひまはないんです。云うことを聞く素直で可愛かわいい子が好みなら、もっと若い男の子を探して下さい」

「な…んだと……」

「それに俺はもう、あなたのワンパターンなセックスには飽あきました。あなた相手じゃ満足できないんですよ」

「この……っ！」

　生駒の顔が見る見るうちに赤くなっていく。云いすぎたかと怜司は思ったが、口にしてしまった言葉を取り消すことはできない。

　すると生駒は、憤ふん怒ぬの表情で怜司の髪かみを摑つかんできた。

「痛っ……」

（殴なぐられる……！）

　拳こぶしを振り上げられた瞬間、怜司は反射的に歯を食い縛しばった。

　理り不ふ尽じんな暴力を振るわれるのは、昔つき合っていた男で慣れている。そして、避よけるよりも一発受け流してしまったほうがすぐ終わると経験上熟知していた。

　避けてしまうと向こうの苛いら立だちが募つのり、さらに怒いかりをヒートアップさせてしまうかもしれないし、はっきりとした暴力行こう為いがあれば、今後何かあったときの切り札に使えることがあるかもしれない。

（いまだけ我が慢まんすればいいんだから……）

　一瞬のうちにそう判断して目を瞑つぶる。しかし次の瞬間、拳の感かん触しよくの代わりに生駒の呻うめき声が聞こえてきた。

「いっ……放せ……っ、このっ」

「あんたこそ、その手を放せ」

（え…？）

　怜司は第三者の声に驚おどろき、目を開けた。視界に飛び込んできたのは、誰かに腕うでを後ろに捩ねじり上げられている生駒の姿だった。

「何なんだお前は───くぅ…っ」

「放せと云ってる」

「わ…かった、わかったから放せ…っ」

　さらにキツく腕を捻られたらしく、生駒は痛みに顔を歪ゆがませる。そして渋しぶ々しぶと摑んでいた怜司の髪を放した。

　引きつるような痛みがなくなり思わず後あと退じさると、助けてくれた人物が怜司のぼやけた視界に入ってくる。

「……え…？」

　揺ゆさぶられたせいで落ちかけた眼鏡めがねをかけ直し見てみると、それは背が高く、肩かた幅はばもそれなりにある若い男だった。生駒を容易に押さえ込んでしまっているということは、力も相当あるのだろうが、ケンカ慣れしているようにも思える。

（何だろう、この感覚……）

　まだほんの少しだけ少年の甘さを残したその端たん整せいな顔立ちに、怜司は目を奪うばわれた。　>>>♥

　少し長めな前まえ髪がみから覗のぞく意志の強そうな黒い瞳ひとみや、抑よく揚ようのない口調。怜司の好みの容よう貌ぼうや声こわ音ねだということもあったけれど、それ以上に何故か懐なつかしいような気分に駆かられたからだ。

　実際は会ったことなどないのだから記き憶おくにはないはずなのに、不思議とどこかで会ったことがあるような気がする。理由がわからず、怜司は首を傾かしげた。

「警察を呼ぶか？」

「え？」

　男からの突とつ然ぜんの問いかけに、怜司ははたと我に返った。

「警察を呼ぶか、と聞いたんだ」

「あ、いや、それは……」

　状じよう況きようも忘れて彼に見入っていた自分に気づき、怜司は思わず狼狽うろたえる。だが、狼狽えたのは怜司だけではなかった。

「警察だって!?　冗じよう談だんじゃない！　貴様には関係ないだろう！　私たちは個人的な話し合いをしているんだ。無関係な人間は口を挟はさむんじゃない！」

　生駒は『警察』という言葉に気が動転したのか、怒りの矛ほこ先さきを彼へと向ける。だが、しっかりと摑まれた手を振ふり解ほどくことはできなかったようだ。

「関係なくはないだろう。あんたが暴力を振るおうとしていたのを、俺はこの目ではっきり見たんだ。放っておけるわけがない」

「それはこいつが……っ」

「どんな理由があっても、人を殴っていい理由にはならない」

　彼は淡たん々たんと告げながら、ポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出した。ピッという軽い電子音が聞こえた途と端たん、生駒はさらに動どう揺ようを見せた。

「おい、ちょっと待て！　怜司、お前からも何か云ったらどうだ!?　お前だって騒さわぎになったら困るだろう!?」

「生駒さん……」

　常に尊大な態度の彼も、こんなふうに狼狽えることがあるのかと驚いてしまう。

　視線を泳がせていつになく不安げで落ち着かない様子の生駒を見ていたら、だんだんと可哀かわい想そうになってきた。

「怜司！　何をぼけっと突つっ立ってるんだ！」

「───君、警察はいいから、その手も放してやってくれないか？」

　怜司はやむなく、彼に事を荒あら立だてないよう頼たのんだ。自分としても、新しい職場での揉もめごとは避けたい。

「……わかった」

　彼は怜司の言葉に素直に従い、渋々といった体ていで生駒を解放した。

「なんて乱暴なんだ。これだから最近の若いやつは……」

　生駒はぶつぶつと文句を云いながら、摑まれていた手をわざとらしくさすっている。やがて、何かを思いついたかのように目をゆっくりと見開き、独りごちるように呟つぶやいた。

「そうか……こいつが怜司の新しい男なんだな……」

「は？」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に眉まゆ根ねを寄せる。だが、生駒は冗談を口にしたわけではないようだった。

「若い男を選んだのはお前のほうだったというわけか。自分のことを棚たなに上げて、私ばかり責めるなんてお前らしいよ」

「あの、何を云ってるんですか？　彼は学生さんですよ。生駒さん落ち着いて下さい」

　生駒は自分の想像を事実だと思い込んでしまっているようだ。頑がん固こで思い込みの激しいところは相変わらずらしい。

「ごまかさなくたっていい。おい、いったいどこで怜司を唆そそのかしたんだ？　二人して私を陥おとしいれようとしてるのはわかっているんだ！」

　学生の彼は当然怪け訝げんな顔をしている。

　自分一人なら何を云われても構わないけれど、無関係の人間まで巻き込むわけにはいかない。怜司は二人の間に入り、学生に食ってかかる生駒を制止する。

「生駒さん、やめて下さい…っ」

「お前はどいてろ！　私はこのガキに聞いてるんだ！」

　摑みかかろうとする生駒を止めようとしたけれど、逆にはねのけられてしまった。

「何云ってるんだ、あんた。頭おかしいんじゃないのか？」

「失礼な……。目上の人間を敬えないなんて、どんな育ちをしてるんだ？」

「礼れい儀ぎがなってないのはどっちだ。いい加減、さっさと失うせろよ」

「なっ……何様のつもりなんだ！　貴様にそんなことを云われる筋合いはない！」

　啞あ然ぜんとした様子の学生とは対照的に、生駒の口調はヒートアップしていくばかりだ。その勢いはすぐには収まりそうにない。

「……生駒さん、もう帰って下さい。こんな状態じゃ話もできないでしょう？」

　少しでも落ち着いてもらおうと思って、声をかけたけれど生駒はさらに激げつ昂こうした。

「そうやって庇かばうってことは、やっぱりこいつが新しい男なんだな!?」

「違ちがいますって！　落ち着いて下さい」

「どけ!!」

「……っ!?」

　押し退のけられた弾はずみで、デスクの角に腰こしをしたたかにぶつけた。よろめいた体はすんでのところを助けてくれた学生の腕に支えられる。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　心配そうな顔で見てくる彼に視線で返し、生駒に毅き然ぜんと告げた。

「生駒さん、本当に警察を呼びますよ？　何度も云うようですが、ここは学校関係者以外立ち入り禁止です。それにあなたの立場で警察沙ざ汰たになったら大変でしょう？　もうお引き取り下さい」

「怜司……っ」

　怜司の冷たい言葉に怒いかりで顔を赤くした生駒は、再び手を上げようとしてくる。だが、学生が間に入り、またもや助けてくれた。

「この人には、もう指一本触ふれさせない」

「どけッ！　痛い目に遭あいたいのか!?」

「その言葉、そっくり返してやるよ」

「ぐぁ…っ、は、放せっ」

　胸むなぐらを摑つかもうとしてきた生駒の手首をただ摑み返しているだけのように見えたけれど、生駒の顔は苦痛に歪んでいる。

　だが、聞こえてきたミシ…という鈍にぶい音で、生駒の骨が軋きしんでいることがわかった。

「いますぐ出ていくんなら放してやるよ」

「つっ……わ…わかった！　出ていくからっ、出ていくから放してくれ…っ」

　こんなにも追い詰つめられた生駒を見るのは初めてだ。口ではいつも偉えらそうなことを云っているけれど、実際のところ実力は伴ともなっていなかったらしい。

　彼は必死にあがく生駒をしばらく黙だまって見ていたが、やがて力を緩ゆるめたかと思うと、ドンッと突き飛ばした。

「早く行けよ。それとも、もっと痛い目見たいか？」

「くそっ、話は終わったわけじゃないからな！」

　生駒は悔くやしそうにしながらも、すでに逃にげ腰ごしだった。何か云いたげな視線を怜司に送ってきたけれど、手首をさすりながら捨て台詞を残し、医務室を出ていった。

（……やっと帰った……）

　トラブルの元げん凶きようが去って、ほっと一息つく。だが、あとには気まずい静けさが残っていた。

　とりあえず、フォローをしなければと思い、無理矢理笑えみを浮うかべて礼を云う。

「みっともないところを見せてすまなかった。ありがとう、助かったよ」

「───今回は助けられてよかった」

「え？」

　不可解なことを云われ、目を瞬しばたたく。いま、『今回は』と云われた気がするけれど、自分たちは初対面のはずだ。

「怪け我がとかしてないか？」

「あ、ああ……」

「あんな男、気にするな。しつこく云い寄ってくるようなら俺に云えよ。二度と近寄らないように話をつけてやる」

「ちょ、ちょっと待て！　いったい、何を云ってるんだ!?」

「何って？」

　話を止めて問うと、今度は彼が怪訝な顔をした。怜司の言葉に、話が嚙かみ合っていないことに気づいたらしい。

「どうして君がそこまでするんだ？」

「……もしかして、俺がわからないのか、怜」

「怜って……」

　自己紹しよう介かいもしていないのに名前を呼ばれ、驚おどろいた。それも『怜』というのは、昔呼ばれ慣れていた愛あい称しようだ。

（まさか……）

　しかも怜司のことを『怜』と呼んでいたのは、一人しかいない。遠い親しん戚せきで兄弟のように育った幼おさな馴な染じみだけ。

　そう思って改めて男を見てみれば、記き憶おくにある歳の離はなれたあの幼馴染みと符ふ合ごうする部分があることに怜司は気づいた。

　最後に会ったときは、もちろん怜司よりも背が低く、頼たよりなげな体格をしていたけれど、意志の強そうなアーモンド形の目とその目で瞬まばたきもせずにじっと見つめてくるところは、そのままだ。

「───お前……響ひびきか!?」

「そうだよ。やっと思い出してくれたみたいだな」

　まだ信じられない気持ちのまま問うと、彼───村むら越こし響は、無ぶ愛あい想そうなその口元をほんの少しだけ緩ませた。

　昔はもっと小さくて、にこにことしていて可愛かわいかったはずだが、思春期を過ぎた男の子というのはこうも変わるものだろうかと怜司は改めて驚いてしまう。

「早く云えよ……こんなに育ってて、すぐわかるわけないだろう……」

「見み違ちがえた？」

「当たり前だ、いつの間にこんなにでかくなりやがって」

　昔は見た目も女の子のようだったし、性格も引っ込み思案だったはずだが、いま目の前にいる響は、顔つきも体格もすっかり男らしくなり、声変わりもしている。

　ただ、真っ黒で硬こう質しつな髪かみと同じ色の瞳ひとみだけは変わりなく、そこだけははっきりと懐なつかしいくらいに面おも影かげが残っていた。

（育ててた子犬が大型犬だったって感じだ……）

　幼い頃ころの響は怜司が育てたようなものだ。

　幼馴染みというより、歳の離れた兄弟のように育った。母親同士が従姉妹いとこで仲がよく、しょっちゅうお互たがいの家を行き来していたためだ。

　その上、祖父母の家は地元の名家と云われる血筋で、分家に当たる彼女たちもお嬢じよう様さま育そだちだったため、子育ては退たい屈くつで性しように合わなかったのだろう。

　よく自分たちを家政婦などに任せきりにして、週末は友人たちと遊び回っていた気がする。父親たちも仕事で忙いそがしく、子供を構うことはほとんどなかったように思う。

　家政婦がいないときは、怜司もよく響の面めん倒どうを押しつけられていた。初めは赤ん坊ぼうの面倒なんてと億おつ劫くうに思っていたけれど、世話を焼いているうちに可愛くなっていった。

　あんなふうに無条件で懐なついてこられたら、無下になんてできるわけがない。気がつけば、響は家族以上に大事な存在になっていた。

「怜は全然変わってないな。ずっと、会いたかった」

「変わってないわけないだろ。あれからもう九年だぞ」

　この手で育て、大事に思っていた相手と九年も顔を合わせていなかったのには、やむを得ない事情があった。事情というより、失態と云うべきかもしれない。

「でも、怜は美人のままだ」

「ばっ……またそんなこと云って！　そういうのは彼女にでも云っておけ」

「彼女なんていない。それに怜以上の美人なんて他ほかにいないだろ」

「…………」

　響が自分のことを手放しで褒ほめるのは、昔からのことだ。幼よう稚ち園えんで家族の似顔絵を描かこうというときは、決まって怜司の顔を描いてきた。

　どうして母親の顔を描かないんだと訊たずねると、「一番大好きなのは怜ちゃんだから」と悪びれずに云っていたものだ。

（まったく……あの響がこんなに育つとはな……）

　状じよう況きようも忘れて、間の抜ぬけた感想を抱いだく。

　この話をしていても埒らちが明かないと判断し、話題を変える。

「でも、どうしてこんなとこに……お前、まさかここの大学に入ったのか？　学部は？」

「いや、俺はＫ大の経済学部だ。昨日、怜に会いに病院に行ったけど辞やめたって聞いて。だから、ここに来た」

「よく教えてもらえたな。いまは個人情報の管理が厳しくなってるっていうのに」

　ごく限られた関係者ならともかく、部外者にそういった情報を漏もらすことは普ふ通つうありえない。いったい、どうやって聞き出したのだろう。

「看護師のお姉さんに事情を話して頼たのみ込んだんだ。みんな親切にしてくれたけど？」

「ああ、そう……」

　やはりあの病院の看護師たちは、口が軽すぎる。それも、いい男にはとくに。今度、松前に忠告しておこうと怜司は改めて思った。

　前の職場である松前総合病院のことはきっと、自分の実家から聞き出してきたのだろう。この数年、里帰りは一度もしていないけれど、一応電話連れん絡らくは入れている。転職したことは落ち着いてから報告するつもりだった。

　それでも腑ふに落ちないのは、どうしてわざわざ自分に会いにきたのかということだ。

　もう何年も顔を合わせていないどころか、声すら聞いていないくらい疎そ遠えんになっていたのだから、忘れていたっておかしくはないというのに。

「……それで？　何しに来たんだ、こんなところに」

　久しぶりに響に会えた嬉うれしさを押し隠かくしながら、わざとそっけなく云った。いまここで手放しで喜んでしまえば、距きよ離りを置いた意味がなくなってしまう。

「怜に会いに来たに決まってるだろ。ずっと会いたかったけど、またあのときみたいに子供のくせにって云われないように、大学生になるまで我が慢まんしてたんだ」

「……っ」

　響は怜司が目を逸そらし続けてきたことを、いとも簡単に突つきつけてくる。

　あのとき───怜司が響から距離を取ろうと思った一件のことを云っているのだろう。

「俺は怜に、あのとき云えなかった言葉を云いにきた」

「云えなかった言葉？」

「ああ。怜、俺…」

「ちょ、ちょっと待て」

　何だか嫌いやな予感がして、怜司は思わず響の言葉を遮さえぎった。

（この雰ふん囲い気きはまさか……）

　それなりに場数を踏ふんできたお陰かげか、色いろ恋こい沙ざ汰たの空気には慣れている。だが、その相手が家族同様に育った人間となると、話は違ちがってくる。

　その先を聞かされれば、対応に困ることは目に見えている。だが、響は怜司の言葉を聞き入れることなく、喋しやべり続けた。

「ずっとこの日が来るのを待ってたんだ。もう、自分の気持ちを隠したままでいるのは嫌だ」

「待った！　それ以上云うな！」

「俺は怜のことが───」

「やめろ、聞きたくない…っ」

　耳を塞ふさごうとした手を摑つかまれ引き寄せられたかと思うと、響はこちらを見下ろしながらはっきりと告げてくる。

「好きだよ、怜。この九年間、怜に釣つり合う男になれるように努力してきた。大学生なら、もう子供じゃないだろう？」

「響───」

　怜司の頭の中は、真っ白になっていた。動どう揺ようを取り繕つくろいたくても、どうしたらいいのかわからない。

　からかわれているのだと信じたかったけれど、響の目は明らかに本気だった。それに響の性格を考えれば、こんな質たちの悪い冗じよう談だんを云うはずがない。

「俺を怜の恋こい人びとにして欲しいんだ」

「お…お前、わかってるのか……？　俺もお前も男なんだぞ!?」

　冷静に諭さとそうとしたのに、口から出てきたのは上うわ擦ずった声だった。常に沈ちん着ちやく冷静で何事にも動じないと周囲に思われている自分が、こんなふうに動揺を見せてしまうなんて。

「わかってるに決まってる。昔、何度も一いつ緒しよに風ふ呂ろ入っただろ」

「あのな、そういう意味じゃなくて……」

「怜だって俺のオムツ替かえてたんだから、よく知ってるじゃないか」

「知ってるから問題にしてるんだろ!?」

　響は問いかけの意味がわかっていて、わざとはぐらかしているのだろうか。嚙かみ合わない会話に苛いら立だちを覚えて怜司が語気を強めると、やっとまともに返してきた。

「───怜は男同士だからよくないって云いたいのか？」

「そうだよ！　お前だってわかってるじゃないか」

「でも、怜は男でもつき合えるじゃないか。さっきのやつともつき合ってたんだろう？」

「……っ、俺のことはどうでもいい！　お前のことを話してるんだ！　冷静に考え直せ。男が男を好きになるなんて普通じゃない」

　自らの性せい癖へきを自分で否定することは辛つらかったけれど、いままで経験してきた差別や周囲の反応を考えれば、そう云うしかなかった。

　いまは世間との折り合いのつけ方や隠し方を覚えたけれど、周りの意識とのギャップに長い間悩なやんできた過去を忘れることはできない。

　合意で体の関係を持った相手にも、恋れん愛あい感情があるとわかったら気持ち悪いと云って蔑さげすむような眼まな差ざしで見られたこともあったし、独身だと云っていた恋人の妻がホテルに乗り込んできて酷ひどく罵ののしられたこともある。

（基本的に、俺の男の趣しゆ味みが悪いことは否定できないけど……）

　トラブルに巻き込まれなくたって、周囲の人間に大きな声で云える関係ではない。本人に後ろ暗いところがなくても、カミングアウトするにはリスクが大きすぎる。

　それに、同性同士は同調するのも早いが対立もしやすく、恋人同士として良好な関係を長続きさせるのは難しい。何度か失敗を繰くり返して、怜司はやっとそう悟さとることができた。

「どうして怜は自分を傷つけるようなことを云うんだ？」

「事実だからだよ」

　責めるような視線を睨にらみ返したけれど、響が感情を昂たかぶらせることはなかった。

「───怜は、俺が少しも悩まなかったとでも思ってるのか？」

「そういうわけじゃ……」

「俺はあの日からずっと考えてきた。勢いや思い込みだけで、怜を好きだって云ってるわけじゃない。いまの俺ならちゃんと怜を大事にできる」

　響は淡たん々たんとはっきりとした口調で告げる。彼の意志が固いことは明白だった。

（やっぱり、俺があんな場面を見せたせいで悪あく影えい響きようを与あたえてしまったんだろうか……）

　怜司は中学生の頃ころから女の子に興味が持てない自分に気づいていた。

　それが普通ではないということも、周囲には知られてはいけないということもわかっていた。だからこそ、秘密を隠し続けていたのだ。

　だけど、その秘密は高校生のとき、ある人にあっさりとバレてしまった。同類には同類の匂においがよくわかるのだと、そのとき云われたことを覚えている。

　怜司の秘密を見み抜ぬいたのは、家庭教師をしていた大学生だった。

　マイノリティな性癖に悩み、その上、性的なことに興味を持ち始めていた思春期の自分は、彼の誘ゆう惑わくにいとも簡単に流された。

　週に数度の家庭教師の時間に教えてもらうのは、勉強だけではなくなったのだ。

（……人を疑うことも、あの人に教えられたんだよな……）

　頭の隅すみに追いやっていた苦い記き憶おくが蘇よみがえってくる。もうすっかり忘れていたと思っていたのに、目を瞑つぶるとあのときの情景が鮮せん明めいに浮うかんできた。
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「昨日、一緒にいた男は何なんだよ！」

　怜司は自分の体に触ふれて来ようとした泰やす之ゆきの手を振ふり払はらい、声を荒あららげた。彼は怜司の家庭教師をしている大学生で、生まれて初めての恋人でもあった。

　真ま面じ目めに勉強をしていたのは最初のうちだけで、つき合うようになってからは両親が夜遅おそくまで帰ってこないのをいいことに淫みだらな行こう為いに耽ふけってばかりいた。

　本当は普ふ通つうの恋人同士のように出かけたりしたい。だが、泰之は自分たちは同性同士だから関係を人に知られるとまずいと云って、怜司の部屋以外で過ごそうとはしなかった。

　そう簡単にバレるとは思えず、すんなりと納得はできなかったけれど、彼に「誰かに知られたせいで、お前と終わりになりたくない」と囁ささやかれたら反論などできない。

　世間に堂々と顔向けできる関係ではないのだからと自分に云い聞かせ、我慢をしていた矢先だ───泰之が他ほかの男と歩いているのを見てしまったのは。

　映画館から出てきたのを目にしたときは、ただの友人だろうと思っていた。だが、二人はそのあと繁はん華か街がいの奥へと向かい、そして躊躇ためらいもなくラブホテルに入っていったのだ。

　そこは以前、自分も連れていかれ、初めての経験をさせられた場所だった。

「そんなに怒ど鳴ならなくたって聞こえるって」

「じゃあ、答えろよ！」

　だが、怒いかりを露あらわにする自分に対し、彼は軽く肩かたを竦すくめて鼻先で笑うばかりだ。そんな態度がさらに怜司を憤いきどおらせる。尚なおも詰つめ寄よると、ため息混じりに云い訳をしてきた。

「ただの友達だよ、同じゼミの。一緒に資料を探しに行ったんだよ。ついでに見たい映画が同じだったから、帰りに二人で行っただけだって」

「ホテルに行ったのもついでなのかよ!?」

　その事実を告げると、彼は鼻白んだ顔をした。

「……何だ。見てたんならわざわざ訊きくことないだろ」

「なっ……」

　開き直られ、瞠どう目もくする。泰之の顔には罪悪感のようなものは、欠片かけらも見てとれなかった。

「はっきり云って欲しいなら、云ってやるよ。あいつもお前も遊びに決まってるだろ？　初めてで何も知らないお前に色々と教えてやったんだから、感謝しろよな」

「そんな……」

「お前とも潮時かな。はっきり云って重いんだよな。体だけは最高だったけど。ま、そうじゃなきゃ、お前みたいなクソマジメでつまらないやつの機き嫌げんなんか取るわけないだろう？」

「────」

　下げ卑びた笑えみを浮かべながら告げられた言葉に、ショックを受ける。自分は真しん剣けんにつき合っていると思っていたけれど、泰之のほうは初めから遊びだったのだ。

　何度も囁かれた甘い言葉は、上辺だけのものでしかなかったのだろう。玩もてあそばれていたという事実に絶望し、それと同時に頭にカッと血が上る。

「ふざけるな…っ！」

　食ってかかろうとしたけれど、すぐに胸むなぐらを摑つかまれ体勢は逆になってしまった。

「鬱うつ陶とうしいな。お前のそういう性格がうざいんだよ！」

「うぁ……っ」

　思い切り突つき飛ばされ、怜司は床ゆかに転がった。全身を強く打ち、すぐに起き上がることはできなかった。

「金が貰もらえていいことできるのはおいしかったけど、面めん倒どうはごめんだからな。家庭教師はやめさせてもらうよ。お前も早く次の後あと釜がまを見つけて、可愛かわいがってもらうんだな。その体を使えば、すぐに新しい男を誑たらし込めるだろ」

「……待てよっ」

　怜司は何とか起き上がり、去ろうとした彼のシャツの裾すそを摑んで引き留とめた。一言でも謝らせなければ気がすまない。

　だが、摑んだ手は力任せに振り解かれてしまった。

「放せよ…っ、しつっこいんだよお前は！」

　泰之はその足で、再び床に転がった怜司を蹴けろうとしてきた。ダメージを覚かく悟ごして体を強こわ張ばらせたけれど、その前に部屋に誰かが飛び込んでくるのが見えた。

「怜に何するんだッ」

　間に割って入ってきた小さな体が、怜司目がけて向かってきた足にしがみつく。

　そのお陰かげで泰之の蹴りを食くらわずにすんだのだが、間に入ってきたのが幼おさな馴な染じみであり遠とお縁えんの響だと知り愕がく然ぜんとした。

（何で、響が───）

　今日、家に来るだなんて聞いていない。いまのやり取りを見られてしまったのかと思ったら、血の気が引いていった。

「何だこいつ？　おいガキ、離はなれろよっ」

「痛…っ、お前こそ怜に酷いことするな…！」

　小学生の響はいとも簡単に振り払われてしまう。よろめいて倒たおれそうになった体を、怜司は慌あわてて受け止めた。その年とし頃ごろの中でもとくに小こ柄がらで細身な響をあしらうのは、泰之にとって赤子の手を捻ひねるようなものだろう。

　慌てて苦痛に表情を歪ゆがませている響を抱だき起こし、様子を窺うかがう。自分たちの諍いさかいに巻き込んで、怪け我がなどさせたら大変だ。

「響、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「だ…いじょうぶ……。怜は？　痛いとこないか？」

　お互たがいを気き遣づかう様子に、泰之は鼻先で笑う。

「はっ、こんなガキに助けてもらうなんてなさけねーな。まあ、そのガキ程度がお前にはちょうどお似合いかもな。この半年、楽しかったぜ」

　そんな捨て台詞を残し、彼は背中を向けた。

「おい！　どこ行くんだよ!?　まだ怜に謝ってないだろ!?」

「いいんだ、響」

「でも……っ」

「もう、いいんだ……」

　怜司にはもう追いかける気力も残っていなかった。泰之に未練があるわけじゃない。半年も騙だまされて、いいように遊ばれていた自分が悔くやしいだけだ。何より、その悔しさを晴らさんがために響を巻き込むことになるのだけは避さけたい。

「あいつ、怜の家庭教師だろ!?　何で怜にあんな酷ひどいこと───」

「お前には関係ない」

　詰め寄ってきた響に対し、自分でも驚おどろくほど冷たい声が出てきた。怜司がしまったと思うと同時に、響も何かを悟さとったらしい。

　悔しさを堪こらえたような表情で訊いてくる。

「……怜はあいつとつき合ってるんじゃなかったのか？」

「な、何バカなこと……」

　いきなり核心を衝つかれ、ドキリとする。バカなことを云いうなと笑い飛ばそうとしたけれど、曇くもりのない黒い瞳ひとみに見つめられ、それはできなかった。

「隠かくさなくたっていいよ。俺、知ってたんだ。怜とあいつが…そういうことしてるって……」

「噓うそ…だろ……？」

「前に遊びに来たときに見ちゃったんだ。その……エッチなことしてるとこ」

「……っ」

　周りには隠し通してきたつもりだったのに、一番知られたくない相手に知られていたなんて。

　響の告白に、怜司の頭の中は真っ白になった。足下がぐらつくような感覚に思わず、歯を食い縛しばる。

「でも、怜はつき合ってること隠してただろ？　それに、あいつといると怜が楽しそうだから、邪じや魔ましないようにしてたんだ。でも、さっきは酷いことしてた。好きでつき合ってたんじゃないのか？」

　畳たたみかけるような問いかけに、背中がじっとりと汗あせばんできた。

「……お前には関係ない」

「あんな男やめろよ！　怜は騙されてるんだ!!　怜のこと好きだったら、あんなこと───」

「お前には関係ないって云ってるだろう！」

　響の言葉に思わず怒ど鳴なってしまった。事実を指し摘てきされたことよりも、響に彼との関係を知られていたということが何よりショックだった。

「関係なくないよ！　だって、俺だって怜のことが好きなんだ！」

「───響！　子供が下手へたな慰なぐさめを云うんじゃない。いいから、もう帰れ」

「やだよ、怜を一人になんてできない…っ！　またあいつが戻もどってきたらどうするんだよ!!」

「帰れって云ってるんだ!!」

「……っ！」

　引き下がろうとしない響に叫さけぶように訴うつたえると、ようやく黙だまり込んだ。

　こんな剣けん幕まくで響を怒鳴りつけたのは、生まれて初めてのことだ。さすがの響も驚いているのかもしれない。

　苦い思いを嚙かみしめながら、怜司は響から顔を背そむける。

「……一人にしてくれ。頼たのむから」

　押し黙る響に、ゆっくりと告げる。響はしばらく躊躇ためらったあと、渋しぶ々しぶ頷うなずいてみせた。

「わかった……」

　振ふり返りながら部屋を出ていった響が閉めたドアの音が、一人きりになった室内にやけに大きく響く。詰つめていた息を吐はき出したあと、無意識に洟はなを啜すすって気がついた。

　さっき、響が黙り込んだのは言葉の強さのせいではなく、この頰ほおを伝う涙なみだのせいだったということに───。
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　あれ以来、怜司は響を徹てつ底てい的に避けた。

　慕したってくれていた歳の離れた幼馴染みに軽けい蔑べつの目で見られたらと思うと、怖こわくて顔を合わせることができなかった。だから、会わなくてすむように逃にげるように東京に進学したのだ。

（あれは、軽率すぎたよな……）

　いくら家族の帰りが遅おそいと云っても、響が来ない保証はなかったのだから、自宅で云い争いを始めてしまうなんて配はい慮りよが足りなかった。しかも、その前にも行こう為いを見られていたというのだからごまかしようもない。

　きっと、あの当時の印象が強いのと離れていたことで執しゆう着ちやくが強くなってしまったのだろう。

（どうにかして、響を考え直させないと。でも、どうしたら思い直してくれるんだ？）

　通らなくてもいい茨いばらの道を進むことを見過ごしにして、自分と同じような思いは絶対にさせたくない。響には普ふ通つうの幸せを摑んで欲しいのだ。まして、その原因を作ったのが自分であるというのなら、どうにか普通の道に戻してやらなければ。

（───そうだ…）

　響は自分に対して高い理想を抱いているのかもしれない。だったら、それを崩くずしてやればいい。幻げん想そうを抱いていたと気づけば目を覚ましてくれるはずだ。

　怜司はずれてもいない眼鏡めがねを直すふりをし、そうやって顔を隠しながら意を決して告げた。

「……さっきの話、聞いてたんだろう？　俺はもう、お前が知ってる昔の俺じゃない。男がいなきゃ生きていけないような人間なんだよ。お前が好きなのはいまの俺じゃない」

　逸はやる気持ちのせいか、声がいつもよりも抑よく揚ようがなく自分にも冷たく聞こえる。

「怜は怜だ。俺は本気で怜が好きなんだ」

「離れてたせいで記き憶おくが美化されてるんじゃないのか？　好きだって思い込んでるだけに決まってる。ちゃんと落ち着いて考え直せ」

「そんなことはない。俺が一番、怜のことをよくわかってる」

「わかってない！　だいたい、何年会ってなかったと思ってるんだ？　人間なんて変わるんだ。歳を取れば取るほどな」

　落ち着いて話をしようと思っているのに、理解しようとしない響の態度に口調はだんだんとヒートアップしてきてしまう。苛いら立だつ感情を押し殺せず、怜司は唇くちびるを嚙みしめた。

「───怜の云う通り、確かに怜は変わったのかもしれない。だけど、俺が怜を好きな気持ちは間ま違ちがいでも思い込みでもない。俺は怜を好きなんだ」

「響……」

　説得を試みたけれど、響はこちらの云うことを聞き入れようとはしなかった。言葉を尽つくせば尽くすほど、頑かたくなになっていく。

（……頑がん固こなところはそのままだな……）

　普ふ段だんはおっとりとしていて、のんびりしていた響だったけれど、幼い頃ころからこうと決めたら頑がんとして譲ゆずらない頑固さがあった。

　そういうときは大人おとなの理屈など通用せず、最終的に折れるのは周りのほうだった。

「いつまでも理屈捏こねてないで聞き分けろよ」

「まともに聞こうとしないのは、怜のほうじゃないか」

「……っ」

　痛いところを突つかれ、言葉に詰まる。九つも年下に云い負かされたことは悔しかったけれど、いまは自分のプライドなんてどうでもいい。

（こうなったら……）

　意見を曲げない響に、怜司は論法を変えることにした。

　いっそ挑ちよう発はつして怒おこらせて、呆あきれさせてしまったほうが早そうだ。さらに軽蔑されるのは辛つらいけれど、昔とは違ちがう、理想とは違うんだと実際にわからせてしまったほうが、響も納得できるだろう。

「───いい加減、察しろよ。だいたい、この俺がお前相手に満足できるわけがないだろ」

　わざと見下したような口調で告げる。挑発に乗ってきたらさらに煽あおり、すぐに頭に血を上らせるような若造は相手にしていられないと鼻先で笑い飛ばす予定だった。

　しかし、響は怒おこることなく真面目に問い返してくる。

「満足させられればいいのか？」

「いや、だからお前には無理だって云って───」

「無理かどうかは試ためしてみないとわからない。怜だってよく云ってたじゃないか、初めからできないって云ってたら何も始まらないって」

「それとこれとは……」

　理り詰づめで云い返されてしまい、逆にこちらが言葉を濁にごすことになってしまった。

　確かに昔、そんなことを云った記憶はある。だけどそれは、響に勉強を教えていたときの話であって、こんなときに応用するために教えたつもりの言葉ではない。

「怜の云う通り経験は少ないけど、どうしたら気持ちよくなるか教えてくれれば怜を満足させられる自信はある。俺は覚えのいい生徒だっただろ？」

「あのな、それは勉強の話であって……んむっ」

　ピントのずれたことを云われ、諭さとそうとした途と端たん、口づけで言葉を遮さえぎられた。

　唇を荒あらっぽく貪むさぼられ、喘あえいだ瞬しゆん間かん、口こう腔こうに舌を捩ねじ込まれた。思わず引っ込めた舌を搦からめ捕とられ、吸い上げられてぞくりと頭の芯しんが震ふるえる。

（響が俺に、キス、してる……）

　その事実が怜司を困こん惑わくさせ、感覚を無防備にさせた。記憶にある幼い響と、面おも影かげはありつつも変わり果てた現在の響の外見が、怜司の中でまだ嚙み合わないのだ。

　キスなんて慣れているはずなのに、頭の中はその混乱でぐちゃぐちゃになっていく。

「んんっ……んっ、んん、ぅ……」

　決して上手いというわけではないのに体が熱くなってくるのは、響のキスが情熱的で荒あら々あらしいせいだ。何よりも感情がリアルに伝わってくる。

（こいつ、本気か…？）

　全力で押し返しているのに、響の体はびくともしなかった。スポーツか何かで鍛きたえているのか、胸むな板いたは張り詰めた筋肉で硬かたく、腕うでを摑つかむ力に逆らうこともできない。

「はっ…ぁ、ン、ん…っ」

　頭の中が霞かすんでいくに従って指先から力が抜ぬけていき、体もくたりとなった。腰こしに回された手に力を込められ、さらに強く抱だき寄よせられる。

　口づけは深くなり、飲みきれない唾だ液えきが口の端はしから伝い落ちた。

「ぅん、ふ……んん……っ」

　頭の後ろを支えていた指が、少し伸のびかけた襟えり足あしを玩もてあそぶ。抵てい抗こうすることも忘れてキスの心地ここちよさに身を任せていると、体を何かに横たえられた。

　口腔を搔かき回す舌が濡ぬれた音を立てているのを陶とう然ぜんとなりながら聞いていると、足を撫なで上げられる。そして、膝ひざの裏に手を入れられ、持ち上げられた。

「んっ……ん……？」

　何となく気になって、響の手の動きを意識で追う。響はいやらしく太ふと腿ももを撫で回したあと、尻しりをぎゅっと摑んできた。

「ンっ、…っん、んん……っ」

　摑んだそれを揉もみしだきながら、怜司を横たわらせた台に自分も乗り上がり、股こ間かんを膝で擦こすってくる。全身を走り抜けた甘い痺しびれに焦しよう燥そう感かんを覚え、怜司は目を瞠みはった。

（やばい───これ以上は洒落しやれにならない）

　いくら技巧がなくとも、若さと勢いと情熱で押し切られたら、理性など簡単に崩ほう壊かいしてしまいかねない。口づけを続けながら体をまさぐってくる響の指に理性が流されそうになるのを堪こらえながら、怜司は渾こん身しんの力で響を突き飛ばした。

「やめ…っ」

「……ッ」

　ようやく唇が離はなれ、手の動きも止まったけれど、覆おおい被かぶさった体は少し離れただけだった。押し退のけたかったけれど、とりあえず文句を云うのが先だと思い、口を開く。

「な…に、考えてんだ…っ」

　唾液で濡れた唇を手の甲こうで拭ぬぐいながら憤いきどおると、響は至近距きよ離りのまま真顔で答えた。

「怜のことに決まってる」

「あのなぁ！　そういうことを訊きいてるんじゃないことくらい、わかってるだろう!?　誰がこんなことしていいって云った！」

「でも、怜も気持ちよさそうにしてただろ」

「……っ」

　響の言葉を否定できず、声を詰つまらせる。

　簡単に快楽に流される意志薄はく弱じやくな自分が恨うらめしい。弟のような相手にキスされて、あんなにも感じさせられてしまうなんて。

　怜司が自己嫌けん悪おに陥おちいって黙だまり込んでいると、響はそのままの体勢で云ってきた。

「チャンスが欲しいんだ」

「……チャンス？」

「一度でいいから試してみて欲しいんだ。俺が相手で満足できるかできないか」

「そんなこと、試さなくたって───」

「わからないよな。少なくとも、キスは合格だっただろ？」

　唇くちびるを指の背で撫でられ、ぶわっと全身が総毛立つ。

「……っ！」

（どこでそんな仕草覚えてきたんだ……！）

　口づけの感覚が蘇よみがえってくると共に、四し肢しを甘い痺れに支配される。

　正直なところ、こんなにも簡単に体が籠ろう絡らくされそうになっているのは、生駒を避さけ始めてからずっと誰にも触ふれられていないせいだ。欲求不満気味な体は、一度火をつけられてしまえばそう簡単に鎮しずまりそうにない。

　だけど、このまま流されてしまうわけにはいかなかった。響はまだ大学生になったばかりで、これからいくらだって出会いがあって、女性を好きになるチャンスもある。

　自分なんかに引っかかって、真っ当な道から逸それるべきじゃない。響にはもっと普ふ通つうの恋れん愛あいをして、普通の恋こい人びとを作って欲しいのだ。

（……俺は響に幸せになってもらいたいんだ）

　怜司は目を伏ふせ、唇を引き結ぶ。

　響に自分では得られなかったものを押しつけているだけかもしれない。だけど、平へい凡ぼんな幸せがどれほど貴重なのかは、手に入れられないとわかって初めて気づくのだ。マイノリティな性せい癖へきゆえの秘密を抱かかえて周囲と接して暮らす苦労を、響には味わわせたくない。

「怜」

　囁ささやくように名前を呼ばれて息を吞のんだ。すっかり低くなった声だけ聞いていると、不思議な気分になってくる。自分の知っている響とのギャップに混乱してしまっているのかもしれない。

（冷静になれ。いまここにいるのは、あの響なんだぞ？）

　何とか心を落ち着かせながら、怜司はできる限り冷たく聞こえるように声を作った。

「……無理に決まってるだろ。キスはともかく、お前、男と経験あるわけ？」

「ない。でもちゃんとがんばるから、怜が教えてくれ」

　どこまでも真面目に告げられ、面めん食くらう。だが、すぐに気を取り直し、鼻先で笑い飛ばした。

「はっ、冗じよう談だんだろ？　そんな面めん倒どうなこと、何で俺がしなきゃならないんだよ。お前みたいな若い男は俺の相手にはならない」

「若いって、九歳しか離れてないだろ」

「九歳も、だ。俺は自分より年上で、自分を満足させてくれるような大人おとなの男としかつき合わないし、セックスもしない。大学生になりたてのガキなんか相手になるか」

　実際は年下ともつき合っていたし、体の関係だけなら行きずりの相手とも交かわしたことはあるが、いまは響を納得させるのが先決だ。

　しかし、響は一歩も引こうとはせず、食い下がってくる。

「やってみないとわからないだろ」

「男とやったこともないやつに、俺を満足させることなんかできないに決まってる。俺はあれから何人もの男たちとつき合ってきてるんだぞ？　それに勝てる自信がお前にあるのか？」

「それはわからない」

「だったら───」

「根こん拠きよもないのに自信があるなんて大口を叩たたくつもりはない。だからこそ、試させて欲しいんだ。一度試して、怜が気持ちよくならなかったならきっぱり諦あきらめる。もう二度と好きだなんて云わないし、顔も見せない」

「……それ、本気で云ってるのか？」

「俺は怜に冗談なんて云わない」

「…………」

「男と寝ねたことはないし、知識も豊富なわけじゃないけど、誰よりも怜を大事に思ってるってことだけは信じて欲しい」

　響は自信があるわけではないと云っているけれど、その態度に不安なんてものは欠片かけらも見えない。おまけに怜司が拒こばむとも思っていないようで、当たり前のことのように体を寄せてきた。

　発言の迷いのなさにぽかんとしていた怜司は、体に触れてきた手の平の感かん触しよくにはっとする。

「ちょっ、ここでするのか？」

　慌あわてたせいで言葉の選せん択たくを間ま違ちがえた。いまの云い方では、行こう為い自体は嫌いやではないと云っているようなものではないか。

「ちょうどいいだろ、ここにベッドがあるんだし」

「バカ！　これは診しん察さつ台だ!!」

「でも、他ほかのところに行く余よ裕ゆうなんてないだろ？」

「決めつけるな！　あ……っ」

　反応しかけていた自身を服の上からさすられ、小さく喉のどが鳴った。こういうとき、体の昂こう揚ようが目に見える形で現れてしまう男である自分が憎にくい。

「ダメ…だって……ぅ、ん……」

「本当はダメだなんて思ってないくせに。怜が本気で怒おこったら、もっと怖こわい」

　響は服の上から体をまさぐりながら、真顔で告げてくる。

「ばっ……何云って……あ、んん」

　込み上げてくる快感はどうしようもなく抗あらがいがたく、拒もうとしても指に力が入らなかった。

（───どうしよう……）

　響と寝るなんてダメに決まってる。やめておけと理性が警告を発している一方、脈みやく拍はくはどんどん速くなっていった。

「怜？」

　黒い瞳ひとみが怜司をじっと見つめている。

　わがままを滅めつ多たに云わない響が、何かをねだるときはいつもこうして見つめてきた。どこか遠えん慮りよがちで、でも甘えるような眼まな差ざしに抗えたことなど一度もない。

「……ドアに鍵かぎかけてこい」

　とうとう怜司は震ふるえる唇を開き、自ら一線を踏ふみ越こえてしまった。

「わかった」

　響が離はなれた隙すきに上半身を起こし、息苦しかった首回りを緩ゆるめる。ネクタイを引き抜ぬいてボタンを外すと、少しだけ息苦しさが緩かん和わした。

　キスのときに邪じや魔まだった眼鏡めがねも外し、近くの台に置く。視界がぼやけていたほうが相手が響だと強く意識せずにすむかもしれない。

　それでも、緊きん張ちようのせいか、それとも後こう悔かいのためか、鼓こ動どうはうるさく鳴なり響き続けている。

（一度だけだ。この一度きりで片をつけよう）

　実際に試してみれば、自らと同じ男の体を抱だくということがどういうことなのか理解すれば、考えも変わるだろう。

　若くはない、それも同性の体を直じかに見れば気持ちも萎なえ、そして男に抱かれて悦よろこぶ自分に愛想を尽つかしてくれるに違ちがいない。

（……皮肉なもんだよな。響にだけは軽けい蔑べつされたくなくて、地元から逃にげ出してきたっていうのに……）

　本ほん末まつ転てん倒とうだと内心で自じ嘲ちようする。投げやりに革かわ靴ぐつを脱ぬぎ捨すてながらいたたまれない気持ちでいると、施せ錠じようして戻もどってきた響がすぐ横に腰こしを下ろした。

「緊張してんの？」

「……っ、バカ云いえ！　未経験者相手で不安なだけだ」

　図星を指されたことが癪しやくに障り、見栄を張る。

　不安なのは自分のほうだ。快楽に弱いこの体が、どこまで理性を保っていられるだろう？

「別にまったく経験がないわけじゃない。男は初めてだけど、やることはそう変わりないだろ」

「童どう貞ていじゃないのか、お前!?」

「そんなに驚おどろくことか？」

「いや…そういうわけじゃないけど……」

　むっとした表情を浮うかべる響に、言葉を濁にごす。

（……そうだよな……響だって、もう子供じゃないんだもんな……）

　もう大学生なのだから、経験があったっておかしくはない。ましてや、男である自分に迫せまってくるくらいなのだから、それなりに場数は踏んでいるのだろう。

　そう頭では納得しつつも、淋さびしさのようなものを感じずにはいられなかった。

　いったいいつ、どんな女の子とつき合っていたのだろう？　きっと、響に似合いの可愛かわいい子に違いない。そう考えると、何故なぜか胸が締しめつけられたように苦しくなった。

（親おや離ばなれしたことがいまさら淋しいのか？）

　怜司は自らの反応に、呆あきれ果てる。先に手放したのは自分のほうだというのに図々しい。

　だけど、経験があるなら却かえって都合がいいかもしれない。女の子の柔やわらかな感触を知っているなら、男の体とのギャップを感じるはずだ。

　そう自分を納得させていると、顔を覗のぞき込むようにして訊たずねられた。

「なあ、始めていいか？」

「へ？　あ、ああ」

　考え込んでいた怜司は、響の催さい促そくに間ま抜ぬけな返事をしてしまった。

　ムードのないやり取りだったけれど、響は出されたゴーサインで怜司の唇くちびるの端はしに触ふれるだけのキスをしてくる。

「……ぁ……」

　啄ついばむだけの口づけを繰くり返されながら、ウエストからシャツを引き抜かれる。ボタンを外すのももどかしいのか、そのままたくし上げられ、露あらわになった肌はだを直に触ふれられた。

　直接触れてきた響の手は大きくて皮ひ膚ふも硬かたくなっていたけれど、昔と同じように熱い。

「……っ、ん……」

「怜の体、相変わらず冷たいな」

「ンっ……お前が、体温高いんだろ……っ」

「ああ、だからこうしてると気持ちいい」

　そう云って、響はあちこちを撫なで回してくる。怜司を高めるためではなく、本気で手て触ざわりを楽しんでいるようだ。

　腰や脇わき腹ばら、胸むな元もとを触さわられているうちに体温が移ってくる。

「あ…ぁ……ん、ぅ……」

「心臓の音がすごいな。もうこんなにドキドキしてる」

「仕方…ない、だろ……っ」

　胸にひたりと押し当てられた手の平に鼓動の速さを知られ、内心で狼狽うろたえる。触れられる前から心臓をうるさくしていたと気づかれないよう、強く祈いのった。

「俺もすげぇ心臓バクバクいってる。ずっと、こんなふうに怜に触りたかったから」

「…っあ！」

　胸の上を手の平が滑すべり、指先が胸の先を引っ搔かいた。すでに硬くなっているそれを二つ同時に弄いじられ、びくんと体が跳はねる。

「乳首触られんの好き？　気持ちよさそうにしてるけど」

「はっ…訊きくな、んなこと……っ」

「教えろよ。俺は怜を『満足』させなきゃいけないんだから、どうされるのが好きか教えてくれなきゃ困る」

「困るってお前な……ぁン、ん、ん……っ」

　響は指先に挟はさんだ粒つぶを強弱をつけて捏こね回し、怜司の反応を引きずり出す。無骨な指が自分の乳首を執しつ拗ように玩もてあそぶ光景の卑ひ猥わいさに、体の中心が熱くなっていく。

（少しは躊ちゆう躇ちよしろよ…っ）

　真っ平らな胸に現実を思い知るだろうと思っていたのに、響は何の抵てい抗こう感もないらしい。それどころか、嬉き々きとして触ってきている。

「はっ、あ……いつまで、やってんだよ……っ、男の胸なんて弄って何が楽しいんだ…？」

「楽しいよ、怜のだから。色だって綺き麗れいだし。ほら、さっきは薄うすいピンクだったのに、いまはこんなに赤くなってる」

「ばっ……！　あっ、んんっ」

　響はちゅ、と口の端にキスしながら、露ろ骨こつな報告をしてくる。云われた通り、怜司のそれはすっかり色づいていた。

　元々、色しき素そが薄く肌が白いぶん、興奮すると全身がうっすら赤く染まる。僅わずかな刺し激げきで跡あとが残ってしまうため、キスマークもすぐについてしまうのだ。

「や……ぁ…ひび…き……」

　そうやって触れられているうちに後ろについていた手に力が入らなくなっていき、カクンと肘ひじが折れてしまった。

「あ…っ」

「おっと、危ないな」

　倒たおれそうになった体は響の逞たくましい腕うでで支えられ、静かに背中を下ろされた。いま自分を見下ろしているのがあの響だと思うと、不思議な感じがする。

「怜、やっぱ感じてたんだ？」

「……バカ」

　臆おく面めんもない問いが恥はずかしい。羞しゆう恥ちを煽あおるために云われることはよくあったけれど、こんなふうに真しん剣けんに問われたのは初めてだ。

　赤く染まる頰ほおをごまかすこともできずに顔を背そむけると、響が不満を口にする。

「だから、ちゃんと教えてくれないとわからないって云ってるだろう」

「そっ…そんなの、見てればわかるだろ」

　どこをどうされるのが気持ちいいだなんて、どんな顔で云えばいいのだ。

　響は投げやりな怜司の言葉に何かを悟さとったらしく、ストレートに訊いてきた。

「もしかして、云うの恥ずかしい？」

「ばっ…！　誰が……っ」

「じゃあ、よくないときだけ教えて」

「っん！」

　響は息を吹ふきかけるようにして囁ささやき、耳みみ朶たぶを嚙かんできた。そこを舌で嬲なぶりながら、体を撫で回していた手は下のほうへと降りていく。

「相変わらず耳弱いんだ。昔はくすぐったがりなのかと思ってたけど、感じやすいだけ？」

「うるさ……っ、あ、ん」

　耳の中を舐なめられ、濡ぬれた音がすぐ近くで聞こえる。もう一方の耳から金具同士のぶつかる音が聞こえてきたかと思うと、あっという間にスラックスが引き下ろされた。

「よかった。こうなってるってことは、いいってことだよな」

「あ……っ」

　響はさっき以上に体積を増した股こ間かんを撫で、その形を確かめてくる。

　ここしばらく性せい交こう渉しようのなかった体は、自覚している以上に快感に飢うえているらしく、顕けん著ちよに反応を示してしまう。

「ここ、もう濡れてる」

「あ…っ、ぅ、ん……ンっ」

　先せん端たんが下着を押し上げている場所を指で押され、また体液がじわりと漏もれるのがわかる。

「や……そこ、ばっか……」

「じゃあ、どこ触って欲しい？」

「……っ」

　布ぬの越ごしに触れられているのがもどかしかったことと、主導権を取られたままなのが悔くやしくて、怜司は思い切って自分から下着を押し下げた。

　自ら晒さらした昂たかぶりはすでに芯しんを持って、反り返っている。恥ずかしさで頭の中が煮にえるように熱くなったけれど、何もかもがいまさらだ。

　反応を示した同性の性器を見れば、響だって目を覚ますだろう。

「勿もつ体たいつけるなよ。それとも、直じかに触るのは抵抗あるか？」

「いや…そういうわけじゃないけど……」

　響に勃たち上がった性器を凝ぎよう視しされ、羞恥で死にそうになる。だけど、ここで臆おくするわけにはいかない。

「お前のも貸せよ。一いつ緒しよに気持ちよくしてやる」

「怜、自分でやるから───」

「いいから」

　わざと軽い口調で告げながら、響のベルトを緩ゆるめてやる。指が震ふるえそうになるのを必死で堪こらえ、ジーンズのファスナーを下げ、硬い布地をかきわけるようにして欲望を引きずり出した。

　それまでジーンズで押さえ込まれていたせいでわからなかったけれど、響のそれは予想以上の大きさで、怜司は思わず喉のどを鳴らしてしまう。

「……怜、ごめん、手て離はなして……」

「何でだよ。俺には触られたくないって？」

　拒きよ絶ぜつの言葉にドキリとしたが、響の意図は怜司の想像とは違ちがっていた。

「違ちがう。怜に触られてるだけでやばい」

　響はバツが悪そうにそう云い、視線をあらぬ方向へと向けている。見た目も発言もすっかり大人おとなになってしまったかのように思えたけれど、初心うぶなところも残っていたらしい。

　困った様子が可愛かわいく思え、怜司の胸に悪戯いたずら心が芽生えてしまった。

（ちょっとくらい仕返ししたって罰ばちは当たらないだろ）

　それに、自分が一方的に骨ほね抜ぬきにされたのでは、あとで云い訳しようもない。ここで経験値の差を見せつけておかなくては。

「イキたかったら何度でもイケばいいだろ。ほら、もっと腰こし寄せろよ」

　空あいていた手で響の腰を引き寄せ、体を密着させる。そして、お互たがいの昂ぶりを触ふれさせ、二つを一緒に握にぎり込んだ。響のそれはすでにガチガチになっており、熱く脈打っていた。

　絡からめた両手の指を動かしてやると、響は小さく息を吞のんだ。

「ほら…ここをこうするといいだろ？」

「……ッ」

「響、どうだ？」

　眉まゆ根ねを寄せる響の表情に調子に乗り、もっと煽ってやろうと自ら腰を動かしながら指を上下させていると、突とつ然ぜん大きな手が怜司の手に重ねられた。

　そして、そのまま強ごう引いんに動かされる。

「怜……！」

「響!?　あっ、あ…ぁあ……っ」

　突然激しくなった刺激に体がついていかない。乱暴に擦こすり上げられ、上擦った声が強制的に引きずり出される。

　触れているのは自分の指のはずなのに、動きの予想がつかない不思議な感覚が堪たまらなかった。

「く……っ」

「んぁ…っ、あ、あ…っ、あぁあ……ッ」

　やがて、響の昂ぶりがぶるりと震え、それにつられるようにして怜司も白はく濁だくを吐はき出し、飛び散った生暖かい体液が腹部を濡らした。

（噓うそだろ……）

　予定よりも早く達してしまったことに呆ぼう然ぜんとしながら、上がった呼吸を落ち着けていると、再び響が質問してきた。

「このあとはどうしたらいいんだ？」

「どうって───」

「ここに入れていいんだろ？」

「あ…っ」

　響は体液で濡れた指で、足の間を探ってきた。固く閉じた窄すぼまりを丸く撫なでられ、腰の奥が熱く疼うずく。

　怜司の体はより確かな快感を求めており、力強く漲みなぎっている響の欲望に自おのずと目が行ってしまう。

「……いい、けど、何かで慣らさないと……」

　いますぐにでも欲しい気持ちはあるけれど、あんな大きさのものをそのまま入れられたら壊こわれてしまう。しかし、ここには専用の潤じゆん滑かつ剤ざいなどない。

「使えるものあるか？」

「多分、そこの引き出しに……」

　さっき、医務室の中を案内してもらったときに、大まかな薬の収納場所を聞いていたことを思い出した。火傷やけど用の軟なん膏こうなら、潤滑剤代わりに使っても問題はない。

　怜司は響にスチール製の棚たなの引き出しの中に入っている白いチューブを取り出すよう指示した。早速薬を使うのがこんなことだということに後ろめたさはあるけれど、痛い思いをするのは避さけたい。

「いくつかあるけど、どれだ？」

「どれって、緑のキャップの───いい、俺が取る。ちょっとどいてろ」

　引き出しの中を覗のぞき込んで迷っている響に焦じれ、怜司は自分の上にのしかかっている体を押し退のけて起き上がった。

（こうなったら、最後までリードを取ってやる）

　半ば自棄やけになってそう決意し、見慣れた軟膏のチューブを手に取ると、横に押しやった響に横になるよう命じた。

「響、お前はそこに横になってろ」

「俺が？　けど、寝ねてたら何もできない」

「いいから。あとは俺がやってやる」

　渋しぶる響を無理矢理組み敷しくと、下衣を脱ぬぎ捨すててその腰に跨またがった。そして、羞しゆう恥ちを隠かくし、困こん惑わくしている響に婉えん然ぜんと微笑ほほえみかける。

「怜…？」

「男は初めてなんだよな？　どうやってやるのか、黙だまって見てろ」

　怜司は軟膏をたっぷり指に取ると、それを後ろから自分の足の間に塗ぬりつけた。

「……んっ……」

　こうして自分で慣らすのは久しぶりだ。以前つき合っていた男が乱暴に抱だくのを好んでいたため、当時は自衛のために先に準備をしていたこともあった。

（……あんな男はもうどうでもいい）

　嫌いやな記き憶おくを振ふり払はらうように、怜司は自分の中に指を埋うめ込む。そして、まずは入り口を揉もみ解ほぐしながら、中を拡げていった。

「ん…ぁ……こう、やって……慣らすんだよ……。お前のみたいな…でかいのでも、入るようにな……」　>>>♥

　一度達して敏びん感かんになっている体は、自分の指にさえ感じてしまう。漏れかける声を嚙かみ殺しながら手本を見せていると、響が唐とう突とつに云った。

「俺も指入れていい？」

「え？　ひぁっ、あ……ッ」

　返事より先に自分の指で拡げていた場所に急に太い指を押し込こまれ、柔やわらかくなりかけていたそこが収縮する。だが、響は無ぶ遠えん慮りよに指を動かしてきた。

「すごいな、もうこんなに柔らかくなってる」

「んんっ、バカ、いきなり……あっ、あっ」

　軟膏の油分でなめらかになっているそこをぬるぬると擦られ、腰が甘く震ふるえる。太くて長い指は、自分で弄いじるよりも奥まで届いた。

「やり方教えてくれるんだろ。このあとは？」

「んぁ…っ、あ……そのまま、動かして……ぁあっ」

「こう、か？　指だけですげぇ気持ちいい。吸いついてきてるみたいだ」

「あぅ、んっ…う、く……」

　響は遊びを覚えたての子供のように無心になって、怜司の中を搔かき回してくる。指を増やされて繰くり返される抜ぬき差しは、怜司の理性を溶とかしていった。

「あ…ぁ……ん、あ……あぅっ」

「ここ、いいんだ？」

「あっあっ、ダメ…っああ！」

　一際感じやすい場所を見つけ出され、集中的に責められる。そこにぐっと強く指先が押し込まれるたびに、昂たかぶりの先せん端たんから体液が溢あふれ出た。

「あ……んんっ、響、も、いい……っ、指、抜いて……」

「どうして。感じてるくせに」

「ぁんっ、も、これ、入るから……」

　乱れた呼吸で絶たえ絶だえに告げながら手を伸のばし、響の屹きつ立りつに触れる。いまは、指よりももっと確かな存在感が欲しかった。

　怜司の訴うつたえに、響はごくりと喉のどを鳴らす。そして、名残なごり惜おしげに指を引き抜くと、喪そう失しつ感かんにわななく場所へ欲望の切っ先を押し当てた。

「……本当にいいのか？」

「いいから、早く───ぅ…んん……っ」

　怜司は気き遣づかわしげな視線を無視し、掠かすれた声でねだりながら、自分で腰こしを落として響の先端を飲み込んでいく。

「う……」

　響は一いつ瞬しゆん顔を顰しかめさせ、吐と息いきを零こぼす。本来、性交を行うべきではない器官への挿そう入にゆうに嫌けん悪おや抵てい抗こうを少しくらい覚えるかと思ったけれど、反応を見る限りそういった感情はないようだ。

　むしろ、快感を必死で堪こらえていると云わんばかりの顔をしている。

（…ったく、エロい顔しやがって）

　目を伏ふせ、眉まゆ根ねを寄せた表情に怜司のほうが煽あおられる。成長途と中ちゆうの独特の色気のせいだろうか？　吐息を零す薄うすい唇くちびるから目が離はなせない。

「……ん……っ」

　無む駄だな力を入れないようにしながらゆっくりと腰を落とし、何とか括くびれた部分まで受け入れることができた。あとは時間をかければどうにかなるだろう。

（それにしたって、でかすぎだろ）

　後ろを使うことに慣れた怜司でも、内臓が迫せり上がってくるような圧あつ迫ぱく感かんがある。

　大きく息を吐はいた瞬間、体を慣れさせるために動きを止めていた腰を摑つかまれ、力任せに引き下ろされた。

「……っ!?」

　一気に最さい奥おうまで貫つらぬかれ、視界がチカチカとハレーションを起こす。

　突つき入れられると同時に腰から頭の天辺に電流のようなものが駆かけ抜けていったかと思うと、休む間もなく下から強く突き上げられた。

「ひぁ……っ、あっ、あっ！」

「くそっ、あんまりエロいことすんなよ。これでも自制してるんだからな」

「なに……？　んん、ん、んー…っ」

　詰なじるような言葉のあと、響は腹筋だけで上半身を起こして嚙かみつくようなキスをしてきた。唇を貪むさぼり、口こう腔こうを舐なめねぶりながら、繫つなげた体を乱暴に揺ゆすってくる。

「んぅ、んっん、んぁ……っ、あ！」

　激しい律動に合わせて、診察台がギシギシと嫌な音を立てる。唇が外れた途と端たん、押し出されるようにして嬌きよう声せいが上がった。

「ぅあ…っ、あっ、は……っ」

「怜の中は熱いんだな。溶かされそうだ」

「んっ……お前のも、熱い……っ」

　怜司の内ない壁へきは響の欲望に絡からみつき、キツく締しめつけている。それでも痛みが少ないのは、さっき執しつ拗ように指で中を搔き回されたお陰かげだろうが、乱暴にされて苦しくないわけじゃない。

「いた…っ、ま、待っ……も少し、ゆっくり……っ」

　苦しさに浮うかんできた涙なみだ越ごしに見つめると、響は律動をぴたりと止めた。

「怜、痛い？」

　心配そうに訊きいてくる響を安心させるために微笑みかけながら告げる。

「ちょっとな。俺に合わせて動かしてみて。そしたら、平気だから。セックスは一人でするものじゃないだろう？」

「わかった」

　誘ゆう導どうするように自分から腰を揺らすと、響もそれに合わせてきた。タイミングを合わせているうちに体が馴な染じんでくる。

　響の首にしがみついて一いつ緒しよに動いているうちに、怜司の声はどんどん甘さを帯びていった。

「あ、あ…っ、いい、あ、んん…っ」

「いいって、ここか？」

「ぁあ…っ、そこ……っあ、あ…！」

　狭せまい器官を休みなく抉えぐるように穿うがたれ、律動に合わせて高い声が零れ落ちる。体の内側を擦こすられる快感は、言葉では喩たとえようがないくらい気持ちいい。

　響は上擦り掠れた怜司の言葉を聞き逃のがすことなく、感じやすい場所を探さぐるようにして突いてくる。的確に与あたえられる刺し激げきに、怜司の体は素す直なおに反応した。

（響に抱かれて、感じてるなんて───）

　いま、自分を貫き穿っているのが響なんだと思うと、罪悪感で胸が痛む。それと同時に背徳感が快感を煽り立てた。

「何を考えてるんだ？」

「べ、別に何も───ぅンっ」

　口先でごまかすと、ずんっと下から強く突き上げられた。のけぞった体を診しん察さつ台に押しつけられ、逆に組み敷しかれてしまう。

　腰を抱かかえ直され、高い位置から抉るように穿たれる。

「やぁ…っ、待っ……あっ、ぁあ！」

「こんな状態で待ってられるかよ」

「ぁあっ、あっあっ、あ……！」

　響は荒あら々あらしい抜き差しを繰り返しながら命じてきた。

「いまは俺のことだけ考えてろ」

「響───ぅん…っ、あ、あぁ……っ」

　送り込まれる律動は一層激しさを増す。

　響は激情をぶつけるようにして怜司を抱だき、怜司の意識はやがて快感だけを追うことしかできなくなっていった。










（───何やってんだ、俺は……）

　響を諭さとすはずが、逆に流されてしまうなんて。怜司は脱ぬぎ捨てた服を拾い上げながら身に着けている響を見み遣やりながら、ため息をつく。

　告白されて迫られたからといって、オムツも替かえ、弟のように育てた相手と寝ねるなんて最低だ。冷静に考えたら、響の気持ちを諦あきらめさせるためとしてはいい方法でなかった気がする。

　畳たたんで置いておいた眼鏡めがねをかけて、同じように着衣を整えている響に目を向ける。セックスのあとだとは思えないほど、平然とした顔をしていた。

　最中はあんなにも野性的だったのに、切り替えの速さに感心してしまう。

「俺の顔に何かついてるか？」

「……別に」

　怜司は視線を天てん井じように移し、もう一度深いため息をついた。

（絶対に興きよう醒ざめすると思ったのに……）

　怜司の体に欲情なんてしないだろうという予想に反し、響の反応は顕けん著ちよだった。大だい胆たんに振ふる舞まえば臆おくするものと思っていたのに、逆に煽ることになってしまったようだった。

　その結果、遠えん慮りよという歯止めがなくなり、がっつかれることになってしまい───結局、この有様だ。全身が気け怠だるく、指の一本さえ動かすのが億おつ劫くうだった。

（……まあ、体の相性はよかったみたいだけどな……）

　何だかんだ云いつつ、自分もしっかり楽しんだことは否定できない。

　響との行こう為いはキス同様、慣れはなかったけれど、教えたことに関しては飲み込みがよかった。

　与えられる快感に溺おぼれてしまったのは、自分に夢中になっている響の様子に煽られたせいもあるだろう。

（そういえば、響は昔から甘えるのが上手うまかったっけ……）

　何でも頼たよってくる響を男らしく育てようと突き放そうとしたことがあるのだが、あれこれ云われているうちに最終的に怜司のほうが折れてしまうのが常だった。

　怜司が一人頭を抱えていると、響はしれっとした表情で訊いてくる。

「どうだった？」

「…………」

（素面しらふでそういうことをストレートに訊くか、普ふ通つう）

　怜司としては、「全然大したことなかった」などと云ってあしらってしまいたかったけれど、最中に口走ってしまったことを考えると口くち籠ごもるしかない。

　熱に浮かされたような状態で何度も問われ、そのたびに「気持ちいい」と口にしてしまった自分を思い返すといたたまれなくなる。

（くそっ、あんなはずじゃなかったのに……）

　響は絶対に途と中ちゆうでやめるだろうと思っていた当ては外れてしまった。となると、響が相手では満足できないという理由を押し通すしかなさそうだ。

　だが、あんな反応をしておいて「満足できなかった」などと云ったら、悔くやし紛まぎれだと思われかねない。何と答えるのが一番差し障さわりがないだろうか。

　考え込んでいたら、待ちきれなくなった響がとんでもないことを云ってきた。

「いまので判断できなかったんなら、もう一回───」

「ちょっ、もう無理だって！」

　取り繕つくろうのも忘れて、慌あわてて云った。もう一度なんてされたら、今度こそ足あし腰こしが立たなくなってしまう。

　足のつけ根の際きわどい部分を撫なでてきていた手が残念そうに離はなれていく。

（くそ…これじゃ、俺が手玉に取られてるみたいじゃないか……）

　基本的に怜司の体は快楽に弱く、人ひと肌はだが好きだった。つき合う男が途と切ぎれないのはそのためだ。二度目ともなればさっき以上にぐだぐだになってしまい、何でも「うん」と云ってしまいかねない。

　しつこい男と別れられないのは、そういう理由もある。先のことより、目の前の快楽に走ってしまうのだ。その上、響との行為はこれまで以上に、怜司を溺れさせるものだった。

　あんなふうに我を忘れてしまうなんて、自分でも信じられない。

「だったら、どうだったか教えろよ」

　どうやら響は自分が答えるまで引く気はないようだ。怜司は一度大きく息を吐はくと、投げやりに告げた。

「……いいわけないだろ。全然物足りなかった」

「でも、気持ちいいって云ってたじゃないか」

　思わず口走ってしまった言葉を覚えていたらしい。怜司は一いつ瞬しゆん口籠ったあと、斜はすに構えた態度を装って切り返す。

「そんなの形だけに決まってるだろ。雰ふん囲い気きだよ、雰囲気。熱意は認めるけど、やっぱり勢いだけだったな。余よ裕ゆうもテクニックもあるわけじゃないし」

「けど、それなりによかったから三回もイッたんじゃないのか？　それとも、怜はどんな相手でも後ろだけでイケるのか？」

「……っ」

　まさか、そういう論法でこられるとは思わなかった。誰でもいいということになると、説得の理由が台なしになってしまう。

「どうなんだよ」

「……まあ、思ったよりはよかったな」

「それじゃあ───」

「早はや合が点てんするなよ。悪くはなかったって云っただけだ。満足したとは云ってない」

　都合のいい方向へ話を持っていこうとする響に釘くぎを刺さす。

　本当は悪くなかったなんてものじゃない。いまいる場所がどこだったかも忘れて行為に没ぼつ頭とうしてしまった。けれど、それを云えば絶対に調子に乗るに決まってる。

「相変わらず、怜は頑がん固こだな。素す直なおに認めればいいのに」

「誰が頑固だ！　とにかく、約束は守れよ」

「約束？」

「満足させられなかったら、俺のことは諦めるって約束だろ」

「そんなことは云ってない。俺は『怜が気持ちよくならなかったならきっぱり諦める』って云ったんだ。あんなに可愛かわいく喘あえいでたんだから、諦める必要はないだろ？」

「なっ……」

　それは屁へ理り屈くつだと云いたかったけれど、自分の主張も似たり寄ったりだ。それにすぐに切り返せなかった段階で、口での勝負はついている。

「これからも怜のことを好きなままでいてもいいんだよな？」

「す…好きにすればいいだろ」

「よかった。じゃあ、試しついでに俺とつき合わないか？」

「は？　何、勝手なこと云って……」

「セックスだって試してみないと相性はわからなかっただろ？　告白の返事はしばらく保留でいいから、怜にはいまの俺をよく知って欲しいんだ。恋れん愛あい対象として見られるかどうか判断するのは、そのあとでも遅おそくないと思うけど」

「それは、まあ……」

　怜司は視線を逸そらすこともできずに、じっと見つめてくる響に気け圧おされながら逡しゆん巡じゆんする。

（───どうする？　どうすればいい？）

　怜司は必死に頭を使い、最善の道を探す。響を傷つけることなく、気持ちが変わるのを待つためにはどうしたらいいだろう？

　黙だまり込んだままの怜司に、響は言葉を重ねてくる。

「怜が嫌いやがるようなことは絶対にしない。ボディーガードみたいなもんだと思ってくれればいいし。ただ、昔みたいに一いつ緒しよに過ごす時間を作ってくれないか？」

「────」

　もしかしたら、響に逃にげ道を先に塞ふさがれてしまったのかもしれない。

　本当はいまここできっぱりと「絶対にお前を恋こい人びとにはできない」と云えればいいのだが、さっきの話の流れを考えるとそう単純にはいかない。

　気を持たせるようなことをしてしまった以上、しばらくは茶番につき合うしかないだろう。響を傷つけることはできるだけしたくないのだ。

「怜、どうしてもダメか……？」

　でかい体でしょんぼりとされると、こちらが苛いじめているような気になってくる。どんなに考えても打開策は思い浮うかばず、とりあえずは響の提案に乗ることにした。

「……わかったよ」

「本当に？」

「ああ。でも、あくまで『試し』にだからな」

　時間が経たてば、いまの熱病のような激しい感情も落ち着くに違ちがいない。ここは何もない地元と違って、ありとあらゆるものが揃そろっている。響も大学生活を送るうちに、怜司以外のものに興味を引かれていくだろう。それまでの間、のらりくらりとかわしていればいい。

　怜司は気を取り直し、こちらからの条件を口にする。

「絶対に俺の嫌がることはするなよ」

「するわけないだろ。誰よりも大事にする」

「あと！　時と場所くらいわきまえろ。ここは俺の仕事場なんだぞ」

　いまさらな苦情だが、一言くらい云っておきたかった。誰も訪たずねてこなかったからよかったものの、新しい職場で行為に及およんでしまった自分が恥はずかしい。

「ごめん。でも、ああしないと怜にまた逃げられそうだったから」

「どうして俺が逃げなくちゃいけないんだ」

　謝りつつも悪びれない響に云い返してしまったが、失敗だった。

「本当に逃げない？」

　逆に聞き返され、言葉に詰つまる。怜司は逆に言げん質ちを取られてしまったことに気がついた。しかし、一度発した言葉は取り消せない。怜司は仕方なく頷うなずいた。

「とにかく、今日はもう帰るぞ」

「じゃあ送っていく」

「別にいい。女じゃないんだから必要ない」

「男同士の場合、されるほうが負担が大きいんだろ？　荷物くらい持つ」

「一人で大だい丈じよう夫ぶだ」

「でも、またあいつが現れたら困るだろ。部屋には入らないから、家の前まで送らせろよ」

　生駒のことを持ち出されると弱い。確かに彼に待ち伏ぶせされていた場合、一人でいるよりは二人でいたほうがいい。

「……わかった」

　あまり長い間一緒にいるのは避さけたかったのだが、響は何があろうと譲ゆずらないつもりらしい。またしても、怜司が折れるハメになった。










　身支度をしてから向かった自宅は、学園からは電車で二十分ほどの駅のすぐ近くのマンションだ。駅前ということもあって限りなくシンプルな単身者向けの建物だが、最上階という好条件、日当たりのよさが気に入っている。

　すっかり馴な染じんでいたのに、どこかの誰かのせいで引っ越こさなくてはならないことは本当に残念だ。

「怜のマンションってあれ？」

「そうだ。部屋には上げないからな」

「わかってる、今日はマンションのエントランスまでしか行かない」

「今日は？」

　響の発言に引っかかりを覚えて訊きき返してみたけれど、綺き麗れいに無視されてしまい、逆に問いかけられる。

「なあ、ここから、怜の部屋って見える？」

「ああ、最上階の右から───」

　二番目に見える部屋だと云おうとしたそのとき、怜司は自分の目を疑った。

「どうした？」

「……明かりがついてるのが、俺の部屋だ」

「え？」

　誰もいないはずの部屋の窓が煌こう々こうと光っている。

　あの部屋の合い鍵かぎを預けているのは、松前だけだ。何かあったときのために渡わたしてはいるけれど、彼は自分に断りもなく部屋に上がるようなタイプではない。

　となると、考えられるのはただ一人───生駒に違いない。

　怜司は交際相手に合い鍵を渡さない主義だ。仕し事ごと柄がら、自宅で過ごす時間が少ないからという理由もあるが、一線を引いておくための用心の意味合いもある。

　それなのに何故なぜ、生駒が怜司の部屋に入れたのか。多分、彼は以前自分に断りなく勝手に作ったあの合い鍵を使ったのだろう。

（参ったな……）

　こんなことなら、早めに鍵だけでも換えておけばよかった。そうしなかったのは、近いうちに引っ越してしまおうと思っていたからだ。

　だが、怜司の希望に見合ったいい物件はなかなか見つからず、未いまだその目め処どは立っていなかった。とは云え、生駒の行動を考えると早めに住まいを変えたほうがいいだろう。しかし、すぐに新しい部屋を見つけるのは難しい。

「もしかして、あの男が？」

　考え込む怜司に響が心配そうに声をかけてくる。ごまかしても無む駄だだろうと思い、正直に答えた。

「多分、な。前に合い鍵を勝手に作られたんだ。それで中に入ったんだろう」

「怜、やっぱり、警察呼んだほうがいいんじゃないのか？」

「騒さわぎになるのはできるだけ避けたい」

　男女の縺もつれならともかく、自分たちは男同士だ。警察もどこまで親身になってくれるかわからない。

　とりあえず、今夜を凌しのげる場所を探さなくては。そのときふと、松前が自分の部屋にしばらく来いと云ってくれたのを思い出した。

（そうだ、先せん輩ぱいなら……）

　云われたときは遠えん慮りよしたけれど、こうなったら一日くらい頼たよらせてもらおう。

　それに、色々と相談もしたい。生駒のことだけでなく、響のことも───。

「怜？　大丈夫か？」

「あ、いや、ちょっと考えごとしてた」

「どうするんだ、あいつは。俺が追い出してやろうか？」

「いや、とりあえず今夜はよそに泊とまるよ。あの人も家庭があるんだから、一晩経たてば家に帰るだろ」

　響にそう云いながら携けい帯たい電でん話わを取り出し、松前のナンバーにかけた。

　だが、いつもはすぐ繫つながるのに、今日はなかなか呼び出し音が途と切ぎれない。諦あきらめて切ろうとした瞬しゆん間かん、やっと松前の声が聞こえてきた。

『もしもし？』

「あ、桜庭ですけど……いま大丈夫ですか？」

　電話に出た松前の声が、心なしか息が上がっているように聞こえる。携けい帯たいから離はなれたところにでもいたのだろうか？

『ああ、大丈夫だ。お前からかけてくるなんて、また何かあったのか？』

「ええ…その、申し訳ないんですがお願いがあって……」

『どうした？　またあいつか？』

　怜司の言葉に、松前も気け色しきばむ。

「ええ、実はいま家にあの人が来てるみたいで、帰るに帰れないんです」

　職場のほうにも現れたことは、いまは黙だまっておくことにした。それを知れば松前は、配はい慮りよが足りなかったと自分を責めかねない。

『あー…出張から帰ってきてたからなぁ、今日』

「それで、ご迷めい惑わくだとは思うんですが、一晩泊めてもらえるとありがたいんですが……」

『今日、か……』

　話はすんなりとすむと思っていたのだが、予想外に松前の歯切れが悪かった。

　不思議に思っていると、電話の向こうから他の誰かの声が聞こえてきた。「離れろ」だの「重い」だの、松前に文句を云っているようだ。

（そうか、今日は恋こい人びとと一いつ緒しよなんだ……）

　松前にはそろそろつき合い始めて一年になる同性の恋人がいる。それまでは男女見境なく遊んでいて決まった相手を作ろうとしてこなかった松前が本気だと知ったときは、心底驚おどろいた。

　しかも、松前のほうがベタ惚ぼれらしい。大学で知り合ってから十年近いつき合いだが、松前から恋人の惚のろ気けを聞かされる日が来るとは思ってもいなかった。

「あー…都合が悪いならいいんです。ビジネスホテルにでも泊まりますし」

『いや、何とかなる。お前からかけてくるってことは、俺に話したいこともあるんだろ。ちょっと待ってろ』

　携帯を手で押さえているのか、急に音が遠くなった。とは云え、話し声がまったく聞こえなくなったわけではない。

　二人のやり取りは徐じよ々じよに云い合いのような雰ふん囲い気きになっていったかと思うと、松前が先に折れ、宥なだめるような甘い声になった。同時に何か悪戯いたずらをしているらしく、上うわ擦ずった高い声も聞こえてくる。

（うわ……もしかして、真っ最中だった……？）

　怜司はようやく、向こうの状じよう況きようを悟さとった。なかなか電話に出なかったのは、そのせいだろう。

『───怜司？　悪いが二時間ほど、時間潰つぶしててくれるか。車で拾いに行ってやるから』

「あ、あのっ、やっぱりいいです！　ホテルに泊まりますからっ。夜分にすみませんでした！」

『おい、怜───』

　一方的に通話を切り、向こうから電話がかかってこないように電源も落とす。面めん倒どう見みのいい松前のことだ、このくらいしなければ何とか手を打とうとしてくれてしまう。

（さて、どこのホテルに行くかな）

　病院勤めのときはその近くに定宿があったけれど、あそこでは生駒に見つかってしまう可能性がある。

　そうやって考え込んでいると、響が唐とう突とつに云ってきた。

「怜、行くとこないならウチに来いよ」

「え？」

「部屋にさっきの男がいるかもしれないんだろ？」

「お前に迷惑はかけられない。これは俺の問題なんだから、自分で何とかする」

「怜のこと迷惑なんて思わない。部屋は狭せまいけど、寝ねるだけなら問題ない。いまからホテルを探すより、よっぽど効率的だと思うけど」

「でも……」

「あんな男につきまとわれてるのを知ってて放り出すほうが心臓に悪い。御ご託たくはあとで聞いてやるから、とりあえず来い」

　響に手を摑つかまれたかと思うと、いま来た道を引っ張っていかれる。まるで手を繫いでいるかのような状態に、周囲の視線が気になってしまう。

「ちょっ、おい、引っ張るなよ！　手ぇ放せって！　人が見てるだろ!?」

　大声で出したら注目されかねないため、怜司は声を潜ひそめながら文句を云った。だが、響は人目などまるで気にしていない様子で、ずんずんと歩いていく。

「放したら逃にげるくせに」

「逃げないから放せよ」

「電車に乗ったらな」

「響…っ」

　駅に近づくにつれ人目が多くなってくる。響の家に行く行かないということよりも、いまは握にぎられた手のことしか考えられなくなっていた。

　抵てい抗こうも虚むなしく、怜司は駅のホームまで手を繫いだまま、引き摺ずられるようにして連れていかれたのだった。










　いまさら誘いを辞退することもできず、怜司は仕方なく響の部屋へとついていくことにした。一いつ泊ぱくくらいなら、問題ないだろうと自分に云い聞かせて。

　外で食事をすませてから向かった響の部屋は沿線の駅近くにあるマンションだった。新築なのかデザインセンスがよく、セキュリティもしっかりしている。

　オートロックのエントランスを暗証番号で解除して向かった先は、予想外に広く綺き麗れいな部屋だった。

「ここが俺の部屋」

「……おい、この部屋の家賃いくらするんだ？　学生が一人で住むにしちゃ広すぎるだろ」

「そうか？」

　せいぜいワンルームか１ＤＫ程度だと思っていたのだが、ドアの数からすると２ＬＤＫといったところだ。大学生の一人暮らしにしては広すぎる。

（いまの俺の部屋より広くないか……？）

　さっきの響の言葉を思い出し、これのどこが狭いのかと文句を云いたくなる。

　室内はいかにも引っ越こしたばかりといった様子で、段ボール箱が積み上がったままだった。

　自分に会いにくる暇ひまがあるなら、これらを先に片づけたほうがよかったのではないだろうか？　あちこち見回していると、いきなり何かを差し出された。

「風ふ呂ろ入るだろ？　これ、タオルと着き替がえ。シャンプーとかは置いてあるもの勝手に使って」

「へ？」

「そこ出て右手のドアが風呂場だから。タイマーでもうお湯は張ってると思う」

「い、いいよ、俺はあとで。お前先に入ってこいよ」

「普ふ通つうは客が先だろ。それとも、昔みたいに一緒に入るか？　俺が汚よごしたとこ、洗ってやってもいいけど」

「……っ！　一人で入る！」

　響なら本気で一緒に入ろうとしかねない。怜司は差し出されたタオルと着替えを奪うばうようにして受け取り、教えられた浴室へと向かった。

（どうやったら、あの響があんな恥はずかしいやつに育つんだ…！）

　昔はもっと可愛かわいくて素直で純じゆん粋すいだったのに。いつも自分の前ではにこにことしていて、天使のようだった。

　それがいまではこんなに食えない男になっているなんて。

　怜司は半ば自棄やけになって服を脱ぬぎ捨て、浴室で頭からシャワーを浴びた。ボディーソープを泡あわ立だてたスポンジで手足をがしがしと擦り、汗あせでべたついた体を洗う。

　肌はだをべたつかせていた汗はシャワーで洗い流せたけれど、響の残した感覚はまだ生々しく残っていた。もう数えきれないほど男に抱だかれてきたというのに、さっきのことを思い出していると再び体が疼うずいてくる。

「……っ」

　思考を振ふり払はらいたかったけれど、まだ洗わなければならない箇か所しよが残っている。怜司は歯を食い縛しばり、水流を弱めたシャワーノズルを足の間に向けた。

「んっ」

　お湯が当たる柔やわらかな感かん触しよくに眉まゆ根ねを寄せる。

　怜司はもう一方の手を後ろに回し、さっき執しつ拗ように穿うがたれた場所を探さぐった。軟なん膏こうで慣らしたとはいえ、散々に擦こすられたせいで少しひりついている。

　思い切って指を埋うめ、ぬるつく中を洗い流していく。

「ぅ……く……」

　この手の事後処理はもう慣れたけれど、苦手なことには変わりない。ただ、性交の相手にされるよりはマシだから自分ですることが多い。

　自分の中で指を蠢うごめかせているせいで、響の指の動きや貫つらぬかれたときの熱さを思い出してしまう。体の中心に血液が集まっていくような感覚を堪こらえるため、さらに強く歯を食くい縛った。

「んっ、ん……っは」

　できるだけ無心に指を動かし、手早く洗せん浄じようをすませる。昂たかぶりかけた自身は無視して、勢いよくバスタブへと体を沈しずめた。

　ちょうどいい温度に設定されたお湯は心地ここちよく、疲ひ弊へいした体を癒いやしてくれる。

（さっきのことはもう考えるな。さっさと忘れてしまえ）

　淫みだらな気持ちにならないよう自分に云い聞かせながら、怜司は無理矢理頭を切り替かえた。

「……本当にこの部屋の家賃いくらなんだ……？」

　新築でオートロックな上に、２ＬＤＫの間取りにタイマーつきの浴室。しかも、最寄り駅からは歩いて五分だ。大学生が親の臑すねを齧かじって住むような部屋じゃない。

　響の家も怜司の実家同様に裕ゆう福ふくだが、あそこの家はあまり子供に金をかけるタイプではなかったはずだ。

　同族会社の重役をしている父親は、子供は甘やかすものじゃないという考え方だし、母親だって自分に投資するほうが重要だ。

　いったい、こちらでの生活費はどこから出ているのだろう？

（そもそも、響に一人暮らしなんてできるのか？）

　怜司の記き憶おくにある響は致ち命めい的てきに不器用だったはずだ。自じ炊すいなどできそうにもない。

　大学には学食もあるし、コンビニだってどこにでもあるから食うには困らないだろうけれど、体のことを考えると外食ばかりではよくない。それに幼い頃ころは胃腸が弱く、すぐに体調を崩くずしていた。誰かが食事に気を遣つかってやらなければ───。

「……って、どうして俺がそこまで心配してやらなくちゃいけないんだ」

　響ももう子供ではないのだし、あんなに育っているのだから、自分が心配する必要はない。それよりも問題なのは、自分の存在だ。

　これから新生活を始めるというのに、怜司がいたら足あし枷かせになってしまいかねない。

　響が小学校に入学したばかりのときだって、怜司にくっついてばかりでなかなか友達ができなかったのだ。あのときの二の舞まいはさせたくない。

（どうしたら、あの頑がん固こ頭を説得できるんだ……）

　響は基本的に怜司に対しては素直だったが、ヘンに意固地なところもある。

　昔は云いくるめることができたけれど、いまの響相手では自信がない。さっきだって、挑ちよう発はつして怒おこらせようとしたのに、逆に流されてしまった。

　かといって、徹てつ底てい的に拒きよ否ひすることも難しい。

（結局、俺は響に甘いんだよな）

　また昔のように逃にげ出すという手もあるけれど、それでは問題の解決にはならない。お互たがいに納得できる案を出さなければ。

　そんなふうに考えごとをしていたら、浴室の磨すりガラスがノックされた。

「怜、いつまで入ってるんだ？　まさか倒たおれてないだろうな」

「……っ！　だ、大だい丈じよう夫ぶだ。いま上がる」

　驚おどろいて、湯船の中で溺おぼれそうになる。慌あわてて体勢を整え、声を張った。

「それならいいんだ。長湯して逆上のぼせるなよ」

　響はそれだけ云うと、脱だつ衣い所から出ていったようだ。

　気がつかないうちにかなりの時間が経たっていたらしい。最近、ゆっくり湯船に浸つかることがなかったせいか、心地ここちよさにぼうっとしていたようだ。

　きっと、響も早く風呂に入りたいだろうと思い、慌てて湯船から上がった。

　貸してもらったタオルと着替えを使ってリビングへと戻もどると、響はソファでテレビを見ていた。

「風呂、ありがとう。お前も入ってこいよ」

「ああ、これ飲んだらな」

　そう云って掲かかげてみせたのは、炭酸飲料のペットボトルだった。飲んでいたのがアルコールでなかったことにほっとし、怜司は口元を綻ほころばせる。

「相変わらず炭酸が好きなんだな」

「ガキくさいと思ってるんだろ」

「未成年として正しいなって思っただけだよ。俺にも一口くれ」

　響の手からペットボトルを奪い、渇かわいた喉のどを冷たい炭酸で潤うるおした。喉ごしの爽さわやかさと舌に残る甘ったるさが何だか懐なつかしい。

　無言で差し出された手に返すと、響は残りを一息に飲み干す。ペットボトルを呻あおる響の横顔を見ながら、怜司は改めてその成長ぶりに驚いていた。

　体格は云うまでもなく、喉のど仏ぼとけも出っ張り、手足もかなりごつくなっている。地元で最後に会ったときはまだ声変わりをしておらず、女の子のようなソプラノだったのに。

（本当にあの頃は可愛かったよなぁ……）

　いまでは切れ長の目はぱっちりとしていて、二人で歩いているとよく妹かと聞かれたものだ。

「怜、いつまでそんなとこに突つっ立ってんだ？　こっち来て座れよ」

「あ、ああ」

　過去の記憶に意識を飛ばしかけていた怜司に、響は怪け訝げんそうに声をかけてくる。本人の前で思い出に浸ひたっていた自分を恥はずかしく思いながら、怜司もソファに腰こしを下ろした。

「……なあ、あの男はどうするんだ？」

「あの男？　ああ、生駒さんのことか。まあ、どうにかするから心配するな」

　響の問いかけに、自分が生駒のことを忘れていたことに気づかされた。

　響のことばかり考えている自分に苦笑しながら答えると、適当にごまかしていると思われたらしく、少し苛いら立だった口調で云い返された。

「どうにかって、あの調子じゃ話が通じる相手じゃないだろう？」

「そうだな。説得したって聞かないだろうから、引っ越こそうかとは思ってる。とは云っても、まだいい物件が見つからないんだけどな」

「じゃあ、やっぱりそれまではウチにいろよ。いつまで怜の部屋に居座るつもりか知らないけど、あいつのことが片づくまで一人にはできない」

「そんな簡単に云うな。親に金出してもらってる分際で」

　決定事じ項こうのように告げる響に、怜司も語気を強める。だが、響は意外なことを云ってきた。

「この部屋のことなら気にしなくていい。生活費は自分で出してる。とりあえず、学費は出してもらったけど、それもこれから返していくつもりだ」

「自分でって……どこにそんな金があるんだよ!?」

　平然と告げられていく内容に、怜司は瞠どう目もくする。ただの高校生だった響が何をやったら家賃を生活費を払はらえるくらいの金を手に入れることができるのか。

（まさか、悪いことしてたんじゃ……）

　ちらりと脳裏を過よぎった考えは、すぐ響の言葉によって否定された。

「勉強を兼かねて株をやってたんだ。もちろん、元手は親父に借りたけど、もう返した」

「か、株って……」

「たまたま買ったところが当たりで利益が出たんだ。お陰かげで大学の四年間、一人暮らしできるくらいの余よ裕ゆうはできた」

　元々、響は頭はいいし聡さとい子供ではあったけれど、そういった方面の才能があったとは。

　たまたま利益が出たと云ってはいるけれど、偶ぐう然ぜんだけで四年間の生活費が賄まかなえるほど稼かせげるわけがない。

「何でいきなり株なんて……」

「部活があってバイトに時間をかけられなかったから。向いてないようならすぐにやめようと思ったけど、意外と適性があったみたいでよかったよ。初めはどうにかして金を稼ぎたいって思ってただけだったけど、やってるうちに楽しくなってきた。だから、もっと勉強したくて経済学部を選んだんだ」

　淡たん々たんと告げられる新事実に啞あ然ぜんとしつつも、納得はできた。悪いことをして得た金でないのなら問題ない。ただ、金を稼ぎたかったというきっかけが腑ふに落ちなかった。

　経済的にはそれなりに恵めぐまれた環かん境きようで育ったせいかもしれないが、幼い頃から響は物欲が薄うすかったはずだ。他の子供のようにおもちゃが欲しいと駄だ々だを捏こねることはなかったし、お小こ遣づかいをねだることもなかった。

「経済に興味を持つことはいいことだろうけど、何でそんなに金が欲しかったんだよ。遊ぶためか？」

　思春期を迎むかえて意識が変わったのだろうかと首を傾かしげた怜司に、響は云いにくそうに告げた。

「……自立するためだ。怜に再会したときに、子供扱あつかいされたくなかったから。いくら歳取ったって、親の臑すねを齧かじったままじゃ、怜に一人の男として認めてもらえないだろ」

「……っ」

　その答えにドクンと心臓が跳はねる。

（俺に認めてもらうため……）

　響の想おもいの強さが自分の思っていた以上のものだと知り、怜司はぞくりと背筋を震ふるわせた。自分を好きだと云っているのはただの思い込み、一種の熱病のようなものだろうと思っていた。

　けれど、目を覚まさせなければという考えは、おこがましいものなのかもしれない。

　傷つけたくないという気持ちは、正面から受け止める勇気のない自分の逃げ道なのではないだろうか？

「とにかく、怜が気き兼がねすることはない。好きなだけここにいろ」

　響は自分の言葉に照れたのか、少しだけ早口になる。

「け…けど、お前にそんな迷めい惑わくは……」

　動どう揺ようを悟さとられないよう、笑って返そうとしたけれど上手うまくいかなかった。だが、幸いにも響はそれを遠えん慮りよしているせいだと思ってくれたらしい。

「迷惑だなんて思わないって云ったろ。しばらくは、ウチから通勤すればいい。だいたい、離はなれてるほうが不安で、勉強だって手につかない」

　そういう云い方をされると、反論しにくくなってしまう。怜司は弱々しく、断りの云い訳を口にした。

「でも、お前にも生活があるだろう。勉強だってあるだろうし……」

「基本的に外に出てることのほうが多いんだ。一人になりたかったら勉強部屋に籠こもってるから気にするな」

「けど……」

「さっきから、『でも』とか『けど』とかばっかだな。俺と一緒がそんなに嫌いやか？」

「そういう、わけじゃ……」

　返答に困り、怜司は押し黙だまる。嫌なわけではない。むしろ、その逆だ。響とずっと一いつ緒しよにいたりしたら、絆ほだされてしまいそうで怖こわい。

（だって、相手はあの響なんだぞ）

　他の誰でもなく、世界で一番大事にしていた人間だ。しかも、自分好みの容姿に育った相手に剝むき出しの好意を向けられて、求められ続けたら、一度崩れてしまった自制心なんていつまで持つかわからない。

「先せん輩ぱいとやらには頼たよれなかったんだろう？　怜だって、ホテル暮らしじゃ部屋探しも難しいんじゃないのか？」

「そりゃ、そうだけど……」

「別にずっとここに住んでろって云ってるわけじゃないんだから深く考えるなよ。新しい部屋が見つかるまでの間くらいいいだろう」

「…………」

　響の云うように、自分は深刻に考えすぎなのだろうか？

（どうしよう……）

　怜司が悩なやんでいると、響はついでのように言葉をつけ加えた。

「それに、俺のほうも頼たのみたいことがあるし」

「頼みたいこと？」

　響の言葉に、怜司は俯うつむかせていた顔を上げる。

「ああ、ウチにいる間に料理を教えて欲しいんだ。お袋ふくろには米の研とぎ方しか習ってこなかったから何も作れなくて。外食とかコンビニのメシも毎日じゃ飽あきるだろうしな」

　生活資金はやりくりできていても、実際の生活に関しては覚おぼ束つかないようだ。そういった面で響の役に立てるなら、力になってやりたい。

「───わかった。そういうことなら、しばらく世話になるよ」

「よし、決まりだな」

　怜司が申し出を承しよう諾だくすると、響は満足そうな顔をした。

（結局、響に流された気がする……）

　自分がどれだけ渋しぶっても、最終的には響のペースに持ち込まれてしまうのだ。怜司が釈しやく然ぜんとしない気持ちでいると、響は怜司の顔を覗のぞき込むようにしてきた。

「怜」

「な、何だよ」

「別に。怜の顔見てるだけ」

「～～～っ」　>>>♥

　いたいけな頃ころの響に云われたなら微笑ほほえましいだけだったけれど、誰もが目を奪うばわれるような美形になったいまは恥ずかしいだけだ。

（くそ、何でこうも好みの顔に育ったんだ）

　同居は短期間だとしても、自制するのは思っているよりも難しいかもしれない。そんな危き惧ぐを抱いだいていると、響は怜司が避さけ続けていた話題を持ち出してきた。

「怜はどうしたら、俺を『男』として見てくれるんだ？」

「ど…どうって……」

　そんなこと訊きかれても困る。自分はできるだけ、響のことを『男』として意識しないようにしているのに。逆に、どうしたら意識せずにすむのか教えて欲しいくらいだ。

「自分で考えろよ、そんなこと」

「自分で考えていいんだな」

　怜司の投げやりな答えに対し、響は何故か念を押すように確かく認にんを取ってくる。

「あ、ああ……」

「じゃあ、怜がウチにいる間、全力で口く説どかせてもらう。その間に、少しでも気持ちが動いたら、俺のものになって」

「な……っ、何云って……」

「新しい部屋が決まるまでなんだから、怜の好きなときに出ていっていいんだ。そうなったら、俺ももう諦あきらめる」

「────」

　提示された条件は、怜司にとっても悪くないものに思えた。

　ここでしばらく世話になりながら引っ越こす部屋を探し、この部屋を出るときに「やっぱり、お前のことは『弟』のようにしか思えない」と云えば、それなりに丸く収めることができるだろう。その日まで、怜司自身が毅き然ぜんとした態度を取り続けることが不可欠だけれども。

　散々迷った末、怜司はゆっくりと首を縦に振ふった。

「……わかった」

「うん」

　怜司が頷うなずくと、響はほっとした様子を見せた。そして、再び顔を近づけ、瞳ひとみをじっと覗き込んでくる。

「あと一つ、俺のわがまま聞いてもらっていいか？」

「…………」

　こうやって何でもかんでも頼みを聞いていたら、キリがない。こういうときこそ、強い意志で拒こばまなければと思うのに、黒い瞳に見上げられると決意が揺ゆらぐ。

「ダメか？」

「……一つなら」

　どうしても突つっぱねることができず、怜司はため息混じりに了りよう承しようする。

「期限が来るまでは、他ほかのやつとはつき合わないって約束してくれ。もちろん、体だけの関係もダメだ」

　それはわがままというより、すでに恋こい人びととしての束そく縛ばくの範はん囲いなのではないのだろうか？

（まあ、どうせ当面は忙いそがしいし、しばらくは男とつき合う気にもなれないからいいけど）

　約束するまでのことでもなかったが、真しん剣けんな面おも持もちをしている響のために頷いてみせてやる。

「いいよ、約束してやる」

「約束だからな」

「はいはい」

　響は怜司の返事に安心したのか、ようやくソファから立ち上がった。

「じゃあ、シャワー浴びてくる。怜は先にベッド使って寝ねてていいから。そこが寝しん室しつだ」

「お前はどこで寝るんだよ」

「一緒に寝るに決まってるだろ。セミダブルだから狭せまくはない」

　さらりと告げられ、絶句する。

「一緒って……俺はこのソファでいいって！」

「客用の布団は持ってきてないんだ。出てきてソファとか床ゆかとかで寝てたら、抱いてベッドに押し込むからな」

「な……っ」

「心配するな。眠ねむってるときに怜を襲おそおうなんて考えてない」

「バカなこと云ってないで、さっさと風ふ呂ろ入ってこい！」

　そう怒ど鳴なりつけると、響は今日初めて小さく声を立てて笑った。

　バスルームへ響が消えるのを見届け、肩かたの力を抜ぬく。

「……まったく……」

　本当に食えない男に育ったものだ。

　怜司はからかわれたことを知って腹立たしく思いはしたけれど、ようやく見ることのできた響の柔やわらかな笑え顔がおに怒おこりきれなかった。
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　昨晩はからかわれた腹いせに、響のベッドの真ん中で寝てやった。

　眠ったふりで困っている響の様子を窺うかがってやろうと思っていたのに、怜司は響が風呂から上がってくる前に眠りに落ちてしまった。

　普ふ段だんはどんなに疲つかれていても、睡すい眠みん導入剤ざいがないとろくに眠れないようになっていたはずなのに、昨夜は久々に熟じゆく睡すいできたようで、いつになく頭がすっきりしていた。ただ、目覚めたときは何故なぜか響の腕うでに抱きしめられていて、息苦しかったけれど。

（あんなに広いベッドを使ってるんだから、くっついて眠らなくたっていいのに……）

　お陰かげで朝から小言を云うハメになった。ベッドの上に正座させてこんこんと説教してやったけれど、ポーカーフェイスになった響では効果が上がっているのかいないのかわからず、だんだんどうでもいい気分になってしまった。

　その後、朝食を摂とり──響に目玉焼きを作らせてみたけれど、最後には味のついていないスクランブルエッグになってしまった──いま、こうして二人で出かけている。

「部屋、何号室だ？」

「九〇二だ」

　目的地は怜司の自宅。響の部屋にしばらく滞たい在ざいするため、着き替がえや貴重品などの荷物を自宅に取りに来た。

　怜司は一人で大だい丈じよう夫ぶだと主張したのだが、響はついていくと云って聞かず、仕方なく荷物持ちの役目を与あたえることになったというわけだ。本人はボディーガードのつもりらしい。

「あいつが出たら、俺が対処するから怜は喋しやべるなよ」

「わかったって」

　念のため、インターホンを鳴らして部屋に生駒がいないかどうかを確かめる。何度か呼よび鈴りんのボタンを押してみたけれど、中からの応答はなかった。

　ため息が出る。

「今日はいなさそうだな」

「ああ、帰ってくれたみたいでよかった」

　病院が休みの日だから、生駒が待ち伏ぶせしていたらと不安に思っていたけれど、幸い彼の姿は見えなかった。週末は家族サービスで忙しい人だったから、家族で過ごしているのだろう。

（いっそ、家族だけに執しゆう着ちやくしていてくれればいいのに……）

　バイという性せい癖へきを隠かくしているせいで、彼が抑よく圧あつされていることは理解できる。だが、やはり怜司との関係は健全ではない。

「別に待ち伏せされてても、俺が片をつけてやるけどな」

　響はエレベーターに乗り込みながら、不ふ穏おんなことを口にする。

　いったい、どんな方法を用いるつもりなんだか。昨日の一件を考えると、あまり平和的解決は望めなさそうだ。

「頼たのむからやめてくれ……」

　額を押さえながら告げると、響は不満そうな口ぶりで返してきた。

「あんなことされておいて、まだ庇かばうのかよ」

「違ちがう、こんなことにお前を巻き込みたくないだけだ。あの人のことはどうでもいい」

　これだけは誤解されたくないと思い、不ふ機き嫌げんになる響に訂てい正せいする。下手へたに関かかわらせて、生駒につけ入る隙すきを与えたくはない。

「俺は別に───」

「それに暴力で物事を解決するのは好きじゃない。騒さわぎになるのは嫌いやなんだ。わかるだろう？」

「……わかった」

　少々不満そうではあったけれど、一応怜司の云うことを素直に聞き入れてくれたらしい。

（すっかり大人おとなびたように見えるけど、癖くせはそのまんまなんだな）

　口先では従いながら本心では納得しきれていないとき、響はポケットに手を入れて視線を逸そらしていることが多かった。いまもその癖は抜けていないらしい。憮ぶ然ぜんとして黙だまり込む様子が昔と同じで、笑いを誘さそう。

　だが、ここで声を立てて笑えばますます拗すねてしまうだろう。怜司が込み上げてくる衝しよう動どうを必死に押し殺していると、エレベーターが最上階に到とう着ちやくした。

　怜司が廊ろう下かを歩きながらカバンから自宅の鍵かぎを取り出すと、響は小さく驚おどろきの声を上げた。

「あ」

「何？」

　不可解な反応に振り返ると、響の視線は自分の手元を向いていた。どうやら、キーホルダーに目を留とめたらしい。

「それ、まだ持っててくれたんだ」

「え？　あ、ああ、変えるのも面めん倒どうだし、シンプルでサイズもちょうどいいしな」

　咄とつ嗟さに云い訳してしまったが、本当はずっと大事に使っていた。

　これは響が小学生のときの遠足でプラネタリウムに行ったときにお土産みやげとして買ってきてくれたものだ。自分のものも家族のものも何一つ買わず、お小こ遣づかい全すべてを使って、ちょうど誕生日が近かった怜司への贈おくり物を選んでくれたことをよく覚えている。

「本当は怜の星座の形のやつが買いたかったんだ。でも、金が足りなくてこれが精せい一いつ杯ぱいだったんだよな」

「俺に土産なんか買わないで、自分の欲しいもの買えばよかったんだ」

「だから、それを買ったんだろ。怜へのプレゼントが一番買いたかったものなんだから」

「……っ」

　ストレートに云われ、返事に困る。子供の頃ころならいざ知らず、大人になったいまはそういう言葉には昔以上に戸と惑まどってしまう。

（わざと云ってるんじゃないよな……？　天然だとしたら、余計質たちが悪いけど）

　気き障ざな物云いが無自覚だとしたら、注意のしようがない。一番いいのは意識せずに聞き流すことだろう。

　怜司は頰ほおが赤らんでしまいそうな自分をごまかすために自宅へと急ぎ、慌あわただしく響を室内に招き入れた。

「ほら、早く入れよ。茶くらい出してやるから。ついでに軽く昼飯食うか。簡単なものしか作れないけど」

「お邪じや魔まします。───ここが怜の部屋か……」

「珍めずらしいものなんてないんだから、あんまり見回すな」

「何か、怜らしい部屋だな」

　響は興味深げに室内を見回しながら、奥へと入っていく。散らかしてはいないけれど、生活の場をまじまじと見られるのはいささか気き恥はずかしかった。

「どうせ面おも白しろ味みもない部屋だよ」

「そんなことない。本ほん棚だなとか、怜の性格が出てるし。これを怜が一いつ生しよう懸けん命めい整理してるとことか想像すると楽しい」

「それのどこが楽しいんだ？」

「怜にはわからないよ」

　響はそう云って、本棚に並んでいる書しよ籍せきを手に取って見ている。表情にあまり変化はないが、本当に楽しんでいるらしい。

「そうだ、お茶とコーヒーどっちがいい？」

「手間じゃなければコーヒーのほうがいい」

「ミルクは置いてないけど」

「ブラックで飲める」

　からかったのがわかったのか、響はぶすっとした口調で返してきた。

（昔は砂糖もミルクもたっぷりのカフェオレしか飲めなかったのに）

　味覚も成長したのかと感かん慨がい深い。

「冗じよう談だんだよ。お湯沸わかすから見ててくれ。俺は着替えを取ってくる」

　火にかけたやかんを響に任せ、寝しん室しつへ行く。生駒に何か触さわられただろうかと心配していたけれど、とくに不ふ審しんなところは見られなかった。

「さて、と」

　クローゼットから旅行用のカバンを取り出し、着替えをベッドに並べていく。とりあえず一週間ぶんあれば洗せん濯たくで何とかなるだろう。以前の病院とは違ちがい、スーツで行く必要はないからそのぶんは気楽だ。

（そうだ）

　怜司はふと思い立って、着替えをカバンに詰つめる前にベッドのサイドボードの奥から小さなアルバムを取り出した。それには幼い頃、響と一いつ緒しよに写った写真が貼はってあった。

「……こんなに小さかったのにな」

　生まれたばかりの頃から小学生までの間の写真のほとんどは、怜司が写したものだ。

　カメラマンである自分に微笑ほほえみかけている幼い響はまるで天使のようで、見ているとつい口元が綻ほころんでしまう。

（この頃は華きや奢しやで髪かみも長めだったから、よく妹かって聞かれたっけ……）

　人見知りで初対面の相手とは上手うまく話せない響も、女の子と間ま違ちがえられることは不満だったようで怜司の後ろでむくれていた。

　そんな様子が可愛かわいくて、怜司もよく相好を崩くずしていたものだ。

　思い出に浸ひたりながら写真の響に見み蕩とれていると、ピーッという甲かん高だかいやかんの音が聞こえてきた。

「怜、お湯沸いたぞ」

「わかった、いま行く」

　響の呼ぶ声が聞こえたため、怜司は慌ててアルバムを閉じる。そして、それをそっとカバンの底に忍しのばせて、リビングへと戻もどった。










「……やっと着いた」

　響の家の玄げん関かん先さきに提さげていたビニール袋ぶくろを下ろして大きく息をつくと、後ろから響の呆あきれた声が聞こえてきた。

「だから、重いなら俺が持つって云ったんだ」

「全部なんて持たせるわけにいかないだろ」

　響一人に荷物を全部持たせるのは申し訳ないという気持ちもあったが、平然としている響の顔を見ていると体力の差を改めて感じさせられて悔くやしかったのもある。

　怜司の家から荷物を持ち出したあと、スーパーやホームセンターで買い物をしてから響の部屋へと戻ってきた。

　食品だけでなく料理道具なども揃そろえたせいで、かなりの荷物になってしまったのだ。

（ちょっと、調子に乗って買いすぎたかな）

　冷蔵庫の中は空っぽだったし、掃そう除じ用品なども見当たらなかったため、まとめて必要なものを買い込んできたのだ。これだけあれば、しばらくは買い出しの必要はないだろう。

　怜司は家主よりも先に部屋に上がり、荷物の整理を始める。キッチンカウンターに買ってきた食品を広げて仕分けをしながら、あとについてきた響に声をかけた。

「響、冷蔵庫の中、勝手に整理していいか？」

「ああ、俺の勉強部屋以外は怜の好きにしてくれて構わない。───それより、怜」

「んー？」

　呼びかけに振ふり向くと、前置きもなく響の顔が近づいてきた。唇くちびるが触ふれそうになったところではっとして、咄嗟に後あと退ずさる。

「うわッ、何考えてんだっ」

「……逃にげるなよ。ただいまのキスくらい、いいだろう」

「よくない！」

　まったく、油断も隙すきもない。

（というか、俺が油断しすぎなのかも……）

　自分を好きだと云っている男と二人きりでいることを考えたら、響の気持ちを受け入れない以上は、もっと警けい戒かいすべきなのかもしれない。対象外なのだということを積極的にアピールする必要もあるだろう。

　だが、つい和なごんでしまうのだ。寂さびしがり屋で人見知りという矛む盾じゆんした性格の怜司にとって、一緒にいて気を張らずにいられる存在は滅めつ多たにいない。長年親しくしている松前でさえ、気を許しきれていない部分がある。

　そういう意味でも、響は特別な存在なのだ。

「何でダメなんだ？」

「な…何でって、それはこっちが訊ききたい！　何でキスなんかしなくちゃいけないんだ！」

　しかも、こんな真っ昼間に。

　そういう雰ふん囲い気きだったというのならまだしも、それらしい空気は微み塵じんもなかったはずだ。動どう揺ようする怜司に対し、響は理路整然とその理由を告げてくる。

「もちろん、怜に意識してもらうために決まってる。普ふ通つうにしてたら、俺の告白なんて忘れられそうだからな」

「う……っ」

　響の指し摘てきは的を射すぎていて、否定のしようもなかった。

「キスさせろよ。すぐすむから」

「ちょっ、響───」

　じっと見つめられ、体温が急上昇していく。ドクン、ドクン、と心臓もうるさく騒さわぎ出した。

「怜……」

「……ッ」

（や…やっぱり、ダメだ！）

　もう少しで唇が触れるといったそのとき、怜司は反射的に腕うでを突つっ張り、響の体を押し返した。そして、咄とつ嗟さに間ま抜ぬけな云い訳を口にする。

「か、帰ってきたら、まずうがいと手洗いが先だっ」

（……って、いくらなんでもそれはないだろ）

　他ほかにもっとマシな云い訳があったのではないだろうか。我ながら、呆れてしまう。幼よう稚ち園えん児じでもあるまいし、響だってそんな理由で納得するはずがない。

　さすがに一笑に付ふされるかと思ったけれど、響は真顔のままだった。

「そういえば、そうだな。すっかり忘れてた」

（あ、あれ…？）

　いまので納得したのかと驚おどろきつつも、黙だまって洗面所に向かう響にほっと胸を撫なで下ろす。とりあえず、キスは回かい避ひできたらしい。

　できるだけ、響との接せつ触しよくは避さけておきたい。やむなく同居することになったとはいえ、気持ちを変えさせることを諦あきらめたわけではないのだ。不用意に煽あおることは避けておきたい。

　今後はもっと気をつけようと反省しつつ、買ってきた食品を空っぽだった冷蔵庫に詰めていく。頭の中で一週間の献こん立だてを考えながら、どうやって料理を教えていこうかと思案していると、響が戻ってきた。

「怜もうがいと手洗い」

「はいはい、これを入れ終わったらな」

　きっと注意されて自分だけが従ったのが気に食わないのだろうと思い、冷蔵庫に食品をしまい終わると、怜司も流しで手を洗い、うがいをすませる。

　差し出されたタオルで手を拭ふいていると、いきなり顎あごを掬すくわれて、制止する間もなく唇を奪うばわれてしまった。

「ん───」

　軽く啄ついばむようにされたあと、あっという間に離はなれていく。

「ほら、すぐすんだだろ」

「し……していいなんて云ってないだろ！」

　じわじわと熱くなっていく頰ほおを抑おさえきれず、思わず声を荒あららげる。だが、響は平然としたまましれっと云い返してきた。

「するなとも云われてない」

「じゃあ、もうするな」

　ぶつかったせいで傾かたむいた眼鏡めがねを直しながら、顔を隠かくす。

「どうして？」

　こういうことは、ごまかすよりもはっきりと云ったほうがいいかもしれない。そう思って、端たん的てきに答えを返した。

「い…嫌いやだからだよ」

「本当に嫌なときはそんな顔しないだろ。目ぇ潤うるませて、誘さそってるみたいだけど？」

「誰が……っ」

　断固として抗こう議ぎしたかったけれど、自分では自分がどんな表情をしているかなんてわからない。もしも、本当に響の云うような顔をしていたらと思ったら、どんどん不安になってきてしまった。

　とにかく、顔を見られないようにしようと背中を向ける。そうしたら、今度は背中から抱だきしめられた。

「な、何のつもりだよ」

　響はぴたりと背中にくっつきながら、懐なつかしそうに語り出す。

「昔よくこうやってくっついてたよな。広い背中だったのに、こうやって抱きしめられるようになるなんてな」

　確かに響は小さい頃ころから背中にくっつくのが好きだった。怜司の後ろに隠れてばかりいたせいもあるだろう。だけど、いまはあの頃とは違う。響の意図だって違うはずだ。

「お前がでかくなりすぎなんだ。こんなにごつくなりやがって」

　悔しさを込めて告げる。大事に大事に庇ひ護ごして育ててきた子が自分好みの男に育って、あろうことか「好きだ」と告白してくるなんて想像もしていなかった。

「怜、細くなったよな」

「そ…うか？　高校のときよりは背伸のびたはずなんだが」

　と云っても、一センチそこそこしか変わっていないけれど。医者というハードワークに耐たえられるよう、食事の量を増やして体格をよくしようとしたことがある。だが、基本的に太れない体質のようで、胃もたれをするばかりだったため諦めたのだ。

　時間があるときは水泳に行くようにしていた時期もあったけれど、仕事に忙ぼう殺さつされているうちにすっかり足が遠とお退のいてしまっている。

「肉が減った。昔はもっと柔やわらかかった」

「おい、ちょっ…どこ触さわって……」

「このへんとか骨に当た───うっ」

　怜司は昔のように平然としてはいられず、とうとう耐えきれなくなり、響に肘ひじ鉄てつを食くらわしてしまった。

「いい加減にしろ…！」

　響の腕を引き剝はがし、荷物を広げっぱなしだったリビングへと逃げる。そして、いたたまれなさをごまかすように買ってきた掃そう除じ用具などのパッケージをばりばりと開け始めた。

「少しは手加減しろよ、怜」

　直ちよく撃げきを食らった響は腹部を手でさすりながら言った。

「自業自得だ。ほら、お前も手伝えよ。今日中に段ボールの山も片づけるって云っただろう？のんびりしてたら日が暮れるぞ」

「段ボールなんて、そのへんに積んどけよ。使うものだけ出しとけばいいだろ」

「よくない、俺が落ち着かないんだ。俺はキッチン周りをやるから、お前は本ほん棚だな整理しろよ」

　どちらかというと整せい頓とん魔まのため、雑然とした室内を見ていると片づけたくてそわそわしてくる。雑然としていないと嫌だというのなら我が慢まんしてもいいけれど、響の場合はただ面めん倒どうなだけだろう。

「……わかったよ」

　響は渋しぶ々しぶといった体ていで未み開かい封ふうの段ボールの蓋ふたを開けていく。その様子を横目で見ながら、気まずい（と思っているのは、自分だけだろうけれど）空気をごまかせたことにほっとしていた。

　せっせと調理器具のタグや値札を外している怜司に、響はのんびりと手を動かしながら話しかけてくる。

「なあ、怜は何で病院を辞やめたんだ？　やっぱり、あいつが原因？」

「……そういうことを訊きくか、普ふ通つう……」

「答えたくないなら別にいいけど」

「そうだよ。あの人が鬱うつ陶とうしくなったから辞めたんだ。勤務もハードで体調も思わしくなかったしな」

　答えなければ、隠しておきたいほどのことかと思われかねない。怜司はため息をつきながら、投げやりに答えた。

「体調ってどこか悪いのか？」

「大したことじゃない。ちょっと不ふ眠みん気味だっただけだ。原因はストレスだから、病院を辞めようって決心したら噓うそみたいに眠ねむれるようになった」

　実際、滅め入いりがちだった気分もその頃から上向きになってきたし、食欲もだいぶ回復してきている。それほどまでに彼の存在が負担になっていたのかと、自分でも驚いたくらいだ。

「心配するに決まってるだろ。怜はすぐ無理するからな」

「お前に心配されるようになるとはな。昔は体が弱くて、すぐに寝ね込こんでたくせに」

「必死に鍛きたえたんだから当然だろ」

「鍛えたって何やってたんだよ？」

「バスケ。中学で一番厳しい部活を選んだんだ。背も伸ばせそうだったし」

「響がバスケ!?」

　怜司には響が何かのスポーツを積極的にやっていたことが信じられなかった。

　いましか知らない人間なら不思議に思わないかもしれないけれど、昔の響は運動が苦手で体育は一番苦手な科目だったし、運動会の徒競走の順位はいつも後ろのほうだった。

「本当にお前がバスケやってたのか…？」

「やってたよ。証しよう拠こだってある」

　信じられずに重ねて問うと、響は近くにあった段ボールの一つを開けて、そこから一冊のスポーツ雑誌を取り出した。

「ほら」

「これ……お前か……？」

　手て渡わたされたその雑誌の表紙は、試合中と思われる響が写っていた。相手チームのディフェンスを突とつ破ぱした瞬しゆん間かんらしく躍やく動どう感に溢あふれた写真で、身に着けているバスケットボールのユニフォームには汗あせが滲にじんでいる。

　門外漢だから詳くわしいことはわからないけれど、雑誌の表紙に載のるということはそれほどまでに注目され、活かつ躍やくしていたということだろう。

　ページを捲めくると、巻頭は響の在ざい籍せきしていた高校の特集だった。驚おどろいたことに、響はキャプテンとしてインタビューまで受けている。

「お前、すごかったんだな……。当然、大学でも続けてるんだろ？」

「いや。スカウトはされたけど、断った」

「断った!?　どうして！」

　感心しながら雑誌を捲っていた怜司は、響の気のない返事に驚き顔を上げた。スカウトを受けるほどの選手だったくせに、そう簡単に止められるものなのだろうか？

「プロになる気はないからな。スポーツ推すい薦せん取るとあとが面倒だっていうし」

「面倒ってお前な……」

「趣しゆ味みでは続けていきたいと思ってるけど、バスケだけに明け暮れるのはちょっとな。俺は普通に就職するつもりなんだ。それに、一番の目的は達成したんだから無理に続ける理由はない」

　固い決意の窺うかがえる眼まな差ざしにドキリとする。

「……目的って何だったんだよ？」

「怜の身長を追い越こすこと」

「はあ!?」

　告げられた『目標』に拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。響なりの冗じよう談だんなのかもしれないと思おうとしたけれど、至し極ごく真面目に云っているようだった。

「体大きくして、あのときみたいに吹ふっ飛ばされないようになりたかったんだ。そうじゃなきゃ、怜を守れないからな」

「な、何、調子のいいこと……」

　こんなふうに自分を引き合いに出されるとは思ってもいなくて、怜司はしどろもどろになってしまう。

（……やっぱり、あのときのこと引き摺ずってるんだな……）

　当時の響はまだ子供で体も小さく華きや奢しやだったけれど、怜司の家庭教師の大学生に跳はね飛ばされたことが男としてショックだったのだろう。

「とにかく、大学では勉強に専念したいんだ」

「でも、才能があるのにやめるなんてもったいない。始めた動機は別にしろ、好きだから続けてきたんだろ？」

「好きだけど、怜のほうがもっと好きだ」

「なっ……」

（だから、そういうことを平然とした顔で云うな！）

　過か剰じように反応しては、意識していることがバレてしまう。軽く咳せき払ばらいをして、動どう揺ようを押し隠かくす。

「だからってやめなくたっていいだろう」

「俺はどうしてもやりたくないってわけじゃないけど、怜はどうして俺にバスケを続けさせたいんだ？」

「それは……」

　どうしてと改めて聞かれても困る。

　スカウトが来るほどすごい活躍をしていたというのなら一度くらい試合を観てみたかったし、伸のびる可能性のある才能なら、もっともっと伸ばして欲しい。

　強しいて云うなら、親心だろうか？

　どう答えればいいのかと考え込んでると、響が云う。

「怜が俺のバスケしてるとこ観たいって云うなら、続ける」

「あのな、そういうことはもっと主体性を持って───」

　小言を云いかけて、やめた。ここで自分の意志で決めろと云えば、『バスケを続ける』という選せん択たく肢しは絶対に選ばないだろう。

　それに部活に明け暮れてくれれば、顔を合わせる時間も少なくなって助かる。そんな下心もあり、怜司は響を唆そそのかすような言葉を口にした。

「まあ、一度くらいは観てみたいよ。お前の活躍ぶり。この写真だってカッコいいしな」

（さすがにちょっとわざとらしすぎたか…？）

　云ってしまってから不安になり、響の様子を窺うかがい見る。だが、相変わらずの無表情で何を考えているのかよくわからなかった。

「じゃあ、バスケ部入る」

「へ？」

「明日、入部してくるよ」

「えっ、本当に？」

　あっさりと主張を変えられ、調子が狂くるう。

「ああ。Ｋ大のバスケ部なら大してハードでもないだろうし、勉強に支障が出ない程度なら別に構わない」

「そういうものなのか？」

「ああ、強きよう豪ごう校に所属してたら生活のメインが練習になるからな。プロになるつもりなら、そのくらいの練習は必要になるかもしれないけど。───その代わり、最初の試合は絶対に観みに来いよ」

　響の真しん剣けんな眼まな差ざしは「うん」と云うまで、向けられ続けそうだった。

「わかったよ」

　怜司は渋しぶ々しぶといった体で約束する。仕方ないと云わんばかりの態度を取りはしたけれど、本当は楽しみだった。

「けど、納得いったよ。あんなに細かった響がこんなに育ってたわけが。初めは誰だかわからなかったもんな」

「見み蕩とれた？」

　図星を指さされ、思わず狼狽うろたえてしまう。

「ばっ…バカ、何云ってんだ。すっかり可愛かわいげがなくなっててビックリしたんだよ。小さい頃ころはいつもにこにこしてて、いまみたいに仏ぶつ頂ちよう面づらしてなかったのに」

　怜司は動揺を見み透すかされまいと、わざとらしくため息をついた。

「……昔みたいなほうがよかったか？」

「え？」

　ぽつりと漏もらした呟つぶやきを聞き返したけれど、響はそれを受け流し、また質問してきた。

「何でもない。なあ、怜の好きなタイプってどんな？」

「な、何だよいきなり」

「目標がはっきりしてたほうが努力のしようがあるだろ？　教えろよ」

「好きなタイプって云われても……」

　漠ばく然ぜんとしたものはあるけれど、改めて考えたことはない。これまでつき合った男たちを思い返し、共通項こうを探す。

　年上だったり年下だったりと年ねん齢れいにバラつきはあるし、顔立ちもそれなりに整っていたけれど似ているところがあったとは思えない。性格だって神経質だったり、ルーズだったりとバラバラだ。はっきりと云えることは、質の悪い男ばかりだということくらいだろうか？

（あ、そういえば……）

　誰もが話をするとき、目をまっすぐ見てきた。どんなに口く説どかれてもその気にならない相手でも、見つめられて甘えられるとダメだった。気弱な面を見せられると庇ひ護ご欲を搔かき立てられるのかもしれない。

　どうやら、自分は依い存そんしてくる相手を突き放すことができない性格のようだ。だが、そう告げるのはあまりに身も蓋ふたもない。

　怜司は曇くもった眼鏡めがねを外して袖そで口ぐちで拭ぬぐうふりをしながら、当たり障さわりのない答えを口にした。

「……男としても尊敬できる人かな」

「見た目は？」

「とくに拘こだわりはない。顔はいいに越したことはないけど」

　正直に云えば、響の顔はかなり好みだ。身長も申し分ないし、体格も悪くない。甘えてくるのも上手いし、話すときも人の目をちゃんと見てくる。

　おまけにいままでの男たちとは違ちがい、人ひと柄がらは保証できる。

（好みど真ん中ってことか!?）

　だが、条件をクリアしていたところで、響を恋れん愛あい対象にするわけにはいかない。そう自分に云い聞かせていると、響は赤せき裸ら々らな問いかけをしてくる。

「あとはセックスが上手けりゃいいのか？」

「……ッ！　そ、そうだな、ガキっぽいのは論外だからな」

　怜司は鷹おう揚ように頷うなずくふりで顔が引きつりかけたのをごまかした。

（頼たのむから、もう少し言葉を選んで喋しやべってくれ……）

　遊び慣れたふうを装ったのは自分だが、響の口から直ちよく截せつな単語が出てくるだけで妙みような罪悪感に駆かられてしまう。

　そんな怜司の困こん惑わくをよそに、響は淡たん々たんと報告してくる。

「昨日、ちょっとインターネットで勉強してみたんだ。それでさっき必要そうなもの、買っておいた」

「な、何買ってきたんだよ」

「ローションとかゴムとか」

　そう云って響は、紙かみ袋ぶくろに入っていたそれらをがさごそと取り出し、ローテーブルの上に置いた。さっき、買い物の途と中ちゆうで姿を消したのはこれらを買うためだったのだろう。

「中に出すと、あとが大変なんだろ？　昨日はごめん、俺そういうこと何も知らなくて」

「ば…バカ云え、知ってたってどうにもならなかっただろ。あの場には避ひ妊にん具だってなかったんだし、用意があったってそんなのを使う余よ裕ゆうだってなかったじゃないか」

　響の気き遣づかいがいたたまれなくて、つい早口になってしまう。一刻も早く、この話を終わらせてしまいたい。

「怜に負担かけて悪かったと思ってる。今度からちゃんと気をつけるから」

「今度から───…って、お前何してるんだ？」

　響はいつの間にかすぐ隣となりに膝ひざをつき、肩かたに手を回してきている。怜司の問いかけに対し、耳元で囁ささやくように返してきた。

「勉強の成果、試したい」

「ばっ…何云ってるんだ！　片づけも終わってないのに……夕食の仕度もあるんだぞ!?」

「そんなのまだいいだろ？」

　怜司は咄とつ嗟さに逃にげ腰ごしになったけれど、それよりも早く首筋にキスを落とされる。皮ひ膚ふの柔やわらかな部分を吸い上げられ、小さな痺しびれが背筋を走っていった。

「ん…っ、ぁ…こら、ダメだって……」

「ちょっとだけだから」

　ちょっとだけと云いつつも、シャツの裾すそを大だい胆たんに捲まくり上げてくる。腰回りを撫なでられ、ぞくりとわなないた体は毛足の長いラグの上にあっさりと押し倒たおされてしまった。

「はっ……バカ、ちょっとですむか……おい、響…っ」　>>>♥

「怜」

　のけぞる喉のどに嚙かみつかれ、全身が甘く震ふるえる。シャツ越ごしに伝わる体温に、心臓が早はや鐘がねを打ち始めた。

「んんっ、やめ……や…も……い……」

「ん？　ここがいいのか？」

　響の図々しい問いかけに、怜司は深く息を吸い込み────。

「───いい加減にしろッ！」

「てッ」

　手近にあった買ってきたばかりの洗面器で響の頭をポカリと殴なぐりつけた。見事、縁が当たったらしく、響は痛そうに頭をさすっている。

　痛みに顔を顰しかめている響の下から素す早ばやく抜ぬけ出し、乱れた服を整え、ずれた眼鏡を直した。

「料理教えろって云ったのはお前だろう！　バカなことしてないで、さっさとここ片づけて仕度しろ」

「…………」

　不満げな沈ちん黙もくに、怜司は低い声を出す。

「返事は？」

「はいはい、わかったよ、わかりました」

「はいは一回って教えなかったか？」

　ふて腐くされた返事をする響を、ギロリと睨にらみつける。文句があるならはっきり云ってみろと言外に注意すると、響は憮ぶ然ぜんとした様子で頷いた。

「……はい」

「ほら、これ風ふ呂ろ場ばに置いてこい」

　頭を直ちよく撃げきした洗面器を突つきつけ命令する。響はむっつりと黙だまったまま、怜司の指示に従った。

　バスルームへと向かう響から小さな舌打ちが聞こえた気がしたけれど、怜司は聞こえないふりでずれた眼鏡を直し、片づけを再開したのだった。
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「ほら、弁当。朝練がんばってこいよ」

「さんきゅ。昨日のも美味うまかった」

「美味かった、じゃなくて、早く自分で作れるようになれよ。いつまでも俺が作ってやってるわけにいかないんだからな」

「わかってるよ。だから、練習してるんだろ」

　響の不器用さは致ち命めい的てきで、料理を教えるには基本から叩たたき込まなければならなかった。手始めに弁当のおにぎりを作れるようにと、毎朝練習させているのだがなかなか上達しない。

（目玉焼きすらまともに作れないもんな……）

　米は研とげるというから任せたら、大半が流しに流れていってしまったので、いまはざるを使わせるようにしている。

　もちろん、そんな状態では他ほかに何も任せられないので、弁当のおかずの類たぐいも夕食も怜司が用意することになった。

　朝練のある日はすぐお腹なかが減るというので二食ぶん持たせている。弁当を作るなんて数年ぶりのことで面めん倒どうではあったけれど、毎日空の弁当箱を渡わたされて「美味かった」と云われると悪い気はしない。

（何か、昔に戻もどったみたいなんだよな）

　正直なところ、最初の決意を忘れそうになるほど、響との生活は楽しかった。

　本当に昔に戻ったみたいだ───ただ一つのことを除のぞいては。

　困ったことに響は「怜に意識してもらわないといけないから」と云って、常にベタベタしてくるのだ。

　ベタベタしてくるだけなら昔と変わりないのだが、無む邪じや気きとは云いがたい手の動きに毎回翻ほん弄ろうされる。

　言こと葉ば巧たくみに云いくるめられているうちに体中をまさぐられ、怜司の体のほうが先に音ねを上げてしまう。そんなこんなで流されてしまい、最終的には響の好きにされてしまうのだ。

　物覚えがよく、勘かんもいい響はすぐにコツを摑つかんだようで、いまではすっかり怜司を泣かせる術すべを身につけてしまっていた。

　昨日だってダメだって云ったのに、気がついたら泣かされていた。今日こそは断固として拒こばまなければと思っていたのに、怜司の薄はく弱じやくな理性が崩くずされるまでにそう時間はかからなかった。

（……よそう。考えてたら、余計なことまで思い出す）

　浮うかびかけていた記き憶おくを打ち消し、怜司は思考を切り替かえる。

　懸け念ねん材料である生駒は前回の忠告が効きいたのか、あれ以来職場に現れるようなことはなく、自宅にも帰っていないので顔を合わせずにすんでいる。松前からの報告に寄ると、しばらくは仕事が忙いそがしいためこちらに顔を出す暇ひまはないだろうとのことだ。

　響はバスケットボール部に入部したため帰宅時間が遅おそくなる日もあるけれど、朝食と夕食はできるだけ一いつ緒しよに摂とるようにしていた。

　話を聞いた限りでは響の家は相変わらずで、父親は仕事でほとんど帰宅せず、母親は遊んでばかりいるそうだ。昔は良好に見えた夫婦仲もいまは冷め気味らしく、家族が揃そろっても会話が弾はずむことはないようだ。

　怜司が上京して以来、食事はほとんど一人で摂っていたと聞き、罪悪感を覚えた。自分の浅はかさのせいで、まだ甘えたいさかりだった響を放り出すことになってしまったことを悔くやまずにはいられない。

「そうだ、今晩は何食いたい？」

「肉じゃが」

「またかよ。一昨日も作ったろ」

　決まり文句のようなリクエストに、ややうんざりする。作るのは簡単でいいけれど、食べるのはさすがに飽あきた。

　時間が合うようならば響にも夕食の仕度を手伝わせているのだが、部活を始めたために帰宅は遅い。その前に決めていたバイトも減らしていないため、結局怜司が仕度して待っている日のほうが多かった。

　病院を辞めたのだからのんびりできると思っていたのに、実際は毎日が忙せわしない。だが、以前より充じゆう実じつしていて、日々が楽しかった。

「怜の肉じゃがが好きなんだよ。……一番食いたいのは他ほかにあるけど」

「何だよ。俺が作れるやつか？」

「云ったら怒おこるから云わない」

　響の思わせぶりな物云いが気になる。

　云われて怒るような食べ物とは、いったい何なんだろう？　簡単に手が出せないような高級食材か何かだろうか？

「伊い勢せエビとかそういう類のものか？　怒らないから云うだけ云ってみろよ」

「本当に？　怒らないって約束する？」

「するから云えよ」

　きっと大したものじゃないと思いつつも、あんまりもったいつけられると苛いら々いらしてくる。早くと急せかすと、何故か響は怜司の名前を呼んできた。

「怜」

「だから、早く云えって」

「怜だよ。怜が一番食べたい」

「ばっ…！　バカなこと云ってないで、さっさと大学行け！」

　響の言葉にカッと顔が熱くなり、思わず手に持っていた布ふ巾きんを投げつけてしまう。響は悠ゆう々ゆうとそれを受け止め、不満げに呟つぶやいた。

「やっぱり怒ったじゃないか」

「怒ってるんじゃない！　呆あきれてるんだ…っ」

「昨日だって食べさせてくれたのに、いまさら照れることないだろ」

　耳元で囁ささやかれ、頭の中が沸ふつ騰とうする。

「響！　あんまりふざけたこと云ってると、弁当返してもらうからな」

　照てれ隠かくしに八つ当たりしてしまった。響と再会してから、感情を抑おさえられないことが多い。主に響とのやり取りで感情を上下させてしまう。

「云えって云ったの怜のくせに……」

「何か文句あるか？」

　そして、年上のプライドで突っ張ぱってしまう自分の代わりに、いつも響が先に折れてくれるのだ。

「ありません。やばい、もう行かないと」

　響の言葉に時計を見る。

「おい、急がないと四十分の電車に間に合わないぞ。気をつけて行けよ」

「ああ、いってきます」

　バタバタと見送りをして、ほっと一息つく。

（……どうしてあんな恥はずかしいやつに育ったんだか）

　───怜が一番食べたい。

　大学生の台詞せりふじゃないだろう。火ほ照てる頰ほおを手で扇あおいで冷ましながら、気持ちを切り替えるために誰もいない空間でわざとらしく宣言する。

「さて、出かける前に洗せん濯たくものを干すか」

　起き抜ぬけに回しておいた洗濯機はそろそろ止まっている頃ころだ。脱だつ水すいを終えた衣類を取り出し、この間買ってきた洗濯籠かごに投げ入れていく。

　一番最後に取り出したのは、一緒くたに放り込んだベッドシーツだ。

（まったく…どうしてシーツを毎日洗わなくちゃいけないんだ……）

　もちろん、汚よごれたから洗っているわけだが、その原因を作っているのは響だ。いっそ、料理よりも先に洗濯機の使い方とアイロンのかけ方を教えたほうがいいかもしれない。

　いや、それよりももっと自分をしっかり持って、流されないようにすればいいのだ。

（けど、あいつの目に弱いんだよな……）

　昔のように表情は豊かではないけれど、そのぶん瞳ひとみが雄ゆう弁べんになった気がする。響に見つめられると、つい甘やかしてしまいたくなるのだ。

　条件反射なのか罪悪感からなのかはわからないけれど、怜司が響に甘いことだけは確かだ。

　昨夜だって、何だかんだ云いながら許してしまったのはあの目のせいだ。
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「ん……ぁ、あ……っ」

　響はさっきから、繫つながり合った体を休みなく揺ゆさぶってきている。すでに何度もイカされた体は快感に支配され、意識は霞かすみがかっていた。

　ぐちゅぐちゅと濡ぬれた音がするのは、慣らすのに使われたローションとさっき体内に放たれたもののせいだろう。蕩とろけきったそこは、何の抵てい抗こうもなく響を受け入れている。

「怜、顔隠さないで」

「やぁ…っ、ぅ、ん、ぁあっ」

　繫がった部分から送り込まれる律動のリズムが変わるだけで、怜司の内ない壁へきの粘ねん膜まくは飲み込んだ昂たかぶりをいやらしく締しめつけた。

　窄つぼまりがキツくなったせいで摩ま擦さつが酷ひどくなり、零こぼれる嬌きよう声せいの甘さが増す。散々に擦こすられたそこがヒリつくように痛むけれど、怜司の体は痛みすら快感に変えてしまう。

「はっ……あ、も……っ」

「もっと？」

「違ちがっ……もう、や…だ……っ」

「何が嫌いや？　こうされると気持ちよさそうにするくせに」

「ひぁ…っ、あっあ、あ…っ」

　角度を変えて、内壁を抉えぐられる。突つかれるたびに、びくびくと腰こしが跳はねた。強すぎる快感を堪こらえようと頭の下にある枕まくらを摑つかんだら、その手を響が握にぎってきた。

「どうせなら、俺の背中に爪つめ立たてろよ」

「ば…か……っ、ぅあっ、んっ、んー…っ」

「意地っ張り」

「んむ、んんんっ」

　響は折り重なるように顔を寄せ、キスしてくる。開かされた足がさらに深く曲げられて苦しかったけれど、口づけの心地ここちよさには抗あらがえない。

　初めは激しいばかりだった響のキスは、回を重ねるごとに巧たくみになってきている。怜司の気持ちを全すべて見み抜ぬいているのではないかと思うほど気持ちいい。

「ん…ん、ふっ…ぁ…響……っあ！」

　ちゅ、と音を立てて離はなれていった唇くちびるの端はしが一いつ瞬しゆん持ち上げられたかと思うと、腰の奥を強く突き上げられた。

　それが合図だったかのように、響の動きは激しくなる。ガクガクと揺さぶられる体は否応なく高められ、溶とけて崩くずれてしまいそうだ。

「ぅんっ、あ、だめ、ああっ、あ！」

「いいよ、イッて」

　唆そそのかしてくるような低い囁きに、背筋が震ふるえる。

「ぁあっ、あっあっ、あ───…っ」

　律動がさらに速くなっていく中、狙ねらい澄すましたかのように最さい奥おうを突き上げられる。その瞬しゆん間かん、ドクンッと自身が弾はじけ、絶頂を迎むかえた。

　締めつけられていた響のそれも大きく脈打ったのがわかる。何度か腰こしを擦りつけるような動きをしたあと、怜司の上にどさりと落ちてきた。

　しばらく黙だまったまま荒あらい呼吸を二人でついていたけれど、響のほうが先に回復する。

「怜、平気か？」

「平気じゃない……十代の体力につき合わせるな……」

　息も絶たえ絶だえに文句を云う。

　一度や二度ならともかく、立て続けにこんなに抱だかれたら堪たまらない。それに、響との行こう為いは他の誰とするよりも体力を消しよう耗もうする。

　響の体力がありあまっているからだけでなく、どうしようもなく快感が強いせいだ。

　体の相性がいいのもあるだろうが、響が怜司の教えを忠実に守り、大事に抱いてくれるせいで酷く感じてしまうのだろう。

「ごめん。怜が可愛かわいかったから、つい」

「理由はどうでもいいけど少しは遠慮しろ……俺を殺す気か……」

　もう怒る気にもなれず、ぐったりとしたまま呼吸が落ち着くのを待つ。

　断固として拒こばめない自分にも責任があることはわかっているけれど、こんなふうに毎晩抱かれていたら本気で死んでしまう。

　少なくとも翌朝起き上がるのが辛つらくて堪らない。

　へたばっている姿を見せるのも悔くやしいため、意地になって起き出しているけれど、こうも毎日ではそのうち無理もきかなくなってしまうだろう。

　上がった呼吸を整えていると、響が何か思い出したように切り出した。

「そうだ、怜。今度の日曜、練習試合が入ったんだ。来てくれるだろ？」

「試合……？　一年なのに出られるのか？」

「ウチは部員が少ないからな。試合も俺が組んでくれるように監かん督とくに頼たのんだんだ」

　響の大学のバスケットボール部はあまり強いところではなかったため、響が入部すると云ったら部員や顧こ問もんに泣いて喜ばれたという。

　やはり、響はそれほどに有名で実力のある選手だったようだ。

　そのためか、色々と響の都合に合わせてくれるらしい。一年ながら、逆に響が指導をすることになったと云っていた気もする。

「どこであるんだ？」

「怜の学校」

「は？」

「怜の勤め先の大学のチームと試合するんだ。そのほうが怜も来やすいと思って。あのチームはレベルもウチとそう変わりないから、話もすぐ通ったみたいだ」

「わざわざ、そんな……」

「遠いから面めん倒どうだって云われたら困るからな」

　響の念の入れように、呆あきれを通り越こして感心してしまう。ぽかんとしている怜司に対し、響は慎しん重ちようすぎるほど確認してきた。

「その日は絶対空あけとけよ、約束だからな」

「う、うん…」

　しつこいほどの念の押しように、つられるようにして頷うなずいてしまう。その瞳の真しん剣けんさは、小学生のときと変わりがない。

（試合観に来いって、本気だったのか）

　最近、練習が多くなっていたのは試合のためだったのだろうか。その上で勉強時間も減らさず、怜司と過ごす時間も確保しているのだからすごいとしか云いようがない。

「怜のために勝つから。絶対、カッコいいとこ見せるから期待してて」

「はいはい、期待してるよ」

　投げやりな返答をしつつも、実際は内心でドキドキしていた。

（本当に恥はずかしい台詞吐はくようになったよな……）

　呆れているのも事実だが、それ以上に嬉うれしい気持ちは否定しきれない。どんな顔をすればいいかわからず、結局は顰しかめっ面つらになってしまう。

「怜。勝ったら、何かご褒ほう美び欲しい」

「はあ？　ご褒美ってお前いくつだ」

「心配しないでも、金のかかるもんは頼まないし」

　簡単なことのように云うけれど、いまの響は何を云い出すかわからないところが怖こわい。聞くのも怖いけれど、知らないままのほうがずっと不安だ。怜司は迷った末、恐おそる恐る問いかけた。

「何させるつもりだ、お前……」

「まだちゃんと決めてない。週末までに考えとく」

　いったい何を考えておくつもりなのかは気になるが、それ以上は聞きたくない。その前に、まだ了りよう承しようしたとは云っていないはずなのだが。

「考えとくって、俺はいいなんて一言も云ってないぞ！」

「別にいいだろ。それに、ご褒美があったほうががんばれると思う」

　そんな小学生のようなことを真ま面じ目めな顔で云わないでもらいたい。

　そう思いはしたけれど、あまりに真剣な様子に思わず首を縦に振ふってしまった。

「約束だからな」

「わかった。わかったから、いい加減離れろよ……。俺だって、明日仕事があるんだぞ」

　いつまでものしかかられたままの体勢では重いし、問題は他にもある。体を繫つなげたままでいると、そのうちまた体が熱くなってきてしまうのだ。

　響くらいの年ねん齢れいならともかく、いまの怜司の体力ではこれ以上の行為はもう無理だ。翌日が休みならともかく、仕事があるのだから自重しなければ。

「それは俺もわかってるんだけど、ちょっと無理そうだ」

「え？」

　バツの悪そうな様子を訝いぶかしく思うと同時に、響の変化を悟さとる。まだ怜司の中に収められたままのそれが再び力を漲みなぎらせ始めていたのだ。

「お、おい、冗じよう談だんだろ…？」

「ごめん、無理させないからちょっとだけ」

「こら！　一人で抜ぬいてこい…っ、あっ……！」

　拳こぶしでポカリと響の頭を殴なぐりつけてみたけれど、再燃した昂ぶりは響自身も制せい御ぎよしきれていないようだった。

　微かすかな動きにさえ、怜司の体は反応してしまう。疲ひ労ろうしきった肉体とはうらはらに、感覚は研とぎ澄まされたままだった。

「待て…っ、本気で無理だって……っ」

「好きだよ、怜」

　非難の声を上げる怜司に対し、響は甘い囁ささやきで返してくる。

「バカ！　ごかますなっ……あ、ひ…びき……っ」

　どんなに強く殴りつけても響は離はなしてくれず、もう一度つき合うハメになった。
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「……っ」

　余計なことまで思い出したせいで、腰こしが痛くなってきた。酷こく使しされすぎた体がみしみしと悲鳴を上げている。

（…ったく、少しは手加減しろっての）

　彼なりにセーブはしてくれているらしいけれど、だからと云って何度もされて平気というわけではない。欲望をぶつけられる側の体の負担はそれなりに大きいのだ。

　ついつい流されてしまう自分にも責任があることはわかっているけれど、甘えられたり触さわられたりしているうちに理性がどこかへ行ってしまう。

　一番の原因は、響との行為が気持ちいいということだ。相手が弟のような存在だという後ろめたさを凌りよう駕がするほどの快感に毎回溺おぼれさせられてしまう。

　その上、回を重ねるうちに背徳感も薄うすれてきているような気もする。

（何か俺、馴な染じんでないか……？）

　このままじゃまずい。自分の目的は響の目を覚まさせることなのだから、馴染んでいる場合じゃない。

　ため息混じりにふと見上げた時計の針が指し示していた時間に、怜司はぎょっとした。

「しまった、もうこんな時間か!?」

　怜司は慌あわただしく洗せん濯たく籠かごを手にベランダへと向かう。

　ぼんやりとしていたせいで、無む駄だに時間を消費してしまった。とりあえずは出かける準備をしなくてはと、バタバタと仕度を始めたのだった。







　　　　４




「うわ、すごい人だな……」

　応急処置用のカバンを手に体育館に足を踏ふみ入れた怜司は、公式戦にほとんど出ていないような弱小チーム同士の練習試合だとは思えないほどの人出に圧あつ倒とうされた。

　観客席はほぼ埋うまり、制服を着た女子高生や企き業ぎようの関係者らしき姿も見える。きっと、彼らの目当ては響なのだろう。

　怜司は気を取り直し、チームの監かん督とくと顧こ問もんに挨あい拶さつに向かった。控ひかえ室代わりになっている更こう衣い室に顔を出し、選手以外の姿を探すと入り口近くで話し合っていた。

「おはようございます」

「ああ、おはようございます。あなたが新任の桜庭先生ですか？」

「はい、今月からこちらの学園でお世話になってます。まだまだ若じやく輩はいですが、よろしくお願いします」

　今日は一応、試合でもしものことがあったときのための控えの医師として顔を出している。わざとらしく白衣を着ているのもそのためだ。

（だって、響の試合が楽しみで仕方なかったなんて知られるわけにいかないだろ）

　そんな親（？）バカ丸出しで来るなんて恥ずかしすぎる。

「こちらこそ、お世話になります。今日は休みだというのに、わざわざすみません」

「いえ、私も試合を観てみたかったので」

「正直なところ、勝てるとは思いませんよ。練習試合を申し込まれることはよくあることなんですが、まさか村越響のいるチームからとは思いませんでした」

「彼はそんなにすごいんですか？」

「あれ？　桜庭先生も彼を観ていくつもりだったんじゃないんですか？」

「すみません、スポーツ関係には疎うとくて。純じゆん粋すいに試合を楽しみにして来たんです」

　というのはもちろん噓うそだ。響の活かつ躍やくする姿が観たかったに決まっている。

「そうだったんですか。村越は高校バスケの全国大会で優勝したチームの選手で、小こ柄がらだけどＮＢＡにもいけるだろうって云われてた選手なんですよ」

「へえ…」

　怜司から見れば相当の長身だが、響程度の身長ではバスケットボールプレイヤーとしては小柄と云われてしまうのだろう。

「それがどこのチームからのスカウトも断って、大学ではバスケをしないなんて噂うわさもあったんですが、まさかＫ大のチームに入ってるとは……ああ、すみません、長々とお引き留とめしてしまって」

「いえ、興味深いお話を聞かせていただけてよかったです。せっかくですから、彼に注目してみますよ」

「ウチのチームも応おう援えんして下さいね」

「もちろんです。私は二階席にいますので、何かありましたら呼んで下さい」

　これで響ばかり見ている云い訳ができたと思いながら、控え室をあとにする。試合が始まる前に響のところにも顔を出そうと思っていたけれど、この様子だと近寄らないほうがいいかもしれない。

　怜司は早々に二階の客席に上がることにした。八割方埋まった客席で空席を見つけ、腰を下ろす。控えの医師としては緊きん急きゆう事態があったときのためにドアの近くに控えておくべきではあるけれど、どうせなら試合をよく観たい。できるだけ前の席を探して腰を下ろした。

（……響……）

　一階を見下ろすと、ストレッチをしている選手の中に響の姿を見つけた。綺き麗れいに筋肉のついた手足にバランスのいい体格は、同世代の選手たちに交じっていても目を引く。

　思わず見み蕩とれていると、不意に響が振ふり返った。そして、客席に目を向け、怜司を見つけた。

「……っ」

（何で、ここにいることがわかったんだ!?）

　野生動物のような勘かんに驚おどろきつつ、こちらに手を振ってくる響を恥はずかしく思いつつも気づいてもらえたことは嬉うれしかった。

　だが、怜司も軽く手を上げて応こたえようとしたとたん、近くにいた女子高生がはしゃいで、手を上げそこなってしまった。

「ねえねえ、いま響くん、こっちに手ぇ振ってくれたよね!?」

「ほらぁ、やっぱりあたしたちのこと覚えててくれたんだって！」

　囀さえずるように喜んでいる彼女たちは響のファンのようだ。

（ファンには『響くん』て呼ばれてるんだな）

　やけに親しげな様子に苦く笑しようしてしまう。はしゃぐ二人を複雑な気持ちで見ていたら、彼女たちの会話が耳に入ってきた。

「大学入ったらバスケやめるって噂あったけど、響くんがやめるわけないよね」

「でも、どうしてこんな弱いチームに入ったのかなぁ？」

「ねー、せっかくの実力がもったいない」

「それとも、もうどこかの実業団に入るの決まってるとか？」

「それはあるかも！　響くんならアメリカ行きもありえるし、将来に備えて大学は勉強優先にしたのかもね～」

　好き勝手な予想だが、響がどれほどバスケットボール界で期待されていたのかはよくわかった。彼女たちにとっては、バスケットボールをしている響が自然な姿なのだろう。

「…………」

　何とも云えないもやもやとした気分を抱かかえていると、下のコートで選手たちに集合がかかった。そろそろ試合が始まるのだろう。

　バスケットボールのルールは詳くわしくは知らないが、見ていれば試合の流れくらいは摑つかめるだろうか。

　コートを見下ろすと、握にぎった手の平が汗あせばんできた。たかが練習試合だが、響への注目の大きさを知り、何となく緊きん張ちようしてきてしまったらしい。

　中央に各チームの選手が一名ずつ立ち、ボールが投げ上げられる。それぞれの選手がボール目がけて高くジャンプし、試合は始まった。途と端たんに会場の空気が一変する。

「響くーん！　がんばってー!!」

　バスケットシューズと床が擦すれる音が体育館の中に鳴なり響き、女の子二人は目を輝かがやかせながら、声を振り絞しぼって応援している。

　怜司は試合の行方ゆくえを───響の動きを固かた唾ずを吞のんで見守った。

「すごい……」

　思わず呟つぶやいてしまうほど、響のレベルが飛び抜ぬけて高いことは素人しろうと同然の怜司の目にも明らかで、一人で次々とゴールを決めていく。だが、決して独りよがりのプレイではなく、チームメイトのサポートもし、上手うまく試合を運んでいた。

（楽しそう、だよな……）

　コートの中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回る響は、いつになく生き生きしていた。水を得た魚とはこういうことを云うのだろう。

　響から目を離はなせずにいると、後ろから男性の声が聞こえてきた。

「やっぱり、村越はここ何年かの逸いつ材ざいですね」

「ああ、どこのスカウトにも首を縦に振らないのはＮＢＡにチャレンジしたいからかと思っていたが、まさか普ふ通つうに進学していたとはな」

「でも、バスケをやめたわけではなくてよかったですよ。様子を見て、またアプローチをかけてみます」

　どこかのチームのスカウトマンだろうか？

　響が「スカウトは全すべて断った」と云っていたのは、事実だったらしい。疑っていたわけではないけれど、こんなにも存在を乞こわれていたとは思わなかった。

（本当にすごい選手なんだな、響って……）

　周囲の評価を耳にしているうちに、響がだんだんと遠い存在のように思えてくる。本当は自分には手の届かないところにいるような人間なのではないだろうか？

（やっぱり、いまのままじゃまずいよな……）

　このままでは、やはり自分の存在は響の足あし枷かせにしかならない。それどころか、どんどん抜け出せない方向へと来てしまっているような気がする。

　いまの生活があまりに楽しくて当初の予定を忘れかけていたけれど、響の世話を焼いてばかりでは何も解決しない。

（せっかく期限を設けたのに、自分でそれを引き延ばしてどうする）

　怜司にだってやらなくてはならないことが山積みなのだ。

　もちろん、仕事もあるし新しい部屋も探さなくてはならないし、顔を合わせていないせいで忘れがちだけれど、生駒のこともどうにかしなくては。

「……っ！」

　ピー！　と甲かん高だかい笛の音に、怜司は我に返った。考えごとをしている間に試合が終わってしまっていた。

　響の活躍を見み逃のがしてしまったことを残念に思いつつコートを見てみると、いつの間にか隣となりに座っていた女の子たちが一階に下りていた。

　響は何人もの女の子に取り巻かれ、プレゼントや手紙らしきものを差し出されている。響一人を囲み、我先にと視界に入ろうとしている彼女たちもすごいけれど、表情一つ変えていない響もすごい。きっと、こういう状じよう況きようは慣れたものなのだろう。

　どうやら響はプレゼントの類たぐいを全て断っているようで、何も受け取ろうとしていない。そんなやり取りの間に、また女の子が一人入ってきた。

　さっきもチームのベンチの近くにいたことを考えると、マネージャーなのだろう。きっと、足止めを食らっていた響を呼びに来たに違ちがいない。

　響は必死に呼び止めるファンの子たちを残し、マネージャーと連れ立ってホールの外へと向かう。その光景は何故なぜか怜司の胸を苦しくした。

（……何だ、これ）　>>>♥

　マネージャーは親しげに響の剝むき出しの腕うでに触ふれている。見上げる表情が紅潮し、その瞳ひとみには響しか映っていないことは、怜司の位置からでもよくわかった。

「────」

　いたたまれない気持ちで席を立ち、踵きびすを返す。これ以上、人の輪の中にいる響を見ていたくなかった。

　控ひかえ室の前で立ち話をしていた顧こ問もんに声をかけ、足早に体育館をあとにする。

　医務室へ戻もどる道すがら、一人ため息をついていると、ポケットに入れたままになっていた携けい帯たい電でん話わが鳴り響いた。

「……！」

　一いつ瞬しゆんびくりとしたけれど、恐おそる恐る取り出して液えき晶しよう画面を確認する。そこに表示されていたのは松前の名前だったため、肩かたの力が抜けた。

（あの人のせいで過か敏びんになってるんだよな……）

　番号を変えたのだから生駒からかかってくることはないのだが、しつこく電話をかけられていた時期があったため、そのときのことを思い出して警けい戒かいしてしまうのだ。

（そうだ、先せん輩ぱいに相談してみよう）

　響のことを相談できるのは、松前しかいない。行ゆき詰づまってしまったいま、第三者の冷静な視点からの意見を聞いたほうがいいだろう。

「はい、桜庭です」

　怜司は立ち止まって、電話に出る。耳に押し当てたスピーカー部分から聞こえてきた松前の声は、心なしか苛いら立だっているようだった。

『俺だ、怜司。いま大だい丈じよう夫ぶか？』

「あ、はい。でも、どうかしたんですか？」

『どうかしたじゃないだろう。心配してたんだぞ、あれ以来連れん絡らくもよこさないで』

　呆あきれた口調が返ってくる。苛立ったように聞こえたのは、心配してくれていたからのようだ。怜司は先日のフォローをしそびれていたことを反省する。

「あ……すみません、ちょっとバタバタしてて……」

『元気にしてるんならいいんだ。何か困ったことがあったら、気き兼がねしないで云えよ』

　怜司の無事を確かめた松前があっさりと電話を切ろうとするのを、怜司は慌あわてて引き留とめた。

「あ、あの！」

『ん？　何だ？』

「実はちょっと頼たのみがあるんですが……」

　怜司は思い切って、そう切り出した。

『頼み？　もしかして、まだ生駒がちょっかい出してきてるのか？　病院じゃ大人おとなしくしてるんだがな』

「いえ、その、違う件で相談に乗ってもらいたいんです」

『どういうことだ？』

「その…差さし迫せまったことじゃないんですが、先輩の意見を聞かせてもらえたらと……。できたら、直接会って話がしたいんですが。色々とお礼もしたいですし」

　気け色しきばむ松前に慌てて説明をつけ加える。お礼をしたいのも本当だ。世話になったお返しには足りないだろうが、食事くらいご馳ち走そうしたい。

『何だ、そういうことか』

「いつが都合がいいですか？」

『今晩どうだ？　ちょうど空あいてるし、美味うまい刺さし身みを食わせてくれる店を見つけたんだ』

　快く了りよう承しようしてくれた松前にほっとしつつ、待ち合わせを決める。

「じゃあ、そこで。待ち合わせはどうしますか？」

『ちょっと早いが五時にＭ駅の南口出たとこにいてくれ。車で迎むかえに行くから』

「わかりました。それじゃあ、またあとで」

　通話の切れた携帯電話をポケットへと戻し、再び歩を進めようとしていると背後からこちらに向かって走り寄ってくる足音が聞こえてきた。

「怜！　こんなところにいたのか」

「……響」

　まさか、追いかけてくるとは思わなかった。こんなことならさっさと医務室に戻っていればよかったと後こう悔かいしたけれど、もう遅おそい。

　体育館からここまで走ってきたはずなのに、響は息一つ切らしてしない。自分との体力の差に改めて驚おどろいてしまう。

「戻るなら声かけていってくれればいいのに」

「忙いそがしそうだったから遠えん慮りよしたんだよ。チームのほうはいいのか？」

　練習試合とはいえ、個別の行動は許されないのではないだろうか？

　怜司の心配をよそに、響は平然としている。

「用事があるからって抜ぬけてきた」

「ダメじゃないか、ちゃんと最後までいないと」

「大丈夫だよ。ミーティングも終わらせてきたし、今日はもう帰れる。いつまでも残ってたら、色々と面めん倒どうだし、監かん督とくの許可は取った」

　ため息混じりの響の言葉に、さっき目にしたファンの女の子たちや企き業ぎようチームの関係者のことを思い出した。

　元よりスカウトを受ける気がないのなら、何度も繰くり返される誘さそいの言葉は鬱うつ陶とうしいだけなのかもしれない。

　昨日の夜、改めてプロになる気はないのかと確かく認にんしてみたけれど、響の答えは明白だった。

『俺は普ふ通つうに大学卒業して資格取って、普通に就職していきたいんだ。地道に生活していくのが夢なんだよ。だから、プロって選せん択たく肢しは俺の中にはない』

　あそこまできっぱりと云われてしまうと、それ以上追つい及きゆうできなくなってしまう。

（……でも、地道に生活していくのが夢なら、やっぱり俺は邪じや魔まにしかならないよな）

　同性を恋こい人びとにするならば、響の夢見る『普通』とはかけ離はなれていく。『普通』を望むというのなら、あのファンの子たちのような可愛かわいい女の子のほうがいいに決まってる。

「怜？　どうかしたか？」

「───さっきの子はいいのか？」

「さっきの？」

「あ、いや、何でもない」

　ぼんやりとしていたせいで云うつもりのなかった言葉を口にしてしまう。響が訝いぶかしげな顔をしたことに気づき、ごまかすために怜司は慌てて作り笑いを浮うかべた。

（彼女のことを気にしているなんて、まるで嫉しつ妬としてるみたいじゃないか）

　自分と響は恋人でも何でもないのだから、『嫉妬』なんて感情を抱いだくわけがない。響の人気のすごさを実際に目にしたことで、驚いただけだ。そうに決まってる。

「そうか？　怜、このあと予定は？　何か仕事残ってるなら待つけど」

「いや、とくに……」

「じゃあ、一いつ緒しよに帰ろう。スーパー寄ってくだろ？」

「…………」

　まるで、響の世界は自分を中心に回っているかのようだ。実際、いまの響の目には怜司のことしか映っていないのだろう。

（このままじゃダメだ）

　決意を新たにしたけれど、いますぐ突つき放はなすなんてこともできない。響が悲しむ顔は二度と見たくないのだ。矛む盾じゆんする気持ちを抱かかえ、怜司は困り果てた。

　結局はどこまでも甘いのだろう。響に対しても、自分に対しても。

「ごめん、今日はちょっと用事ができたんだ。夕食も作れそうにないから、適当にすませてくれないか？」

「用事って？」

「前の職場の先輩に会うんだよ。転職を手助けしてもらったから、事後報告をするだけだ」

　答えが云い訳めいてしまうのは、響のことを相談しようと思っているせいだろうか？

「何時に帰ってくるんだ？」

「まだわからないけど、そんなに遅くならないよ。帰る前に連絡するから」

「じゃあ、迎えに行く」

「いいよ、子供じゃないんだから。試合のあとなんだから、ゆっくり体を休ませとけ」

「あのくらいの試合、別に大したことない。で、その約束、何時からなんだ？」

「五時…だけど……」

「じゃあ、それまで時間あるだろ。腹減ったから、一緒にメシ食いに行こう。荷物取ってくるから医務室で待ってて。あとで試合の感想聞かせろよ」

「メシって……、おい！　響!?」

　一方的に予定を決めた響は、怜司の返事も聞かずに体育館へと戻もどっていく。怜司は響を呼び止めようと手を伸のばしたけれど、届くことはなくただ空をかくことしかできなかった。










「いいか？　寄り道しないで帰るんだぞ」

「わかってるよ」

　二人で食事をすませたあと、怜司は響を帰すために駅までついてきた。まっすぐ帰るとは云っているが、改札までは見送っておきたかった。

（俺も過保護だよな……）

　そう自覚しつつも、目の前にいると世話を焼きたくなってしまう。

「帰ったらユニフォームとか洗っとけよ。洗せん濯たく機きの使い方は覚えたよな？　柔じゆう軟なん剤ざいを入れるのを忘れるなよ」

「わかってるって。心配しないでもちゃんとやる。それより、怜もあんまり遅くなるなよ。駅まで迎えに行くから、帰る前に連れん絡らくしろよ」

「未成年が余計な心配するな。ほら、さっさと帰れ」

　過保護なのはお互たがい様なのかもしれない。怜司はなかなか帰ろうとしない響の背中を押し、改札へと無理矢理歩かせた。

　渋しぶ々しぶ歩き出した響は首だけ捻ひねり、もう一度念を押してくる。

「連絡！　絶対しろよ！」

「はいはい、わかったわかった」

　物云いたげな顔をして振ふり返りながらホームへの階段を上っていった響が見えなくなると、怜司は松前との待ち合わせ場所である南口に向かった。

　車で迎えに来ると云っていたから、ロータリーから見やすい位置にいたほうがいいだろうと判断し、タクシー乗り場から少し離れたところに立つ。

（まだ来てないみたいだな）

　あたりを見回してみたけれど、それらしき車はない。

　腕うで時ど計けいを確認すると、待ち合わせまであと五分ほどある。とりあえず、到とう着ちやくしたことを知らせるメールだけ打っておこうと思ったそのとき、強い力で誰かに肩かたを摑つかまれた。

「怜司」

「生駒さん!?」

　振り返ることなく、その声だけで相手がわかる。予想だにしていなかった人物の登場に、怜司はパニックに陥おちいった。

（どうして、この待ち合わせ場所がバレたんだ？　それとも、響と一緒にいるときからつけてきてたのか!?）

　冷静にならなければと思う気持ちとうらはらに、思考回路は上手うまく働かない。

「は、離して下さい……っ」

「話がある。来い」

　一度手を振り解いたけれど、また摑み直されてしまう。人目は気になったけれど、今度捕つかまったら何をされるかわからない。

　できることなら騒さわぎに乗じて逃にげようと、できるだけ声を張った。

「やめ……っ！　俺は話なんかしたくありません！」

　必死に抵てい抗こうするけれど、ずるずると引き摺ずられてしまう。周囲を歩く人々はちらちらと視線を送ってはきているが、誰一人として助けようとはしてくれなかった。

「……っ！」

　視界に生駒の車が目に入る。車に乗せられたら、お終しまいだ。怜司は渾こん身しんの力を振り絞しぼり、生駒の手の甲こうに爪つめを立てた。

「いッ!?」

　拘こう束そくが緩ゆるんだ隙すきに踵きびすを返して走り出す。しかし、今度は襟えり首くびを摑まれ、ものすごい力で引き戻された。以前よりも形なり振ふり構かまわない生駒の態度に恐きよう怖ふを覚える。

（こんなことなら、ギリギリまで響をつき合わせておくんだった…！）

　だが、いまさら悔くやんでももう遅おそい。後ろから引っ張られた襟が首に食い込み、思うように空気が吸えず、ろくに声も出ない。

「くっ……放し…て……」

「いいから黙だまって車に乗れ！　早くしろ！」

　生駒は酷ひどく急せかしてくる。後部座席のドアが開かれ、もうダメかと思った瞬しゆん間かん、呼びかける声があった。

「───生駒先生？　何をなさってるんですか？」

「まっ…松前先生……！」

　生駒の慌あわてた声が聞こえてくると同時に、摑まれていた襟がぱっと離された。急に入ってきた空気に噎むせていると、松前が背中を撫なでてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶか、怜司」

「は…はい……」

　松前は苦しさに喘あえぐ怜司を自分の背中で庇かばいながら、生駒に向き直った。

「生駒先生、これはどういうことですか？」

　凄すごみを利きかせた松前の低い声は迫はく力りよくがある。隣となりで聞いている怜司も、思わずびくりとしてしまうくらいだ。

「あ…これは、その……たまたま桜庭先生を見かけたものですから、ちょっと話を……」

「話をするのに無理矢理車に乗せるんですか？」

　松前に詰つめ寄よられ、しどろもどろになった生駒はすでに逃げ腰ごしだ。

「ちょ、ちょっとした冗じよう談だんで……あっ、も、もう行かないと！　私は約束があるのでこれで失礼します」

「おい！　話は終わってねぇだろ!?」

　それまでの慇いん懃ぎんな態度を崩くずし、松前が声を荒あららげる。だが、生駒はそそくさと運転席に乗り込み、呼び止める間もなく行ってしまった。

　走り出した車に追いつくわけもなく、怜司たちは虚むなしく生駒の車を見送った。

「くそっ、今日こそ締しめ上げてやろうと思ったのに」

　悔くやしそうに舌打ちをする松前にフォローする。

「いいんです、これ以上迷めい惑わくかけられませんから。来てくれて助かりました」

　実際、少しでもタイミングが遅かったら、あの車の中に押し込まれていただろう。人目があるところではさすがに下手へたなことはしないだろうと高たかを括くくっていたけれど、そんな常識ももう生駒には通用しないようだ。

「いや、俺が遅おくれたのが悪い。それに待ち合わせ場所が漏もれたのも俺のせいだ」

「え？」

「とりあえず、場所を変えよう。ここじゃ、落ち着いて話もできない」

「あ、そうですね」

　二人は好こう奇き心を剝むき出しにした人々の視線から逃のがれるように、近くに停とめてあった松前の車に乗り込んだ。

「先せん輩ぱいの云ってたお店ってどこにあるんですか？」

「車ならここからすぐだ。ちゃんと腹空すかせてきただろうな？」

「はあ、一応……」

　響と食事には行ったけれど、怜司が口にしたのはほんの少しだった。松前との約束のことも考え、食欲旺おう盛せいな響に頼たのんだ料理のほとんどを食べてもらった。

（しかし、よく食うようになったよな、あいつ……）

　小学生の頃ころは給食を食べきることすらできずにいたのに、いまは驚おどろくほどよく食べる。それでも無む駄だな肉がつかないのは若さと運動量のためだろう。

「着いたぞ」

「あ、はい」

　連れてこられたのはこぢんまりとした小料理屋だった。予約をしてあったようで、店に入るなり奥の個室に案内された。

　畳たたみ敷じきの座ざ敷しきだけれど、掘ほり炬ご燵たつ式になっていて足が伸のばせるようになっている。料理はお任せにして飲み物を頼むと、改めてさっきの話の続きを切り出した。

「───あの、待ち合わせ場所が漏れたって、どういうことなんですか？」

「ああ、それがな、どうも昼間のお前との電話を立ち聞きされてたみたいなんだ。電話を切ったあとに、誰かが立ち去る気配がしたんだが、多分あれが生駒だったんだろう。すまなかったな、嫌な思いをさせて」

「じゃあ、偶ぐう然ぜんじゃなかったんですね……」

　盗ぬすみ聞きされたことは腹立たしいが、響と共にいるところをつけられていたわけではないとわかり、ほっとする。

「ああ、俺がお前と連絡取り合ってることを知って、ずっと様子を窺うかがってたみたいなんだ。警けい戒かいはしていたんだが……まったく、懲こりないな、あのおっさんも」

「でも、前はもっと慎しん重ちような人だったはずなのに」

　最近、気になっているのはそのことだ。周囲の評判や上司からの評価をとくに気にする人で、だからこそ本当の性せい癖へきや怜司との関係を隠かくし通せていた。

　だが、今日のような表立った行動を取れば誰が見ているかわからない。いまの生駒には後先を考えていないような怖さがあった。

「そうだな、このところは形振り構わない気がするな」

「この間のことも考えると、周りが見えなくなってるようですね」

「この間のこと？」

「ほら、俺の職場にいきなり来て……って、云ってませんでしたっけ」

　どんどん表情を強こわ張ばらせていく松前に、そのことを敢あえて云わずにおいたことを思い出した。

「聞いてない」

「実は……家で待ち伏ぶせされた日、その前に職場にも現れたんです」

「どうして、それを早く云わないんだ！」

「す、すみません、心配かけると思って…。それに、今後キャンパス内に現れたら警察に通報すると云ってあるので大丈夫かな…と」

　松前が恋こい人びとと一いつ緒しよにいることを悟さとり、いらぬ心配をかけまいと黙っておいたのだ。あれ以来姿を現さなかったため気にせずにいたのだが、生駒はあれで諦あきらめたわけではなく怜司に近づくチャンスを窺っていたのだろう。

「職場まで押しかけたのはそれきりなのか？」

「ええ、いまのところは来ていません。でも、今日の様子を考えると警戒したほうがよさそうですね……」

「本当は警察に云うのが一番いいんだろうが、お前は表おもて沙ざ汰たにはしたくないんだろ？」

「すみません……」

「だから、謝るなよ。お前が悪いわけじゃない。ナースたちの噂うわさによれば、あいつの家庭は最近上手うまくいってないようなんだ。そのせいで苛いらついているのもあるんだろう」

「え……まさか、俺とのことが奥さんに……？」

　松前の発言にぎくりとする。証しよう拠こらしいものはできるだけ残さないようなつき合いをしていたはずだが、生駒自身がぼろを出せばどうしようもない。

　しかし、松前は怜司の不安をすぐに打ち消した。

「いや、その逆で奥さんが浮うわ気きしてるらしいって話だ。それも、ウチの若い医者の誰かが相手らしいんだが、そこまではナースたちも教えてくれなかった」

　教えてくれなかったということは、それが誰かということは摑つかんではいるのだろう。

「相変わらず、彼女たちの情じよう報ほう網もうはすごいですね……」

「まったくだ。迂う闊かつなことはできないよ」

　彼女たちの耳の早さを考えれば、やはり生駒の行動は浅はかとしか云いようがない。このままでは、噂が立つのも時間の問題かもしれない。

「本当にどうしたらいいんでしょうね……」

「できることなら首にしてやりたいが、あいつは親父おやじのお気に入りだからな。よほどの理由がないと難しい」

　病院の御おん曹ぞう司しである松前もまだ経営に口を出せるほどの立場ではない。せいぜい、それとなく進言して物事を進めることはできるけれど、やはり実権を握にぎっているのは院長である父親だ。

　それに個人的な問題で相談に乗ってもらっているのに、松前をそこまで巻き込むことはできない。

「そこまでしていただかなくても……。あんなでも、一応仕事はできる人ですし……」

「相変わらずお前は甘いな。その優やさしさがあいつをつけ上がらせるんだぞ」

　ため息混じりに忠告される。

（やっぱり、先輩にもそう見えるのか……）

　優しいと云えば聞こえはいいけれど、結局は優ゆう柔じゆう不ふ断だんだということだ。迷った挙げ句にタイミングを見失い、いつも事態を悪化させてしまう。そうして、最後には自分が追い詰められるか、いまのように誰かに迷惑をかけることになる。

「すみません……」

「謝るなって、そこがお前のいいところなんだからな。───とはいえ、俺としても生駒を放っておくわけにはいかないんだ。仕事ぶりだって、最近は強ごう引いんさが目についているし、病院内じゃ評判悪くなってきてるしな。直じきに片をつけるよ」

「はあ……」

　松前には何か考えがあるようだったが、ちょうど料理が運ばれてきたため一いつ旦たん会話が途と切ぎれた。並べられていく小こ鉢ばちは盛りつけも鮮あざやかで食欲をそそられる。

「おいしそうですね」

「だろ？　いい酒も揃そろってるから、俺に構わず飲んでいけ」

「でも」

　車で来ている松前は飲酒できないことを考えると、一人で飲むのは気が引ける。こういうとき、若い頃に運うん転てん免めん許きよを取っておくんだったと後こう悔かいする。

「今日は奢おごってくれるんだろ？　自腹なんだから、遠えん慮りよするな」

「そうですか？　それじゃあ……」

　珍めずらしく素す直なおに奢られてくれるらしい。その気持ちを変えさせないよう、松前の勧すすめに従うことにした。日本酒のメニューを店員に持ってきてもらい、飲み口のすっきりした種類の銘めい柄がらを注文する。

「そういや、新しい職場はどうだ？」

　松前は小鉢の中を次々と空にしていきながら、訊たずねてくる。

「みんな親切で、とてもよくしてもらってます。あそこを紹しよう介かいしてもらって、本当によかったです」

　キャンパスが広いため緑も多く、雰ふん囲い気きものんびりとしていて過ごしやすい。大原が云っていたように、女子高生がよく些さ細さいなことで訪れるが、一ひと癖くせも二ふた癖くせもある看護師たちに揉もまれてきた怜司にしてみれば微笑ほほえましい限りだった。

　我れながら現金だとは思うけれど、職場を変えた途と端たん、長く引き摺ずっていた体の不調はすっかりどこかへ行ってしまった。ストレス性の咳せきや蕁じん麻ま疹しんなどが噓うそみたいになくなり、いつになく快調だ。

　ストレスからくる症しよう状じようはその原因を遠ざけてやれば、自おのずとよくなっていくことが多い。今回の件で、それまでに無意識に感じていたストレスがどれだけ大きいものだったか思い知った。

「それはよかった。あとは引っ越しだけだな。いい物件は見つかったか？」

「いえ…それがなかなか……。セキュリティを重視すると、そのぶん家賃も上がってしまうので、条件に合う部屋を見つけるのは難しいですね」

「おい、ちょっと待て。もしかして、いま自宅にいるのか？　この間、生駒が部屋に勝手に上がり込んでたんだろう？　やっぱり、しばらくの間俺の家に来たほうがいいんじゃないのか？」

「あ、いえ、実はいま、幼おさな馴な染じみのマンションで世話になってるんです。そこは生駒さんにもバレてないみたいなんで大だい丈じよう夫ぶですよ」

　そういえば、響の部屋に厄やつ介かいになっていることを伝えそびれていた。この機会に、経けい緯いを説明しておいたほうがいいだろう。

　再び運ばれてきた料理と酒が揃うのを待っていると、松前がふと思い出したかのように云った。

「もしかして、幼馴染みってお前が前によく話してた『響』ってやつのことか？」

「え？　先せん輩ぱいに話したことありましたっけ？」

　まさか、松前の口から響の名前が出てくるとは思わず驚おどろいてしまう。松前は店員が去るのを待ってから、怜司の過去の所業を話し出した。

「酔ようと毎回だ。お前、俺にだけは絡からみ酒なんだよな。遠い親しん戚せきだけど歳の離はなれた弟みたいな存在で、散々、可愛かわいい可愛いって云ってただろ」

「……覚えてません」

　恐おそろしいことに、少しも記き憶おくにない。あまり酒に飲まれるほうではないつもりだが、信しん頼らいしている松前の前だと気が抜ぬけてしまうようで、よく潰つぶれていた覚えはあるけれど。

（いったい、俺は何を先輩に話したんだ……）

　覚えていないぶん、不安が募つのっていく。しかも、酔っぱらいの戯たわ言ごとだ。きっと、ろくでもないことを喋しやべってしまったに違ちがいない。

「赤ん坊ぼうの頃ころから自分が育てたようなもんだって云ってたな。あと、その幼馴染みに修しゆ羅ら場ばを見られたから、東京に逃にげてきたって話も聞いた」

「忘れて下さい…っ！」

　一番隠かくしておきたいことを自らバラしていたことを知り、怜司は青ざめる。だが、松前は構わずに話し続けた。

「お前、そいつのこと恋れん愛あい対象として好きだったんじゃないのか？　だから、そこまで過か剰じように意識してんだろうなって思ってたんだけど？」

「ななな何云ってるんですか！　相手は小学生だったんですよ!?」

「別にガキの頃に手ぇ出したわけじゃないんだから問題ないだろ。それにいまなら、だいぶ育ってんじゃねぇのか？」

「あ、あいつは弟みたいな相手であって……」

　にやにやとした松前の追つい及きゆうに、言こと葉ば尻じりが小さくなっていく。

（何で俺が動どう揺ようしなくちゃいけないんだ……！）

　好きだと云ってきているのは響のほうで、怜司ではない。家族のような存在として好意を抱いだいてはいるけれど、断じて恋愛感情ではないはずだ。

「まあとにかく、気心の知れた相手なら安心だ。お前は意外と人見知りだからな」

「そんな子供みたいに云わないで下さいよ」

「子供じゃないなら、次は悪い男に引っかかるなよ」

「……気をつけます」

　松前にかかれば、何度忠告されても質たちの悪い男に引っかかるような自分など、まだまだ子供のようなものなのかもしれない。

　怜司はバツの悪い気分を押し流してしまおうと、日本酒が満たされたお猪口ちよこをぐいと空けた。こんなふうに飲むには上品すぎる味に、自分の至らなさを嚙かみしめる。

「そういや、相談があるんだったか？」

「……あ……」

　思い出したかのように問われ、怜司は口くち籠ごもる。

　昔、自分が響のことを松前に話していたといまさらながらに知らされた気まずさのせいで、響のことを云い出しにくくなってしまった。

　可愛いと云っていた幼馴染みに押し切られ、体の関係を持ってしまったとは切り出しにくい。

　しかも「好きだったんじゃないのか？」などと云われた直後にもう関係を持ったなどと話せるはずもない。仕方なく、他ほかの懸け念ねん事じ項こうでごまかすことにした。

「あー…その、大半は生駒さんのことだったんで。あと、引っ越し先がなかなか見つからないんで、いい不動産屋を知ってたら教えてもらいたいと思ってたんです」

「そういうことか。高校のときの友人が不動産関係の仕事をしてるから聞いておこう。それと、生駒のことは俺のほうでも何か手を打っておくから、お前も油断するなよ。暗くなったら、一人で外を出歩かないこと。いいな？」

「そんな、別に女の子じゃないんですから」

　年とし頃ごろの女性ならともかく、男なのにそこまで用心する必要はあるだろうか？

　庇ひ護ごされてばかりいる自分が情けなくなってくる。

「男も女も関係あるか。さっきのことを思い出してみろ。常識が通用しなくなった人間ほど怖こわいものはないんだって、肝きもに銘めいじとけ」

「……わかりました」

　松前がいまの恋こい人びととつき合うようになった当時、何らかのいざこざがあったことだけは聞いている。きっと、そのときの経験を踏ふまえて忠告してくれているのだろう。

　友人である自分にこんなに親身にしてくれるのだ。恋人にはどれだけ甘い顔を向けているのだろうか？

「ん？　俺の顔に何かついてるか？」

　刺さし身みを口に運んでいた松前は、怜司の視線に気づいて箸はしの動きを止めた。

「いえ、先輩の恋人は幸せだろうなって思って」

「何だ、いきなり」

　唐とう突とつな怜司の言葉に、松前は怪け訝げんな顔をした。

「ふらふらしてた割りに独どく占せん欲よくは強そうですけど、マメだし世話焼きだし」

「それは褒ほめてるのか貶けなしてるのか、どっちなんだ」

「褒めてるじゃないですか。やっぱり、束そく縛ばくされるなら優やさしくしてもらいたいですよね」

「お前は基本的に男の趣しゆ味みが悪いだけだ。どうしたら、あんなろくでなしばっかり捕つかまえられるんだ」

「あはは……」

　云われた言葉は耳に痛かったけれど、本気で心配してくれている松前の言葉だからこそ、温かく感じられる。

「次は俺みたいないい男選べよ」

「わかりました」

　冗じよう談だん交じりの忠告に笑いが零こぼれる。自分の好みは別にしても、松前以上の『いい男』はそうはいないだろう。そんな相手が簡単に見つかれば苦労はしない。

　そのときふと、響の顔が思い浮うかんだ。

（何で、あいつの顔が浮かぶんだよ）

　見た目は好みのストライクゾーンのど真ん中だし、将来も有望で性格も悪くない上に、気心は知れている。

（でも、ダメだ。あいつだけはダメだ）

　怜司は必死に自分に云い聞かせる。

「怜司、せっかくなんだ、もっと飲めよ」

「わ、すみません」

　ぼうっとしていたら、空のお猪口に松前が酒を注いでくれていた。無理矢理思考を振ふり払はらい、注つがれた酒に口をつける。今日こそは悪わる酔よいしないようにと心に誓ちかいながら。










「今日はどうもありがとうございました」

　松前は食事のあと響のマンションまで、車で送ってくれた。酔い潰れはしなかったけれど、少し飲みすぎてしまい、いささか足にきている。

「こっちこそ、ご馳走さん。じゃあ、また何かあったら連れん絡らくしろよ」

「はい。でも、恋人の惚のろ気け話はもういいですから」

　松前にはいまの恋人の惚気を散々聞かされることになった。まだ会ったこともないのに、すでに知り合いのように思えるほど、彼について詳くわしくなった気がする。

「聞きたいって云ったのはお前だろう。文句云うな」

「あんなに長々と話されるとは思わなかったんですよ。先せん輩ぱいがあんな恥はずかしい人だとは思いませんでした」

　始めは本気になる予定じゃなかったとか、助手席には彼しか乗せたことがないとか。意外にも松前のほうが振り回されていると知り、驚おどろかされた。

「何だと？　昔、散々惚気につき合ってやった恩を忘れたのか？」

「だからそれは覚えてないって云ってるでしょう！　それに俺のは惚気とは違ちがうじゃないですか！」

「あれが惚気でなきゃ何なんだ。素す直なおに認めちまえ」

「だから！」

　車の窓まど越ごしに松前と話をしていると、突とつ然ぜんキツい口調で名前を呼ばれた。

「怜！」

「あ、響……」

　マンションのエントランスから出てきた響の姿にはっとする。いまの会話を聞かれていたらとドキドキしたけれど、告げられたのは小言めいた言葉だった。

「なかなか帰ってこないから心配した。連絡もないし、携けい帯たいも全然出ないし、どういうつもりなんだ？」

「悪い、忘れてた……。電話もマナーモードにしたままで気づかなかったみたいだ」

　帰る前に連絡を入れると約束していたのに、すっかり忘れていた。携けい帯たい電でん話わを見てみると着信が響の名前で埋うまっていた。十分置きに、何度も何度もかけてきていたのがわかる。

（心配…するよな……）

　生駒との一件を知っているのだから、何かあったのではと不安を抱いだいてもおかしくはない。響の気持ちを考え、もう一度謝罪した。

「本当にごめん」

　真面目に謝ると、響の口調が幾いく分ぶん柔やわらかくなる。

「次からは気をつけろよ。でも、怜が無事でよかった」

「わっ、こら！　何するんだ！」

　何気なく伸のびてきた腕うでに抱きしめられ、慌あわてて響の体を押し返す。

（先輩の前で何てことするんだ……っ）

　どうフォローすればいいのかと頭を悩なやませていると、松前が先に訊たずねてくる。

「怜司、彼は？」

「───こいつ誰だよ？」

　松前の問いかけに、響が先に反応した。何故なぜか敵てき愾がい心しんを剝むき出しにして松前を睨にらみつける響を無理矢理押し退のけ、怜司は小声で注意する。

「こいつって……俺の先輩だ！　失礼な口きくな！　すみません、礼れい儀ぎがなってなくて」

　響の代わりに頭を下げると、松前は楽しそうな笑えみを口元に浮かべる。

「なあ、もしかして彼が例の幼おさな馴な染じみか？」

「は…はい……」

「何だか、イメージと違ちがうな。お前の話だと───」

「せ、先輩っ」

　響のことをどんなふうに話していたかを本人に教えられたくはない。余計なことを云いうなと目で訴うつたえると、松前は意味深な笑みを浮かべて言葉を切った。

「わかった、昔のことは内ない緒しよにしててやるよ。それじゃあな。困ったことがあったら、すぐ連絡するんだぞ」

　松前は軽く手を上げると、夜の闇やみに車を滑すべらせていった。

　マンションの前に響と二人取り残され、気まずい沈ちん黙もくが降りる。

（いまの、響が気にしてなきゃいいけど……）

　酔ようたびに響について語りまくっていたなんて知られるわけにはいかない。だが、そんな怜司の希望を知ってか知らずか、響はストレートに訊ねてきた。

「昔のことって何？」

「……お前には関係ないだろ」

「本当にメシ食ってきただけなのか？」

「そうだよ」

「どんだけ飲んできたんだよ。酒臭くさい」

「そんなの俺の勝手だ」

　追つい及きゆうを避さけるため、そそくさと歩き出す。響の部屋に着くまで、何度問われても沈黙を守り通した。

「俺に何を隠かくしてるんだ？」

「…………」

「怜、何で黙だまってるんだよ」

「しつこいな。響には関係ないって云ってるだろ！」

　繰くり返される質問に、つい声を荒あららげてしまう。ムキになってしまうのは、気き恥はずかしいせいだ。あんな形で、酔って語るほどに可愛かわいがっていた存在を松前に紹しよう介かいするハメになるとは、想像もしていなかった。

　───お前、そいつのこと恋れん愛あい対象として好きだったんじゃないのか？

（そんなことあるわけない！）

　蘇よみがえってきた松前の言葉を心の中で否定する。怜司にとって響は『家族』であって、それ以外の何物でもない。

　そう自分に云い聞かせていると、響が絞しぼり出すような声で訊きいてきた。

「今度はあいつなのか？」

「は？」

「俺なんかより大人おとなで頼たよりがいがありそうだもんな。遊び慣れてそうだし、セックスも上手うまいんだろうな」

　不ふ機き嫌げんに問われ、響が松前のことを誤解したことに気づく。そっけない自分の態度を間ま違ちがった方向に深読みしたのだろう。

「何バカなこと…───」

　怜司は咄とつ嗟さに否定しようとしたけれど、すぐに考え直した。響との関係を早く終わらせるためには松前のことを好きなのだと誤解させたままのほうがいいかもしれない。

「……そうだな。年下のお前より、あの人のほうが年上で頼りになるし、経験値も高いしな」

　怜司は、わざと誤解を深めるようなことを口にする。それは予想以上の効果を発揮した。

「あいつと寝ねたのか……？」

　顔色をなくした響の問いかけに、怜司は思わせぶりに笑ってみせる。もう一ひと押おしすれば、響も愛あい想そうを尽つかしてくれるだろう。

　そう思って口を開こうとした瞬しゆん間かん、響に腕を摑つかまれた。

「痛…っ、ひ、響？」

　乱暴に寝しん室しつに連れ込まれ、物のようにベッドへと放られる。スプリングに受け止められた体は体勢を整える前に体を押さえ込まれてしまった。

「あんなに俺が抱いてるのに、それでも男をくわえ込むなんて本当に好きものなんだな」

「初めからそう云ってるだろ。いまさら何云ってるんだ？」

　露ろ悪あく的に返したけれど、本当は傷ついていた。自ら植えつけたイメージであっても、響からの蔑さげすみの言葉は胸に深く突つき刺ささる。

「でも、約束したよな？　ここにいる間は他のやつとはつき合わないって」

「成り行きってものがあるだろ？　察しろよ、そういうことは」

　鼻先で笑うふりをしながら、今日、二つもの約束を破ってしまったことに気がついた。だが、もうあとには引けない。

（ごめん、響）

　視線を合わせたら、本音が見み透すかされそうな気がして目を逸そらす。響はそんな怜司の態度も気に障さわったらしい。

「俺との約束より、成り行きのほうが大事なのか!?」

「そういうこと云ってるから、ガキなんだよ。もう、茶番はお終しまいにしたほうがよさそうだな」

「もう黙れ……！」

「ン…っ!?」

　響は苛いら立だった様子で眼鏡めがねを取り去り、嚙かみつくようなキスをしてきた。

「やめ…っ、響、や───んぅ、んんんっ」

　頰ほおを摑まれ、口をこじ開けられる。その隙すき間まから舌を捩ねじ込まれ、貪むさぼるように口こう腔こうを搔かき回された。全てを奪うばい去るような荒あら々あらしい口づけに、息いき継つぎも上手くできない。

　キスをやめさせようと拳こぶしで響を叩たたいてみたけれど、怜司の手は簡単に捕らえられ、頭の上で縫ぬい留められてしまう。

「ん、んーっ、んん……っ」

　響は口腔を貪りながら、怜司のシャツに手をかけてきた。いくつかボタンを外したあと、乱暴に合わせを引っ張った。

　布が引き裂さかれる音がして、ボタンがいくつか弾はじけ飛ぶ。露あらわになった肌はだを無ぶ遠えん慮りよに撫なで回された。

「ふっ……ん、ぅ……ん……」

　背筋を這はい上がってくるぞくぞくとした震ふるえが、怜司の体を支配していく。強こわ張ばらせていた四し肢しを弛し緩かんさせると、キスが少しだけ優しくなった。

　舌同士が絡からみ合い、お互たがいの唾だ液えきが混じり合う。だが、溢あふれるそれを飲み込む暇ひまは与あたえられず、口の端はしから伝い落ちていった。

「……っは……」

　酸欠と快感に意識が霞かすみかけた頃ころ、ようやく唇くちびるが解放された。一いつ瞬しゆん、物足りなさを覚えたけれど、すぐに状じよう況きようを思い出す。

（夢中になってどうする…！）

　またいつものように流されるつもりなのか。

　快感に溺おぼれかけていた自分を叱しつ咤たしつつ、乱れた呼吸を整えようと肩かたを上下させていた怜司は、自分を組み敷しく男を見上げ───ぞくりと体を震わせた。

（───怖こわい）

　込み上げてきた恐きよう怖ふに体がわななく。自分を見下ろす響の目が、尋じん常じようではない色を宿していたからだ。

　響の想おもいが怖いわけではない。

　それに流され、溺れてしまいそうな自分が怖かった。

　怜司は自分が恋愛にのめり込み、依い存そんしやすい性格だということを自覚している。だからこそ、生駒にも深入りしないようにしていたのだ。

　深くつき合えばつき合うほど自らを疲ひ弊へいさせ、裏切られたとき絶望する。

　いままでつき合ってきた男たちのように、響は不誠実ではないことは知っている。けれど、人の気持ちは変化する。それは誰にもどうすることもできないことだ。

　手に入れたあとで失うことになるくらいなら、初めからないほうがいい。ましてや、それが誰よりも大事に想っている相手ならなおさらだ。

（───臆おく病びよう者）

　怜司は胸の内で、そう自分を詰なじる。

　響のためにと口では云いながら、本当は響を失いたくないだけだ。家族なら絶対に失うことはないからと、逃にげ道にしてるだけでしかない。

「何考えてるんだよ、怜」

「…………」

「また黙だんまりか？　逃げる気がないなら、このまま抱だくぞ」

　怒おこっているくせに、そんなふうに訊たずねてくる優やさしさに瞳ひとみの奥が熱くなる。

（これで最後にしよう）

　ずるずると一いつ緒しよにいるから、響に依存してしまうのだ。距きよ離りを置けばもっと毅き然ぜんとした態度を取れるに違ちがいない。

　だが、終わりにしようと決めた途と端たん、どうしようもないほどの寂せき寥りよう感が襲おそってきた。込み上げてくる感情を堪こらえきれない。

「……う……」

　嗚お咽えつを嚙み殺していると、響のほうがよほど辛つらそうな顔をして訊いてきた。

「泣くほど嫌いやか」

「……っ」

　苦い表情で問われ、反射的に首を左右に振ふる。嫌だなんて思ったことは一度もない。本当は嬉うれしかった。

　ずっと忘れられずにいたことも、ずっと想ってくれていたことも。甘えてくる男とばかりつき合っていたのは、幼い頃の響の面おも影かげを求めてばかりいたからだろう。

　誰かに必要とされることで、響に会えない淋さびしさを埋うめようとしていたのだ。

「怜……？」

　不安げな呼びかけに、怜司は響にしがみつく。言葉を口にすれば、また噓うそをつくことになってしまうから。

　……もうこれきりなら、酔よったふりで甘えてしまっても許されるだろうか？

　触ふれ合った体から響の戸と惑まどいが伝わってきたけれど、怜司はさらに強く腕うでに力を込める。ようやく認めた本当の気持ちを告げる代わりに───。










「あっあっ、あっ……あー…っ」

　怜司はびくびくと下腹部を痙けい攣れんさせて、張り詰つめた熱を弾けさせた。自分の放った白はく濁だくがシーツに散っていく光景を見たのは、今日何度目だろう？

　絶頂の余よ韻いんに満ちた体は少しも休ませてはもらえず、揺ゆさぶられ続ける。

「はっ……あ、あ…っ、ぁんっ」

　喉のどからは、送り込まれる律動に合わせるように甘ったるい喘あえぎ声が零こぼれ、容よう赦しやなく与えられる悦えつ楽らくに体はすっかり蕩とろけきっていた。

（本気で溶とけちゃいそう……）

　体力の限界はとうに超こえていたけれど、これで最後だと思うとやめて欲しいとは到とう底てい口にできず、かといって自分からもっととねだることもできなくて、怜司はただ身を委ねていた。

「ぁあ…っ、あっ、あっ、あ……っ」

　滴したたり落ちるほどのローションで濡ぬらされ、泣き出してしまうほど執しつ拗ように解ほぐされた後ろの窄すぼまりは、響の欲望を飲み込み、いやらしくひくついている。

　俯うつぶせにされ、腰こしだけを高く掲かかげられる体勢はあまり好きではないけれど、いまは響の顔を見ずにすむことがありがたかった。

（絶対にいま、酷ひどい顔してる）

　さっきの涙なみだのあとはもう乾かわいたけれど、容赦なく感じさせられ、すでに何度もイカされたあとだ。どれほど、みっともない顔をしているかわからない。

　普ふ段だんは眼鏡で隠かくしている素す顔がおを見られることさえ気き恥はずかしいのに、快楽に溺れきった表情を見られるのはそれ以上に抵てい抗こうがあった。

　そんな怜司の気持ちを知ってか知らずか、響は抜ぬき差しを深くしてくる。限界まで引き抜いた昂たかぶりを勢いよく押し込まれ、悲鳴じみた声が上がった。

「う、んっ……あぁあ…っ！」　>>>♥

　後ろから穿うがたれるたびに、ぐじゅ、ぐじゅ、と卑ひ猥わいな音が立ち、ぬるぬると擦こすれる内ない壁へきは快感に打ち震える。

　突つき上げに体が揺さぶられるせいで、さっきから胸の先がシーツで擦れていた。そんな刺し激げきすら気持ちいいと感じてしまう自分の体が嫌になる。

「あ、そこ……っ、んっ、んん…っ」

　怜司は自分からも腰を動かし、浅ましく快感を貪ろうとする。だけど、あともう少しというところで、硬かたいものをずるりと引き抜かれてしまった。

「や…!?」

　喪そう失しつ感かんにわななく体を返され、充じゆう血けつして張り詰めた性器も快楽に酔いしれた顔も響の眼下に晒さらされる。

「やだ、響……っ」

「すごいな、怜。あんなにイカせてやったのに、またこんなになってる。あの男にも抱かれてきたんだろう？」

「あぅ…っ」

　反り返った欲望を指先で弾はじかれ、びくっと腰が跳はねる。潤うるんだ先せん端たんの窪くぼみからはまた体液がとろりと溢あふれ出た。

「見る…な……」

　卑猥としか云いようのない自分の反応から目を逸そらし、顔を両手で覆おおう。

「何を？　可愛かわいく震ふるえてるこれ？　それとも、そのエロい顔？」

　響は零れたぬめりを自分の指に絡からめ、怜司の昂ぶりを撫なでながら告げてくる。

「やっ……」

　怜司のそれは限界まで張り詰め、ガチガチに硬くなっている。溢れた体液を塗ぬりつけるように擦こすられると、腰の奥がずくりと疼うずいた。

「そんな目してたら、誘さそってるって云われても文句は云えないぜ。俺のが欲しいんなら、自分で足開けよ。恥はずかしい場所がよく見えるように」

「そんな……っ」

「欲しくないなら構わないけど」

　途と中ちゆうで放り出された体はどうしようもなく疼き、次の刺激を待っていた。本能的な欲求の前では、羞しゆう恥ち心しんなど些さ細さいなものでしかない。

　怜司は両足を大きく左右に広げ、おずおずと自らの手で膝ひざの裏を持ち上げた。

　確かなものが欲しくてわななく窄まりを響に見られているのだと思うと、羞恥に頭が煮にえたぎる。

　いつまでこうしていればいいのだろうか。唇くちびるを嚙かみしめて恥ずかしさに耐たえていると、響が感情を消した声で呟つぶやいた。

「……こういうときだけは素す直なおだよな」

「んっ…ぅ、んん、んー…っ」

　指が食い込むほどキツく太ふと腿ももを摑つかまれたかと思うと、体内に再び響の屹きつ立りつが埋め込まれた。熱の塊かたまりはゆっくりと、だが躊躇ためらいなく最さい奥おうまで沈しずみ込んでいく。

　初めは受け入れるのもキツかったのに、いまではすっかりその形を覚えてしまっている。

　ねっとりと絡みつく粘ねん膜まくが感じ取る力強い脈みやく拍はくや押し開かれた体内を抉えぐるように擦られる動き、そして、抉るように突き上げられる気持ちよささえも。

「次はどうして欲しい？」

「動…いて……中、擦って───ひぁ…っ、あ、あ…っ、ああっ」

　掠かすれる声でねだると、響は望みを叶かなえてくれる。一番感じるところに当たる角度で突かれ、怜司は背中を撓しならせた。

「ちゃんと覚えただろう？　怜のいいところ。ここをこうされるのが好きなんだっけ？」

「ぅあ…っ、あ！　や、あっあ！」

「本当にやらしい体してるよな。俺みたいな年下のガキに抱だかれて、感じてるんだからな」

「あっ…ぁ…っ、あっ……ん！」

　自じ嘲ちようめいた言葉で怜司を詰なじりながら、響はさらに乱暴に穿ってきた。

　いまだけは、何を云われても構わない。こうして一番近くで響の熱を感じていられることが幸せだから。

「んぁ…っ、あっ、や、あぁん…っ」

　激しく揺さぶられ、体がシーツの上をずり上がっていく。摑まるものを求めて手を彷徨さまよわせると、不意に響の手が重ねられた。

「ひび…き……？」

　ふわりと唇同士が触れ、一いつ瞬しゆんだけ響の動きが止まる。だが、それも幻まぼろしだったかのようにまた強く突き入れられて、上擦った声が再び上がった。

　体の中を搔かき回してくる熱に翻ほん弄ろうされながら、重ねられた手に指を絡ませた。繰くり返される淫みだらな抽ちゆう挿そうに荒あらい呼吸を継つぎながら、怜司は譫うわ言ごとのように響の名前を呼んだ。

「響……ひびき……っ」

（俺は、この手を離はなさなくちゃいけないんだ）

　そう思えば思うほど、響の手を握にぎる手に力が籠こもる。

　もう少し───もう少しだけ許して欲しいと、怜司は熱に浮うかされながら誰へともなく強く祈いのっていた。










「……ん……？」

　薄うす闇やみの中、怜司はふと目を覚ます。カーテンの向こうから小鳥の囀さえずりが聞こえてきているということは、いまは明け方なのだろう。

　抜けきらない眠ねむ気けと全身の気け怠だるさにもう一度目を閉じようとして、違い和わ感かんを覚えた。

「響……？」

　室内に人の気配はない。いつも響が眠ねむっている場所を探さぐってみると、シーツは冷たくなっている。体を起こしてサイドテーブルを探ると、響に外された眼鏡めがねがケースにしまわれた状態で置かれていた。

　視界をクリアにするためかけてみると、いささか乱暴に扱あつかわれたせいか蔓つるの部分が少し歪ゆがんでしまっていた。

　緩ゆるくなったそれをかけてドアのほうを見てみたけれど、隙すき間まから明かりが漏もれているということもない。

（あいつ、こんな時間にどこに行ったんだ……？）

　もしかして、勉強部屋にいるのだろうかと思い、そっと様子を窺うかがってみたけれど、家の中にはいないようだった。

「…………」

（───出ていくなら、いまだろうな）

　顔を合わせれば、また後ろ髪がみを引かれてしまうに決まってる。その前に距きよ離りを置ける環かん境きようを作るべきだろう。

　幸い、世間は今日から大型連休に入る。つまり、怜司の仕事も休みだということだ。この連休を使って、新居を探すことにしよう。

　その間はホテルにでも泊とまっていればいい。そう決意して、怜司は仕度を始めた。

　だらだらとこの部屋で過ごすうちに増えた荷物はゴミ箱に入れ、持ってきたものだけをカバンに詰つめ込む。

　怜司は手早く荷物をまとめると、玄げん関かんへと向かった。

「そうだ、鍵かぎ返さないと……」

　電話の横にあったメモ帳を一枚破り、『世話になった』と殴なぐり書きする。

　部屋を出て施せ錠じようしてから鍵をそのメモで包み込み、マンションを出るときにエントランスに設置された郵便受けへと放り込むと、スチール製の底に当たる音がやけに大きく響いた。

（これでお終しまいなんだ）

　空っぽになった手を握りしめ、下を向いたままだった顔を上げる。

　怜司はマンションをあとにすると、振ふり返りそうになる自分を抑おさえ、タクシーを拾うために大通りへと足早に歩いていった。
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「さて、と」

　怜司は新しく生活を始めることになった部屋で、目の前に積つみ上がった段ボール箱の山に腕うでまくりをした。ついこの間も似たような状じよう況きようだった気がするが、弱音を吐はいても仕方ない。

　まずは暮らしていくのに必要な部分から先に手をつけていこうと、箱の選別から始める。

（しかし、いざとなると何とかなるもんだよな……）

　これまでもずいぶんと長いこと引っ越こし先を探していたのに、なかなか希望に見合う部屋が空あいていなかったのだが、今回はすぐに条件通りの部屋が見つかった。

　契けい約やくしたのは以前にもいいと思っていたマンションの一室なのだが、春先に問い合わせたときは空き部屋がなかった。何でも、以前の住人が急な転勤で引っ越すことになったらしい。やはり、こういうことも縁えんなのだろう。

　響の部屋よりは手て狭ぜまだが、いままで住んでいたところよりは広めの間取りで、角部屋のため窓も多い。

（いま頃ごろ、あいつ何してんだろ……）

　メモ一つで出ていったことを怒おこっているだろうか？　それとも、もう怜司のことなど忘れて楽しく毎日を送っているだろうか？

　この数日のホテル暮らしは、本当に味気なかった。新居を探し、寝ねに帰るだけの生活のせいもあったけれど、一番の大きな要因は響がいないということだった。

　まるで、胸にぽっかり穴があいたみたいな空くう虚きよ感。気がつくと響のことを考えては手を止め、我に返る。そんなことを繰り返してばかりいた気がする。

（いい加減、考えるのはよせ）

　再び脳のう裏りに浮かんできた響の顔を、かぶりを振って追おい払はらう。余計なことを考えている前に、積み上がった段ボールを開けるのが先だ。

「今日中に終わらせるぞ」

　怜司は気合いを入れ直し、蓋ふたを止めてあるガムテープをびりびりと剝はがしていく。

　空っぽの食器棚だなに食器を並べ、調理器具を流しの下に収めていった。キッチン周りを一通り片づけると、食器の上げ下げで疲ひ労ろうした腰こしを叩たたきながら次は寝しん室しつへと向かう。クローゼットに服を収めるためだ。

　そのとき、不意に来客を知らせるチャイムが鳴った。

「誰だ？」

　引っ越し業者にあとで空き箱を持っていってもらうよう頼たのんだから、それの確かく認にんに戻もどってきたのかもしれない。後日に改めてもらおうと思いながら玄関のドアを開けた怜司は息を吞のんだ。

「……っ!?」

（失敗した……！）

　ドアを開ける前に相手が誰かを確認しておくんだった。後こう悔かいするよりも早くドアを閉とじようとしたけれど、その前に隙間に足を挟はさまれてしまう。

「生駒さん……」

　驚おどろくより先に呆あきれてしまい、どうしてここがわかったのかと訊きく気にもなれない。

（まったく……本当にこの人の執しゆう着ちやくはすごいな）

　いまはむしろ、怜司を追いかけている自分自身に酔よっているのだろう。きっと、相手が誰であろうと同じことをするに決まってる。

「君はつくづく隠かくれんぼが好きらしいな。引っ越し業者をつけてきたら、すぐに居所がわかったよ。いい加減認めたらどうだ？　君は俺に構って欲しくてこういうことをするんだろう？」

「別に探して欲しいなんて云ってませんけど。この足、どかしてもらえますか？」

「君がドアを開けてくれれば、すぐにどかそう」

「開けるつもりはありません」

　わざとらしい笑え顔がおを向けながら、ドアを引っ張る手に力を込めた。だが、生駒もそれ以上の力でドアを開けようとしてくる。

「帰って下さい。本当にあなたの顔を見たくないんです」

「いつまで駄だ々だを捏こねるつもりだ。子供じゃないんだから、聞き分けなさい」

　怜司は笑顔を消し、きっぱりと告げた。

「それはあなたのほうでしょう？　いつまで都合の悪いことから逃にげれば気がすむんですか」

「なっ……お前は私の云うことを聞いていればいいんだ!!」

　生駒が怒りを爆ばく発はつさせた瞬しゆん間かん、ドアが勢いよく開かれてしまった。取っ手を摑つかんでいたため一いつ緒しよに引っ張られ、前のめりにたたらを踏ふむ。そして、転びそうになった体は生駒に受け止められてしまう。

「君には私が必要なんだよ」

「放はなせ……っ」

　耳元で囁ささやかれ、鳥とり肌はだが立つ。反射的に生駒の体を突つき飛ばしたけれど、逆に怜司のほうが玄関に尻しり餅もちをついてしまった。

　ゆっくりと閉まった玄関のドアの前に立ち塞って、こちらを見下ろしてくる生駒の口元には笑みが浮うかべられているけれど、目は笑っていない。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　相変わらず、君はそそっかしいな」

「帰れって云ってるだろう！」

　差し出された手を振り払い、そのまま後あと退ずさる。いまの彼は何をしでかすかわからないため、刺し激げきを与あたえないほうがいいとわかっていたけれど、生駒の手を借りるのは嫌いやだった。

「反はん抗こう的なのも相変わらずだ。少し躾しつけ直さないといけないようだね」

「あんたに躾けられた覚えはない」

「前はもっと素す直なおで可愛かわいかっただろう？」

　生駒はそう云って、警けい戒かいしながらじりじりと距離を取っていた怜司の上に跨またがってきた。

「……っ！」

「いい加減、素直になったらどうだ。私が恋こいしくなったから、あの若造の家を出てきたんだろう？」

「なっ……!?」

　響の家にいたことまで突き止められていたことに衝しよう撃げきを受ける。その間、姿を現さなかったことだけは不幸中の幸いと云えるかもしれない。

「君を満足させてやれるのは私だけなんだよ。君は頑がん固こだからね、言葉で云っても意固地になるだけだと思って待っていたんだ」

「や……っ、やめ……触さわるな……っ」

　首筋に生暖かい息があたる。腰の上に体重をかけられているせいで体を動かせない。

　せめてもの抵てい抗こうに生駒の肩かたに爪つめを立てるけれど、怜司の体をまさぐる手の動きが止まることはなかった。

「怜司……」

「は…なせ……っ、触るなって云ってるだろ!!」

　じたばたとあがき、叩いたり引っ搔かいたりしてみるけれど、興奮し息を荒あらくした生駒には通用しない。

　恐きよう怖ふや嫌けん悪お感よりも怒りのほうが大きかった。響に抱だかれた感かん触しよくを上から塗ぬり潰つぶされていくようで、それが何より許せない。

　服の裾すそから手を差し込まれ、脇わき腹ばらを撫なで上げられた瞬間、頭の中で何かが切れた。

「やめろって云ってんだろ！」

「ぐぁっ」

　握にぎりしめた拳こぶしが怜司にのしかかっていた男の頰ほおにクリーンヒットした。

「れ、怜司……？」

　生駒は頰を押さえながら腰を浮かし、呆ぼう然ぜんとしている。怜司に殴なぐられたことが相当ショックだったらしい。

　怜司は止とどめと云わんばかりに動どう揺ようしている生駒の股こ間かんを蹴けり上げ、その体を問答無用に押し退のけた。

「いつまで乗っかってんだよ…っ」

「う……っ」

　急所を押さえて蹲うずくまる生駒に溜りゆう飲いんを下げつつ、壁かべに手をつき立ち上がり、生駒から距きよ離りを取った。乱れた着衣を手早く直しながら、内心では無意識に拳を繰くり出した自分に驚いていた。

　いままでつき合った男に口で反抗しても、実力行使に出たことはない。

　多分、これはすぐにイタズラしてくる響を殴ってばかりいたせいだろう。響相手にはこんなにも力を込めていなかったけれど、お陰かげで助かった。

（こんなところで役に立つとはな）

　状じよう況きようも忘れて笑いそうになるのを我が慢まんしながら、怜司は大きく息を吸う。そして、奥の部屋から携けい帯たいを取ってくると、痛みに言葉が出ない様子の生駒に宣言した。

「生駒さん。これ以上つきまとうようなら、警察だけじゃなくて奥様に云いますよ」

「れ、怜司!?　何を云ってるんだ……」

　生駒は前まえ屈かがみになりながら顔だけ上げる。その表情からは、さっきの余よ裕ゆうがすっかりなくなっていた。

「俺は本気です。いますぐ立ち去らなければ、何もかもバラしますから」

「そ…そんなことをしたって誰も信じるわけがない」

「証しよう拠こがあります。あなたが送ってきたメールや留守電の録音も残してありますし、何なら松前先せん輩ぱいに証言してもらってもいいんですよ」

「なっ……」

「松前先輩は全部知ってるんです。あなたとつき合い始めた頃ころからずっと」

「────」

　本当はこんな手段は使いたくなかった。最悪の結果になってしまったけれど、一時は少なからず好意を持っていた相手なのだ。

　それに関係を持った自分にも責任の半分はある。だからこそ、あれ以上泥どろ沼ぬまになる前に終しゆう止し符ふを打ちたかったのだ。

「何を考えているんだ！　そんなことをしたら君だって困るだろう」

「あなたにいつまでもつきまとわれるよりはマシです。本当に迷めい惑わくしてるんです。引っ越こしたのも、あなたともう係わり合いになりたくなかったからですよ。さっさとここから出ていくか、俺に洗いざらい喋しやべらせるか、好きなほうを選んで下さい」

「……本気なのか、怜司……」

「ええ。お願いですから、これ以上あなたを軽けい蔑べつさせないで下さい」

　それは怜司の本ほん音ねだ。生駒の全すべてを憎にくんでいるわけじゃない。初めは小さかった綻ほころびが大きくなり、お互たがいが嚙かみ合わなくなってしまっただけなのだ。

「君まで私を見捨てるんだな……」

　生駒はがっくりと肩を落とした。その表情は、憑つき物が落ちたかのように力ない。

「あなたは周りを見なさすぎるんです。自分のことだけじゃなくて、もっと周囲にいる人に目を向けたらどうですか？」

　そうすれば、気持ちの離れた家族だって戻もどってくるかもしれない。そんな想おもいを込めて、言葉をかけた。

　生駒はしばらく黙だまり込んでいたが、やがてよろよろと立ち上がった。そして、俯うつむいたままこちらに背中を向ける。生駒はドアを開けて出ていく寸前、ぼそりと呟つぶやくように云った。

「……迷惑をかけたな」

　ぱたん、とドアが閉まり、室内が静かになる。一人になった途と端たん力が抜ぬけて、怜司はその場にへなへなと座り込んでしまった。

「よかった……」

　いまのはある意味、一か八かのはったりのようなものだったけれど、生駒の目が覚めて本当によかった。

　最悪の事態を考え、訴うつたえるための証拠は実際に残しておいてあったけれど、暴力に訴えられたら、いまのような脅おどしは通用しない。

　とにかく、とりあえずは危機を避さけられたようだ。今後も警戒はしておいたほうがいいだろうが、先さき程ほどの様子では心配はないだろう。

　本来の小心で自己保身の強い生駒に戻っていたような気がする。怜司が惹ひかれた気弱な一面が、最後の最後に垣かい間ま見みえた。

「……痛い？」

　いまさらながらに、生駒を殴った拳がジンジンと痛み出した。見てみると、関節の出っ張った部分が赤くなっている。

「……くっ」

　自分の拳が痛むほど強く殴ったという事実がおかしくて、さっきは堪こらえた笑いの衝しよう動どうが再び込み上げてきた。

　いままでだったら、途と中ちゆうで抵抗を諦あきらめてしまっていただろう。力で敵かなうはずもない相手に逆らうことを面めん倒どうだと思っていたに違ちがいない。

　諦めなかったのは、響の顔が浮うかんだからだ。一いつ緒しよに過ごすうちに、あの一いち途ずな気質が移ってしまったのかもしれない。

　くすくすとひとしきり笑ったあと、怜司はぽつりと呟いた。

「……会いたいな……」

　───響に会いたい。

　天使のような笑顔ではなく、常に怒おこっているようなあの無ぶ愛あい想そうな顔が見たい。鈴すずの音のようなソプラノではなく、少し掠かすれた低音に名前を呼んでもらいたい。

　自ら逃にげ出してきたくせに、いまさらすぎる贅ぜい沢たくな願いだ。叶かなうことがないことは、自分自身がよく知っている。

　だけど、せめて夢見るくらいはいいだろう。

　目を瞑つぶってあの顔を思い浮かべていると、外から廊ろう下かを走る音が聞こえてきた。

「？」

　この落ち着きのない足音は生駒のものとは思えない。家族向けのマンションでもないから、子供は住んでいないはずなのにと怪け訝げんに思っていると足音が止まった。

　その直後、チャイムが乱暴に押され、返事をする間もなく玄げん関かんのドアが開いたかと思うと、血相を変えた響が飛び込んできた。

「怜！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「ひ、響？」

　響は息を切らせたまま、座り込んでいた怜司の前に膝ひざをつく。そして、体のあちこちを触さわり、安否を確かく認にんしてきた。

「あいつに何かされなかったか!?」

「い、いや、別に何も……。でも、何で……」　>>>♥

　会いたいと思っていた相手がいきなり現れて驚おどろいた。それともこれは、一いつ瞬しゆんのうちに眠ねむりに落ち、都合のいい夢でも見ているのだろうか？

　怜司はぽかんとしながら疑問を口にする。新しい住所は松前にしか教えていないはずなのに、どうしてあちこちに引っ越し先がバレているんだ。

「ここの住所なら、あの松前ってやつに聞いた」

「え!?」

　予想外の答えに、怜司は目を瞠みはった。

（先輩が響に教えた？　あんなに固かたく口止めしといたのに……）

　いったい、どんな方法で聞き出したと云うのだろう？　そもそも、二人が顔をつき合わせて会話しているところも想像しがたい。

「どうしても怜に会いたかったんだ。でも、きっと自宅には戻らないだろうし、連休に入ったから大学もやってないだろ。だから、怜の前の病院に行ったんだ。そうしたら、あいつがいたから無理矢理聞き出した」

「無理矢理って……」

「それより、本当に何もなかったんだろうな？　さっき、マンションから出ていったのは確かにあの男だった！」

　やっと、響が険しい顔をしている理由がわかった。入れ違いで帰っていった生駒の姿を目にして、血相を変えて走ってきてくれたのだろう。

　心配させてしまったことを申し訳なく思いながら、まだそれだけ想ってくれているのだとわかり、胸が熱くなる。

（……しっかりしろ。このくらいのことで動どう揺ようするな）

　怜司は自分を胸の内で叱しつ責せきしながら、平然とした顔で告げる。

「生駒さんのことなら、もう心配ない」

「やっぱり、ここに来たんだな!?　心配ないって、そんなのわからないだろ!?　何で、そんな平然とした顔してるんだよ！」

「殴なぐって追い返したから、もう来ないと思う」

「殴ったくらいじゃ───って、ちょっと待て。怜が殴ったのか……？」

「俺が殴っちゃ悪いかよ」

「悪くない、けど……」

「お陰かげで手が痛い。ついでに股こ間かんも蹴けってやった」

　赤くなった手を見せてやると、響はあんぐりと口を開けたまま、しばらく怜司の顔を凝ぎよう視ししていた。

　肩かたを摑つかんでいた響の手をさりげなくどかし、重い腰こしを浮かす。立ち上がった怜司は響に背中を向け、努めて冷たい声を出した。

「───で、お前は何をしに来たんだ？」

「ごめん。怜はもう俺の顔なんて見たくなかっただろうけど、この間のことだけは謝りたかったから」

「じゃあ、もう用はすんだだろ？　俺は忙いそがしいんだ、さっさと帰れ」

　震ふるえそうになる声を必死に張り、背中を向けたまま奥へと行こうとする。だけど、指先を響に握にぎられ、それ以上先へは進めなかった。

「怜、あいつと寝ねたなんて噓うそなんだろ？」

「そんなこと───」

「今日は恋こい人びとと一緒だったよ。二ふた股またかけてるのかって云ったら、怜は友人だって教えてくれた。キス一つしてないって」

「……っ」

　松前が口を割ったのは、そういう経けい緯いだったのか。きっと、響のことだから、恋人と一緒にいる松前に食ってかかったに違いない。

　さすがの松前も溺でき愛あいしている恋人に不義を疑われて、黙ってはいられなかったのだろう。

「忠告もされた。自分の気持ちばかり押しつけて、怜の気持ちを考えてやったことはあるのかって。云われて気づいたんだ。怜に認めてもらいたいって焦あせるばかりで、怜がどう感じるかってことまで頭がいかなかったって。怜は自分のことより、俺のことばかり考えてくれてるんだよな？」

「だ、誰がお前のことなんか……」

「大事にされてることくらいわかる。だから、自うぬ惚ぼれてたんだ。俺の気持ちを伝え続けてたら、そのうちに振ふり向いてくれるはずだって。でも、それじゃダメなんだよな」

「…………」

「心配してくれるのは嬉うれしいけど、俺はもう昔みたいな子供じゃないんだ。怜に守ってもらわなくても、自分で何でもできるし、自分で選ぶこともできる。だから、『弟』としてじゃなくて、一人の男として見てくれないか？」

「……っ」

　握られた指先に口づけを落とされる。吐と息いきのあたる感かん触しよくに、怜司はぎゅっと目を瞑った。

「……お前はゲイになるのがどういうことかわかってるのか？　理解してくれる人たちが増えてきたって云っても、いまはまだバレたら普ふ通つうじゃない扱あつかいをされることが多いんだぞ？」

「そんなこと、どうでもいい。偏へん見けんを持っているような程度の低い人間にどう思われようが、俺は構わない」

「お前には将来があるだろう？　いい加減、目を覚ませ！」

　摑まれたままだった指を強ごう引いんに引き抜ぬき、歩を進める。だけど、今度は背後から強い力で抱だきしめられた。

「怜のいない将来なんて俺は欲しくない！」

「あ……っ」

「嫌きらいならそう云えよ。二度と顔も見たくないって云ってくれたら、もう本当に怜の前に姿は見せない」

「……っ」

　嫌いなわけない。好きに決まってる───だけど、そんなこと絶対に云えない。云ってはいけないのだ。

　偽いつわりを口にすることくらい、いままでは簡単にできていたのに、何故なぜか上手うまく口が動かない。

「俺は好きだよ。怜が好きだ」

　しつこく繰くり返され、脳みそが煮にえたぎる。

「やめろ…もう、やめてくれ……」

「怜の気持ちを聞くまでやめない」

　響の宣言に、怜司は決意する。もうこうなったら、本当のことを云うしかない。

「……お前のために身を引いたわけじゃない。俺は怖こわいんだ」

「怖い？　何を怖がることがあるんだ？」

「俺はお前を……お前だけは失いたくない……」

「怜？」

「恋れん愛あいなんていつかは終わる。男同士ならなおさら熱が引くのも早い。とくにお前はまだ若いんだ。気持ちがいつ変わったっておかしくはないだろう？」

「怜は俺の気持ちを疑ってるのか!?」

「何を根こん拠きよに信じろって云うんだ。いまが永遠に続くなんてありえない！」

　吐はき捨すてるように告げると、響は小さく息を吞のんだ。

　ずっと会っていなくても、『家族』としての絆きずなは残っていると思っていた。だけど、もし『恋人』として決別することになったら、もう心の拠より所にするものがなくなってしまう。

　そうしたら、自分は本当に孤こ独どくになってしまうのだ。

「───バカだな、怜は。そういう頑がん固こなところも好きだけど」

「なっ……人が真ま面じ目めに云ってるのに…！」

「俺だって大真面目だ。怜が信じられないんなら、信じてくれるまで云う。もういいって云われるくらい、毎日云ってやる。俺がどれだけ怜のことを好きなのか」

　どれだけ、愛しているのかを───。

「……響……」

「だから、せめて振り向むけよ。顔くらい見せてくれ」

　怜司は迷いを感じながらもおずおずと首を動かし、顔を後ろへと向けた。覗のぞき込むようにしてきた瞳ひとみに自分の顔が映り、吐息が絡からむ。

　そして、唇くちびる同士が触ふれ合う寸前、そっと囁ささやきが落とされた。

「俺は怜しか好きになれないんだ。頼たのむから、俺のものになって」

　怜司は迷った末、返事の代わりに自分から先に口づけた。言葉では上手く伝える自信がなかったから。

「────」

　触れるだけのキスは一いつ瞬しゆんで解き、背せ伸のびをしていた足をゆっくりと元に戻もどす。ちゃんと伝わっただろうかと響の様子を窺うかがおうとした瞬しゆん間かん、腕うでの中で体の向きをくるりと変えられ、息苦しいほどに搔かき抱いだかれる。

「んっ……こら、響、苦し……」

「ごめん、怜、嬉しくて……」

　わかってもらえたことがわかり、ほっとする。昔と同じようにぎゅうぎゅうと抱きついてくる様子がおかしくて、背中をとんとんと叩たたきながらまぜっ返した。

「バカ、泣いてるんじゃないだろうな？」

「違ちがう。でも、もうちょっと───」

　拗すねたような返事と共に、少しだけ腕の力が緩ゆるめられる。怜司は包み込んでくれる温もりに身を委ね、そっと目を閉じたのだった。










　新しい部屋の整理は予定よりもかなり早く終わった。それもこれも、手伝ってくれた響のお陰かげだろう。

（本当によかったのかな……）

　雰ふん囲い気きと押しに流されてしまった感は否いなめないが、一応、響の気持ちを受け入れることにした。それと、自分の気持ちも。

　尻しり込ごみしていないと云ったら噓になるけれど、いまさらぐだぐだ云っても仕方ない。この後ろ向きな性格がそう簡単に変わるわけはないのだから、折り合いをつけていくしかないだろう。

「何してるんだ、怜？　電気もつけないで」

　シャワーを浴びてきた長身のシルエットが真っ暗だった寝しん室しつを覗き込んでくる。ぱちん、という音と共にシルエットが響に変わった。

「あ、いや、別に……」

　ジーンズだけを身に着けた格好に、思わずぱっと目を逸そらしてしまう。引き締しまった上半身と後ろに撫なでつけられた半はん乾がわきの髪かみがやけに色っぽくて、目に毒だ。

　だが、怜司のそんな反応を響は違う意味に捉とらえたようだ。

「まさか、後こう悔かいしてるんじゃないだろうな」

「そういう…わけじゃない、けど……」

　たったいま、うじうじと考えていたことも事実なので、つい口くち籠ごもってしまう。

「まったく…怜は一人になると、ろくなこと考えないよな」

「なっ……失礼なこと云うな！」

「一いつ緒しよにいる間くらい、余計なこと考えるなよ。ていうか、何も考えられなくしてやる」

　響はそう云うと、おもむろにベッドに押し倒たおしてきた。

「うわっ、ちょ、ちょっと待っ……」

「もう待たない。引っ越こしの荷物が片づくまではダメだっていうから、必死になってやったんんだぞ。お預けももう限界だ」

　手て際ぎわよく、あっという間にパジャマのズボンと下着を脱ぬがされてしまう。初めてではないのだからいまさら恥はずかしがることもないと思うのだが、羞しゆう恥ちに顔が熱くなる。

　怜司はベッドの上でパジャマの裾すそを押さえながら後あと退ずさり、妥だ協きよう案を訴うつたえた。

「じゃ、じゃあ、せめて電気！　電気消してこい！」

「やだね。暗いと怜のことがよく見えない」

「見なくていい……っ、わ、こら…っ！」

　提案は簡単に却きやつ下かされ、腕を摑つかまれ引き寄せられる。中ちゆう途と半はん端ぱに抵てい抗こうしたせいで、背中から響の胸に倒れ込むことになった。

「やだって！　響！　頼むから……っ」

　ぷちぷちとボタンが外されていくのを止めようとすると、今度は裾が上がってしまう。

「そんなに恥ずかしがられると、逆に煽あおられてる気分になるんだけど」

「……！」

「別に脱ぎたくないなら、そのままでいい。着たままってのも燃えるし」

「響……お前な……」

　涼すずしい顔でオヤジな発言をする響にげんなりする。悪い方向にイメージを崩くずすのはやめてもらいたい。とはいえ、明るい場所で素す肌はだを全て晒さらさずにすんで助かった。

　行こう為い自体、これまでしてきたことと何ら変わりはないはずだが、自分の気持ちを認めてしまったあとでは微び妙みように気き恥はずかしさが増しているのだ。

　だが、パジャマを脱がしてくる手が止まってほっとしたのも束の間、響はパジャマの上から怜司の体を撫で回してきた。

「んっ」

「自分から脱ぎたくなるくらい、熱くしてやるよ」

「バカ…っ、あっ、ん、んんっ」

　響の唇が、項うなじや耳の後ろに何度も柔やわらかく押しつけられる。くすぐったさに似た感かん触しよくから逃のがれようと半ば無意識に首を反らすと、今度は首筋を舐なめ上げられた。

　皮ひ膚ふの柔らかな部分に歯を立てられ、びくりと肩かたが跳はねる。微かすかな痛みを感じた場所を舌が這はうと、また甘い痺しびれが込み上げてくる。そんな繰くり返しに、怜司の息はあっという間に上がっていった。

「や…ぁ、あ……響……」

　吐と息いき混じりに名前を呼ぶと、顎あごを軽く持ち上げられ唇を奪うばわれる。最初は啄ついばむばかりだった口づけはどちらからともなく舌を絡めるようになり、どんどん交わりが深くなっていく。

「ん……ん、んぅ……」

　キスに夢中になっていると、パジャマ越しに体を撫でていた手がはだけた襟えり元もとから、その中へと侵しん入にゆうしてくる。

　平らな胸を探さぐっていた指先は、すぐに小さな尖とがりを捉えた。

「ンッ」

　すでに硬かたくなっていたそこを響は指の間で捏こね、爪つめの先で引っ搔いてくる。そのたびに腰こしの奥の熱がじくじくと疼うずき、パジャマの裾に隠かくれた自身は硬こう度どを増していった。

　刺し激げきを待ちわびているそこを放置したままでいるのは辛つらく、怜司はもどかしさに膝ひざをすり寄せる。そんな様子を見て、響は意地悪く囁いてくる。

「脱ぎたくなった？」

「ならない…！」

「でも、けっこう辛い状じよう況きようなんじゃないの？」

　響はきっとこちらの我が慢まんの限界を試しているのだろう。早々に白旗を揚あげるのは悔くやしかったけれど、体の欲求には逆らえない。怜司は条件つきで折れることにした。

「……お前も脱ぐなら、脱ぐ」

　一人だけ全ぜん裸らを晒しているよりは、まだマシだ。いまでさえ怜司の頭の中は羞恥に煮にえたぎっているというのに、響は平然としたままだ。

「わかった」

　響はジーンズと下着を躊躇ためらいもなく脱ぎ捨てると、怜司からパジャマを剝はぎ取ってきた。

　何も隠すものがなくなった体を見られるのも、昂たかぶった響の体を見るのも恥ずかしい。耐たえきれずに顔を背そむけると、あらぬ場所に暖かな吐息がかかった。

「ちゃんと見てろよ」

「待っ…───」

　体の器官の中でもとくに敏びん感かんな部分に唇くちびるを押し当てられ、息を吞のむ。響は躊躇いなど欠片かけらも見せず、怜司の昂ぶりをねっとりと舐め上げた。

「……っ、おい……んなこと、どこで覚えてきた……っ」

　何度も抱だかれはしたけれど、まだ口こう淫いんは教えていない。さすがに動どう揺ようし、平然とした顔で性器を舐めてくる響を問い詰つめる。

「ネットで調べた。一応、してもらったことはあるけどするのは初めてだから、この先は怜に教えてもらわないと」

「何云って……っあ、ぅんっ」

　先せん端たんを口に含ふくまれ、ちゅっと軽く吸い上げられる。ずくりと腰の奥が疼き、甘ったるい声が引き出された。

　年上のプライドを守るためにも余よ裕ゆうのあるところを見せたかったのに、それすら叶かなわない。後ろについていた手がカクンと折れ、上半身が後ろに倒れてしまう。

「や、ぁ…あ……」

　自身に舌が絡からみつき、括くびれを唇の裏で擦こすられ、先端を吸い上げられると頭の芯しんが痺れてくる。まるでアイスキャンディーをしゃぶるように舌を動かしている響を見ていたら、血液が沸ふつ騰とうしたように体が熱くなってきた。

（こんなの、見ていたくなんてないのに───）

　さっき云われた響の言葉に逆らえない。こんなことなら、さっさと眼鏡めがねを外しておくんだった。そうしたら、せめて視界がぼやけて何も見えなくなっていたのに。

　いまさらだとは思ったけれど、乱暴に眼鏡を外して枕まくら元もとに放る。

「……っ」

「眼鏡外しちゃうんだ。見えないほうが集中できる？」

「うるさ……っあ、んん……っ」

「もうかなり硬いな。怜、気持ちいい？」

「しゃべ…るな……っ、あ…ぅ、ん…っ」

　唇が触ふれたままだったせいで、微妙な振しん動どうが伝わってくる。そんな些さ細さいな刺激にも怜司が感じたことを知ってか、響は愛あい撫ぶを続けながら話しかけてきた。

「怜のこれ、心臓みたいにドクドクいってる」

「うるさ……ぁんっ」

「ここを強く擦ると、びくってなるんだよな。こうされるの好き？」

「あっ、ぁ、あ…っ」

　芯を持って勃たち上がった自身の括れた部分を執しつ拗ように指で擦られる。溢あふれ出てきた体液と唾だ液えきのせいで指の動きがなめらかになり、一層感じてしまう。

「どうされるのが好きなのか教えて。怜のこと、全部知りたい」

　響は伝い落ちてきた先走りを舐め取りながら、上うわ目め遣づかいに怜司を見てくる。かち合った視線を外すことができず、怜司は涙なみだ目めになった。

「教えて」

　訊たずねてくる声にからかいの色はない。繰り返し云われ、怜司は腹を括った。自ら足を開くと、震ふるえる唇を動かして赤せき裸ら々らな指示を出す。

「……強く、吸って……もっと、いっぱい擦って……」　>>>♥

　時折、根本の膨ふくらみを揉もまれたり、裏側の筋を指でなぞられたりしたけれど、どうせならもっと痛いくらいにして欲しい。

「わかった」

「ひぁっ、あっ、ぁあ…っ」

　舐めしゃぶられていた先端をキツく吸い上げられ、背中が大きく撓しなった。響は怜司の希望通りに舌や指で擦ってくる。

　強弱をつけた刺激に、小刻みに下腹部が震える。高い声でひっきりなしに喘あえいでいたら、体液が溢れる先端を舌先で探さぐられた。

「あっ……いい、それ…好き……っ」

「これ？」

「あぅ…っ、あ、あ、あ……っ」

　体液の滲にじんだ窪くぼみをぐりぐりと舌先で抉えぐられ、踵かかとがベッドカバーの上を滑すべる。怜司は強すぎる快感を堪こらえようと、枕まくらの端はしを握にぎりしめていた手に力を込めた。

　熱心でコツを得た愛撫に、怜司は限界近くまで追い詰められていた。

「やぁ…っ、あ、も…っ、いく、から…離はなせ……っ」

　響の頭を押し返そうとしても、びくともしない。それどころか、響はさらに深く怜司自身を飲み込んでしまう。窄すぼめた口で上下に擦られ、頭の中が真っ白になった。

　強きよう烈れつな快感に抗あらがう力が抜ぬけた瞬しゆん間かん、一際強く吸い上げられ───響の口こう腔こうに欲望を吐はき出してしまった。

「だから云っただろっ、離せって！」

　慌あわてて体を起こし、叱しかりつける。だが、響は何事もなかったかのような顔で口の中のものを飲み下し、怜司のもので汚よごれた唇を舌で舐め取っていた。

「バカ！　そんなもの飲むな！」

「別にこのくらい普ふ通つうだろう。怜って経験値高いくせに、そういうとこ初うい々ういしいよな」

「なっ……」

　云われた言葉に頭に血が上ってしまい云い返せずにいると、響はベッドの脇わきに置いてあった紙かみ袋ぶくろを取り上げ、ひっくり返す。どさりとベッドの上に落ちてきたのは、ピンク色の容器と避ひ妊にん具だった。相変わらず、こういう準備はぬかりない。

「お前、いつの間に……っ」

「さっき、買い出しに行ったとき。準備がないからって拒こばまれるのは嫌いやだからな」

「…………」

　当然とばかりに云われ、言葉をなくす。甲か斐い甲が斐いしいのか、抜け目ないのかわからない。

　顔を背けて秘ひそかに苦笑していた怜司は、響がなかなか次の行動に出ないことを不思議に思い顔を上げた。

「どうした？」

「これ、蓋ふたが硬かたくて───あ。」

「うわッ」

　ローションの蓋を開けるのに力を込めすぎたらしく、蓋が開いた瞬間、中の液体が怜司の体の上にぶちまけられた。腹部から胸のあたりまでべったりと濡ぬれ、シーツにもとろとろと滴したたり落ちていく。

　あたりに立ち籠こめる人工の香こう料りようの匂においは、子供の頃ころに食べたイチゴのシロップのかかったかき氷を思い出させる。口元に跳はねたのを舐なめ取ってみると、案の定甘ったるい味がした。

「ごめん、怜」

「あー……後片づけはお前がやれよ。それにしても、どうすんだこれ……」

　怜司は濡れそぼったベッドカバーを指先で抓つまむ。

　薄うすくピンクに色づいた液体でベッドも体もびしょ濡れだ。しかも、容器のほうにはもうほとんど残っていない。

「このままで問題ないだろ。こうやって使えばいいんだから」

「え？……っあ！」

　響はトンと怜司の肩かたをついて体を倒たおすと、両足を左右に押し開ひらき、膝ひざを立てるような体勢を取らせてくる。そして、腹部にかかったローションを指で掬すくったかと思うと、怜司の足の間にべったりと塗ぬりつけてきた。

「ひぁ…っ」

「これで充じゆう分ぶん足りるだろう？」

　ゆるゆると撫なでられ、後ろの窄つぼまりはさらに硬く閉とざしてしまう。だが、ぬめりをまとった指は難なく内部へと入り込んできた。

「ん…んん……っ」

　くっと押し込まれた指先に入り口のあたりを揉み解ほぐされる。押し拡げようと動く指の感かん触しよくに上擦った声が上がった。

「はっ…あ……あぁ……っ」

「今日はいつもより感じやすくなってないか？」

「んぁ…っ、そ…なの、知るか……っ、あっ、ん」

　抜き差しを繰くり返す指が二本、三本と増えていく。たっぷり濡らされているせいで、聞こえてくる水音も激しい。

　体の中をぐちゅぐちゅと搔かき回されているうちに、腰こしが勝手に揺ゆれ動くようになってきた。いま以上の刺し激げきを体が欲ほつしているのだ。

「……怜、今日はこのまま入れていいか？」

「え……？」

「怜の中に出したい」

　響は掠かすれた声でそう云うと、取り出した自らの欲望に直接ローションを塗りつけ、指で慣らしていた場所に押し当てる。そして、怜司の返事を待たずに自身を埋うめ込んできた。

「んー……っ」

　ずるりと押し込まれた響のそれは、いつもより大きい気がした。だが、奥までたっぷり濡らされているせいで、何の抵てい抗こうもなく怜司の中へと入ってくる。

「……っは、熱い……」

「怜の中だって熱い。溶とかされそうだ」

　響は欲望を全て収めると大きく息を吐いた。怜司の内ない壁へきの粘ねん膜まくは響のそれにねっとりと絡からみつき、締しめつけている。

　痛みを覚えることなく受け入れたとは云え、圧あつ迫ぱく感かんは相当なものだ。響は苦しさに喘ぐ怜司の体が慣れるのを待つつもりらしい。

「……いいから、動けよ」

　初めは辛つらくても、そのうちに体は馴な染じんでいくはずだ。だから、そんなに気を遣つかってくれなくてもいいのにと思って云ったけれど、響は取り合わなかった。

「まだキツいんだろう？　無理しなくていい。こっちが慣れるまで、他のところを可愛かわいがってやるから」

「ぁンッ」

　自分から繫つながりを揺さぶろうとしたけれど、不意打ちで胸の尖とがりを抓まれ、動きを封ふうじられる。乳首を指の間で捏こねられると、甲かん高だかい声が上がった。

「あ……ぁ、あ…んん……っ」

　どこもかしこもぬるぬるのせいで、触ふれてくる響の指の感触がいつもと違ちがう。響は首筋を吸い鎖さ骨こつを舌で辿たどったあと、捏ねられて腫はれたようになったそこを舐め、ぼそりと呟つぶやいた。

「乳首がイチゴ味だ」

「ばっ…ぁん、や、嚙かむな……っ」

「好きなくせに」

　やわやわと嚙まれる微かすかな痛みも快感へと変わる。舌で転がされ、充じゆう血けつするほど吸い上げられると、些さ細さいな刺激にすら反応してしまうくらい鋭えい敏びんになってしまう。

　舌と指で責められ、怜司は力なくかぶりを振ふった。胸元をくすぐる黒くろ髪かみに指を差し込み、気を紛まぎらわせようとしたけどダメだった。

「んんっ……あ、ぅ…ンっ」　>>>♥

　そこを弄いじられると、飲み込んだ響の屹きつ立りつを締めつけてしまう。それを知ってか、響は腰をゆっくりと動かしながら、胸の二つの尖りを同時に弄ってきた。

「あっ、あっ、や…だ……っ、あぅ…っ」

　胸への刺激に意識を取られているせいか、繫がった部分を軽く揺すられても苦しさはない。腹部を擦こすりつけてくるような動きのため、反り返った怜司の昂たかぶりは響の体で擦すれる。

　揺さぶりはだんだんと大きくなっていき、突つき上げるような動きに変わっていく。ズン、と深く穿うがたれ、悲鳴じみた声が上がった。

「あぁあ…っ」

　響は一いつ瞬しゆん浮うき上がった腰を摑つかんで、乱暴に揺さぶってくる。好き勝手に体内を抉えぐられ、どうしようもなく感じてしまう。

　ガクガクと揺すられるその激しさに、怜司は必死にしがみついた。

「あ…っ、や、ぁ……っ、響───んむっ、んんんっ」

　名前を呼んだら、キスされた。捩ねじ込まれた舌に口腔を舐め回され、上手く呼吸ができない。

　穿たれるたびに快感が脳天を突き抜けるけれど、キスで口を塞ふさがれているせいでくぐもった声しか出てこない。

「んぅ、んん、んっ、んー…っ」

　舌を搦からめ捕とられて引きずり出され、痛いくらい吸い上げられる。ジンと舌が疼うずき、頭の芯しんまで痺しびれているような感覚に陥おちいった。

　口づけの間も律動の激しさは変わることなく、怜司を容よう赦しやなく追い上げてくる。

　埋め込まれていた楔くさびをギリギリまで引き抜ぬかれてから、それで一息に奥まで穿たれる気持ちよさも堪たまらなかった。

「んん…んぁっ、あっあっ、響…っ、そこ、もっと……っ」

「……ったく、ホントにこういうときだけは素す直なおだよな」

　響は苦笑混じりの呟きを零こぼしながら、怜司の望み通りの場所を集中的に突いてくる。そうして、悦えつ楽らくに溺おぼれ啜すすり泣く怜司を優やさしく追い詰つめていった。

「ぁン、あっ、あぁっ、ひび…き……っ」

「ん？　またイキたい？」

「んっ……うんっ、い…きたい……っ、もういく……っ」

　ジンジンと疼く昂ぶりがもどかしくて、響の腰に足を巻きつかせて腰を振る。引き締まった腹部に先せん端たんが当たり、ぬるぬると擦れて気持ちいい。

「じゃあ、俺のこと好きって云って。そしたら、何度だってイカせてやるよ」

　耳元でそんなことを囁ささやかれ、俄にわかに正気づく。いまなら熱に浮うかされているから、どんな言葉でも云えるかもしれない。

　響は瞳ひとみを覗のぞき込むようにして急せかしてくる。

「……すき」

　快感に理性を飛ばしかけていても、蚊かの鳴くような声でしか云えなかった。それでも響は嬉うれしそうに破顔する。

「俺も好きだよ、怜───」

　その直後、壊こわれてしまうのではと思うほど荒あら々あらしく突き上げられる。

「あぁあ…っ、ああっ、あ、あー…っ」

　響の背中にキツく爪つめを立てながら絶頂を迎むかえるのとほぼ同時に、怜司の中にある欲望がどくんっと弾はじけた。体の奥でじわりと熱が広がるのを感じながら、怜司は響にしがみつく。

　今夜はまだ離はなれたくない───そうねだる代わりに、自分から唇くちびるを寄せていった。
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『それじゃあ、丸く収まったんだな』

「い、一応……」

　電話の向こうから聞こえてきた松前のほっとした声に恐きよう縮しゆくする。生駒とのことも含ふくめ、松前には本当にたくさん迷めい惑わくをかけてしまった。

　改めて響に松前とのやり取りを聞いて青ざめていたのだが、松前からかかってきた電話は思っていたよりは穏おだやかだった。

　だが予想していた通り、響の売ったケンカのせいで松前のほうでも恋こい人びとと一ひと悶もん着ちやくあったらしい。こちらの揉もめごとに巻き込んでしまったようで、本当に申し訳ない。

『つーか、こっちまで引っかき回してくれたんだから、上手うまくいってくれないと困る』

「すみませんでした……」

『いやホント、誤解を解とくの大変だったな』

「反省してます……」

　怜司は電話の向こうにいる松前に何度も頭を下げ、謝罪の言葉を繰くり返す。しかし、大変だったと云う割りに声が弾はずんでいるように聞こえるのは気のせいだろうか？

（嫌いや味みを云ってる割りに機き嫌げんがいいような……）

　怜司をちくちくと苛いじめるのが楽しいだけにしては、妙みように浮かれた感じだ。

『ま、珍めずらしくヤキモチ焼いてくれたところ見られたから別にいいけどな。そうだ、今度お前ら二人でウチに来い。上総かずさに紹しよう介かいしてやる』

「え、でも、響までいいんですか？」

　ケンカをふっかけた相手を許して、家に呼んでくれるなんて心が広い。そう思ったけれど、松前の意図は違うところにあるようだ。

『今後、お前から電話があるたびに不安にさせるわけにもいかないからな。むしろ、あいつの前でいちゃついてくれると助かる』

「え、えーと……」

　誤解が誤解である裏づけをしろということなのだろうか。

　迷惑をかけた償つぐないはしたいけれど、初対面の相手の前でいちゃつけと云われても困る。いや、親しい友人の前でもそれは同じことだ。

　しかし、自分に断る権利があるのだろうかと迷っていると、松前は一方的に会話を切り上げにかかった。

『おっと、もう時間だ。また連れん絡らくするから、ウチに来る日を都合つけとけよ』

「せ、先せん輩ぱい……っ」

　さっさと電話を切られ、受話器を手に呆ぼう然ぜんとしていると、響が声をかけてきた。

「怜、どうだった？」

　響には電話の間大人おとなしくしていろと云っておいたのだが、気のないふりをしながらこちらの様子をずっと窺うかがっていたようだ。

「…………」

「どうしたんだよ？」

　ちなみにここは怜司の職場である、学園の医務室だ。

　何故なぜか響は講義が入っていない土曜日や講義が休講になって暇ひまになると、他大学の学生にも拘かかわらずこの医務室へと顔を出す。

　誤解を解くとまた新たな問題が出てくるのでそのままにしているが、大原などはすっかり、響がこの学園の学生だと思っているくらいだ。

「怜？」

「───怒おこってはいなかった」

「よかったじゃないか。……って、何だよその顔」

「……別に。お前のことを恨うらみがましく思ってただけだ」

　事態をややこしくしてくれた響を恨むことくらい許されるだろう。きっとこれから先、松前には今回の件でからかわれ続けることを思えば、自分が腹を立てるのは当然の権利のはずだ。

「俺、何か怜を怒おこらせるようなことしたか？」

　何かも何もない。気の抜けてしまうような響の物云いに、ため息しか出てこなかった。

「なあ、怜？　怒ってるなら謝るから。俺、どうしたらいい？」

　怜司は口を噤つぐんだまま、体を屈かがめて自分の顔を覗き込んでくる整った顔立ちをじっと見つめて考え込む。

　先輩からもう恋人に誤解されたくないから、今度目の前でいちゃつくよう云われてるなどと云ったら、響は張り切るに違ちがいない。涼すずしい顔でろくでもないことをしでかしてくれそうだ。

（いや、絶対に何かしでかすに決まってる）

　松前との疑いは晴れたようだが、彼に対して未だ対抗心を抱いているふしがあるのだ。

　松前の招待に応じるとしても、響には事情を話さないほうがいいだろう。

「何だよ、怜。黙だまってたらわからないだろ」

「別に、何でもない」

「そう云われると気になるだろ。教えろよ」

「……っ、知るか」

　ずい、と顔を近づけられ、唇が触ふれてしまいそうな距きよ離りに思わず頰ほおが染まる。

（……ああ、もうっ）

　年上としてのプライドも保護者としての矜きよう恃じももうぐだぐだだ。この無ぶ愛あい想そうな年下を中心に世界が回っていることをいい加減認めざるを得ないのかもしれない。

「怜？」

　切れ長の目を瞬しばたたかせる響の顔を盗ぬすみ見ながら、怜司は甘いため息を零すのだった。







　あとがき







　はじめましてこんにちは、藤崎都です。

　本当に今年はありえないくらい暑いですね！　むしろ、『熱い』というか……。あんまり暑くてぐったりしていたので、ウチのワンコは丸まる刈がりになりました。

　せっかくなので、尻尾しつぽだけライオンカットにしてもらったのですが、ぴこぴこ動く丸いふさふさが堪たまりません。あれを見るだけで癒いやされます（笑）。




　さて、今回は念願の眼鏡めがね受です。数年越ごしの野望がやっと叶かないました！

　せっかくなので、年ねん齢れい差や幼おさな馴な染じみ、白びやく衣いなどの萌もえアイテムを一いつ緒しよに投入してみましたがいかがでしたでしょうか？

　攻せめも年下ワンコ攻です！　男前で、忠義心は厚くていざというときは頼たよりになるけど、普ふ段だんは自分のことは何にもできなくて、受に世話を焼いてもらってばかりいる甘ったれなところが醍だい醐ご味みだと思ってます（個人的には）。

　書いていてとても楽しかったので、皆みな様さまにも少しでも楽しんでいただけていたら嬉うれしいです。

　あ、前作とは微び妙みようにタイトルが似通っておりますが、メインのキャラクターは全然違ちがうのでこの一冊だけで読んでも支障はありません（脇わき役やくとしてちょっと出ていますが）。まぎらわしいタイトルですみません（汗）。




　桜城やや先生、今回も素す敵てきなイラストをありがとうございました。美人な怜司と凜り々りしくて男前な響にうっとりです。次回もどうぞよろしくお願いします！

　毎度のことながら、担当様にもお世話になりました。今後ともよろしくお願いします……。

　また執しつ筆ぴつ中、色々と相談に乗ってくれた皆様にこの場を借りてお礼申し上げます。今回、本当に自分は友達には恵めぐまれてるなぁと思いました。普段から不義理ばかりしておりますが、これからも末永くおつき合いいただけると嬉しいです…。




　そして、拙せつ作さくをお手に取って下さいました皆様に最大の感謝を。最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！

　よろしければ、ご意見ご感想をお聞かせ下さると嬉しいです。

　お手紙を下さいました皆様にもお礼申し上げます。できる限りお返事したいと思っておりますので、気長にお待ち下さいね。




　最後にちょっとだけお知らせです。

　来月（二〇〇七年十一月一日）は中村春しゆん菊ぎく先生原作のルビー文庫『世界一初恋～吉野千秋の場合～』が発売されます。なんと、中村先生の描えがき下ろし漫まん画がが二十ページ以上収録されます！

　それから次の月（二〇〇七年十二月一日）には、桜城やや先生との『もっといじめて』というタイトルの文庫が発売される予定です。

　よろしければ、お手に取ってみて下さいませ！




　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇〇七年八月


藤崎　都　　


















[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥
















カバー・口絵・本文イラスト／桜城やや

デザイン／design CREST　須貝美華










だからおしえて








藤ふじ崎さき　都みやこ





[image: ]





平成27年1月1日　発行





(C) Miyako Fujisaki 2007





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ルビー文庫『だからおしえて』

平成19年10月1日初版発行

平成20年11月15日4版発行





発行者　堀内大示

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8697（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/logo-ruby.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		だからおしえて



		あとがき



		ギャラリー



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p021.jpg





item/image/cover.jpg
7
>

S .,.,. a, e .,.U.H._,x\.
i)

)

L

m

S
ve





item/image/p157.jpg





item/image/p211.jpg





item/image/p233.jpg





item/image/k001.jpg
NG RIRIE BRIV £V HRRONS)
IS IO AR ORISR O R R0

HOMSLUERRRNVIG

qany ﬁﬁ%%ﬁ:&ﬁtﬁ?ﬁﬁmﬁ@c%to

QOINOS S BN ,
RN " WICHINER T R

-TZEPHEORY






item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/rubygallery-001.jpg





item/image/p193.jpg





item/image/p131.jpg





item/image/p101.jpg





item/image/p067.jpg
%%%Z////////Z// ” oy - :/






